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開会 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 平成１７年第４回北杜市議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 本日ここに、平成１７年第４回北杜市議会定例会が招集されましたところ、議員各位にはご

壮健にてご出席をいただき、ご同慶に存じます。 
 円滑な議会運営によって、精力的かつ慎重に審議し、市民の負託に応えたいと思っておりま

す。 
 ただいまの出席議員は３６名です。 
 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 
 報告事項を申し上げます。 
 本定例会に提出する議案につき、市長から通知がありました。 
 提出議案は同意４案件、議案２００案件の２０４案件であります。 
 次に平成１７年９月、１０月分の月例出納検査、定期監査および行政監査について、監査委

員から報告がありました。 
 次に本定例会におきまして、報道関係者等から撮影の申し出がありましたので、これを許可

したいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 
 以上で、報告事項を終わります。 
 これより、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの１２日間にいたしたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日から１２月１９日までの１２日間に決しました。 
 なお、定例会ですので、追加案件もあろうかと思いますが、ご承知おき願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２ 会議録署名議員の指名ですが、会議規則第７９条の規定により、議長により指名いた

します。 
 ２５番議員 中村隆一君 
 ２６番議員 中村勝一君 
 ２７番議員 岡野 淳君 
 以上、３名を本定例会の会議録署名議員に指名いたします。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第３ 市長から市政一般に対する説明および提出議案に対する説明を求めます。 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 平成１７年第４回北杜市議会定例会の開会にあたり、私の市政運営に対する所信の一端を申

し述べるとともに、提出いたしました案件につきまして、その概要をご説明申し上げ、議員各

位ならびに市民の皆さんのご理解とご協力を賜りたいと存じます。 
 北杜市が誕生し１年が経過し、私も市長に就任して丸１年となりました。この間、市民の目

線で考え、先の見える計画づくりや力みなぎる活力のある北杜市の建設のため、７つの杜づく

りを掲げ、市政に取り組んでまいりました。これらの施策を積極的に進めるとともに、厳しい

財政状況に対応するため、行政改革に取り組んでいるところであります。 
 さて、国・地方を問わず、財政状況はますます厳しくなっております。こうした状況から構

造改革・地方分権・三位一体改革などは、積極的に進めなければなりませんが、地方に負担を

押し付けるような改革は、認めるわけにはいきません。現在、進められている国の来年度予算

編成においては、地方の声が生かされることを強く望むものであります。 
 国の平成１７年度予算の概算要求にあたっての基本方針では、平成１７年度に続き、従来の

歳出改革路線を堅持・強化し、従来にも増して歳出全般にわたって徹底した見直しを行うこと

としています。国の動向を見極めながら、徹底した歳出の見直しによる財政の健全化を図り、

将来にわたり安定した財政運営を推進するため、これまで以上に事業効果や施策の優先度を厳

しく精査して、予算の効率的配分を行う必要があります。市民のご理解とご協力をいただきな

がら、この厳しい現実を乗り越えて、北杜市の基盤を確かなものにしてまいりたいと考えてお

ります。 
 次に、行政改革について申し上げます。 
 現在、行財政改革推進委員会では、財政の健全化について多くの議論をいただいております。

また、委員の皆さんからは現状の公共施設を堅持できるかどうか、かなりスリム化しなければ

ならない。施設を造った時代には、それ相応の理由があったが、これからは施設を今まで以上

に活用しなければならない時代だと思う。厳しい財政状況の中で起債発行額を抑制し、公共工

事費の総額を縮減する必要があるなど、多くのご意見をいただいたところであります。 
 こうしたご意見を尊重する中で、多くの類似した公の施設の整理統合や遊休施設、利用度の

低い施設の他用途への転用などの有効活用を図るとともに、必要でない施設を廃止し、さらに

は財産処分も含め、検討していかなければならないと考えております。非常に厳しい選択にな

るかと思いますが、なんとしてもやらなければならない大きな課題でありますので、施設の現

状や利用状況、設置目的などを総合的に勘案し、議会および市民のご理解をいただく中で、積

極的に取り組む考えであります。 
 行政改革推進委員会は今後も継続して開催して、委員会の答申をいただき、予定どおり来年

３月には、行政改革の基本理念や推進事項などを盛り込んだ、行政改革大綱と行政改革を推進

するための実施計画となる行財政改革アクションプランを策定する考えであります。 
 次に特別職、教育長および管理職の給料等の削減についてであります。 
 北杜市の財政状況は少子高齢化の進行により、税の伸びは見込めない一方、高齢化に伴う負
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担増など、厳しい財政状況であります。また、国が進める三位一体改革、補助金削減など市財

政に大きな影響を与えることになります。こうした社会情勢の変化に対応するためには、行政

も市民も一体となり行政改革に取り組み、抜本的な対策を講じる必要があり、より一層の歳出

の削減に努めなければなりません。このため、来年１月から平成２０年３月までの間、市長・

助役・収入役および教育長の給料を５％、また管理職に支給している管理職手当を１０％減額

することといたしました。これらの削減は、合併前の旧町村の時代にも例のなかったものであ

りますが、管理職にも痛みを分かち合っていただき、歳出の削減に努めてまいりたいと考えて

おります。 
 次に、指定管理者制度の導入についてであります。 
 公の施設のうち９３の施設を５４に区分し、指定管理者の公募をしたところ、４４施設につ

いて応募がありました。指定管理者の候補者選定を公平かつ適正に行うため、市民代表者等か

らなる指定管理者候補者選定委員会を組織し、選定組織を進めてまいりましたが、去る１２月

２日に選定委員会から選定結果の報告を受けましたので、今議会に４４件の指定議案を提出し

ております。 
 なお、応募のなかった１０施設につきましては、再募集をいたしておりますので、次の議会

においてご審議をいただきたいと考えております。今後におきましては、指定管理者制度のメ

リットを生かした協定を締結し、来年４月から指定管理者のもとに市民サービスの向上と経費

削減を図る、新たな運営がなされるよう努力してまいる考えであります。 
 次に、小淵沢町との合併についてであります。 
 本日までに７回の合併協議会、１０回の幹事会、９回の専門部会が開催され、合併に向けて

の協議・検討が重ねられてまいりました。この中で、条例や規則等についても協議を進め、調

整が済みましたので、今定例会に合併に関する条例１２６案件を提出しております。合併まで

の残りの日数を考慮しますと、北杜市の組織機構の見直し、小淵沢町職員の配置、一部事務組

合の解散に伴う手続き、職員研修など課題がありますが、住民サービスに支障のないよう進め

る所存であります。 
 なお、合併に伴う公共施設のサイン変更、北杜市と小淵沢町の防災無線の接続などの経費を

補正予算として計上いたしております。 
 次に、峡北地区最終処分場について申し上げます。 
 １１月１１日に山本知事が浅尾の現計画地を建設地として決定しましたので、１２月１日に

知事に対し、安全対策として埋め立て量を見直し、規模の縮小を図ること。公害防止対策なら

びに住民等による立ち入り検査に関する協定書の締結。住民の代表も参加する安全管理委員会

の設置。処分場を原因とする公害や災害に対する生活環境の保全。ならび安全性の確保に向け

て万全な処置。自然災害発生時の最優先の対策の５項目と、地域振興事業の着実な推進につい

て、要望書を提出いたしました。 

 また、地域住民の理解をさらに深めるよう、重ねて要望をいたしました。これに対し知事か

ら誠心誠意、可能な限り対応したいとの答弁をいただいたところであります。 

 市といたしましては、引き続き安心・安全な施設の建設に向けて事業を注視し、県や環境整

備事業団に進言してまいりたいと考えております。なお、年内にも県および事業団と廃棄物処

分場にかかる安全対策、および地域振興事業に関する協定書、あるいは覚え書を取り交わす考

えであります。 
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 次に、アスベスト対策についてであります。 

 公共施設のうち、アスベスト使用の疑いがある２７施設について検体調査をしたところ、こ

のたび６施設について、アスベストの検出が確認されました。いずれも飛散のおそれはほとん

どないとのことでありますが、白州宮の上住宅、高根北小学校、高根東ふれあい教室の３カ所

につきましては、居住していたり、常時、人が出入りする個所でありますので、早急に対応す

ることとし、必要経費を今議会に補正予算として計上しております。 

 また、急を要さない個所につきましても、安全管理を行いながら対策を順次、講じてまいる

考えであります。 

 次に、国際交流についてであります。 

 北杜市と姉妹関係にある米国ケンタッキー州マディソン郡の代表団２０名とベリア大学の音

楽グループ６名が、１０月中旬に北杜市と小淵沢町を訪れ、八ケ岳カンティフェア、ポールラッ

シュ祭で工芸の実演や演奏等を行うとともに、北杜市の公共施設や観光名所を訪れ、自然・文

化に触れ、交流を深めました。 

 また、韓国抱川市からは代表団１６名が１１月上旬に来訪し、１１月３日に開催された浅尾

大根まつりにおいて、華やかな民族衣装で伝統芸能を披露していただき、おおぜいの来場者の

喝采を浴びたところであります。代表団の皆さんには、抱川市との交流のきっかけとなった浅

川伯教・巧兄弟の資料館なども視察していただき、さらに絆が深まったものと思っております。 

 次に、介護保険についてであります。 

 介護保険法の改正を受けまして、現在、平成１８年度から平成２０年までの第３期介護保険

事業計画の策定とともに、介護保険料の算定を行っております。介護保険のサービス総費用額

を制度開始の平成１２年と平成１５年を比べますと、全国では５８％、北杜市では６２％伸び

ております。現時点での算定状況では、介護保険料の基準額は平成１５年度から平成１７年度

までの第２期と比べ、県平均で約３０％増の３，７００円ぐらいになることが予想され、北杜

市では現在の２，４５５円が３，２００円ぐらいになると見込まれます。介護保険の施設から

在宅への理念のもとに、介護保険サービスにかかる経費の正確な積算を行い、来期の介護保険

料の適切な算定に努めてまいります。 

 次に、介護認定審査会についてであります。 

 現在、介護保険認定審査会事務については、峡北広域行政事務組合で行っております。本来、

認定審査会事務は市町村が行う事務でありますが、北杜市合併前の町村は小規模で効率的な事

務を行うことが困難であったため、韮崎市を含めた中で共同処理を行ってまいりました。来年

３月、小淵沢町と合併しますと、韮崎市と北杜市の２市になります。認定審査会事務について

は、共に単独で介護認定審査会事務を行う下地は整っており、認定審査会事務と給付事務を１つ

のセクションで実施することができれば、今まで以上に事務の効率化・迅速化が図られ、住民

サービスが向上いたします。このため、韮崎市と協議の上、来年４月から両市がそれぞれ介護

認定審査会事務を行うことといたしました。 

 次に、国民健康保険特別会計についてであります。 

 全国的に国民健康保険特別会計は、老人保健制度の対象年齢の引き上げに伴う対象者の増加

や、無職者や低所得者の比率が高い中で、国保税収入は思うように伸びていません。同様に北

杜市の国保会計も財政的に逼迫した状況にあります。国保会計の医療費は、平成１２年度は

５９億５千万円でありましたが、平成１６年度には６８億３千万円となり、５年間で９億円以
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上、増加しています。 

 また、平成１２年度から始まった、介護保険制度に伴う介護給付金についても同様に５年間

で１億円程度、増加しています。一方、歳入は保険給付費等の必要経費から、国庫支出金や県

支出金、一般会計繰入金、被用者保険からの給付金等を差し引いたものを国保税として徴収し

ますが、現状では国保税収入が不足しており、本年度の見込みでは２億７，２００万円ほどの

歳入不足が生じますので、今議会で同額の基金取り崩しをお願いしております。 

 さらに、来年度の予算編成では当初予算から基金の取り崩しを見込まざるを得ない状況にあ

ります。これまで国保会計は、平成１３年度から単年度収支は赤字が続いていたものの、繰越

金と基金により税率改定を見送ってきました。合併以後も基金の有効活用により、被保険者の

負担増とならないように努めるとの合併協定に基づき、国保事業を進めてまいりました。 

 合併協定の中で、持ち寄り基金は保険給付費の２５％以上とされ、平成１３年度末には１３億

円あった基金が合併前に、旧町村においてさまざまな国保事業を行ったことや増加する医療費

の財源として充当したことによって、合併時には７億６千万円でありました。 

 今後の医療費の動向や景気動向にもよりますが、現状においては必要な国保税収入が見込め

ないため、来年度は基金を取り崩した上で、なおかつ国保税率を引き上げざるを得ない状況で

あります。 

 なお、今月１日に政府与党により、医療制度改革大綱が正式決定され、自己負担金の引き上

げなどにより、ある程度、医療費の抑制が進むと思われますが、疾病予防事業を積極的に行い、

国保運営の健全化に取り組んでまいります。 

 次に、企業誘致について申し上げます。 

 市政推進の柱の１つである「産業を興し、富める杜づくり」のため、優良企業の誘致を精力

的に進めてまいりました。こうした中で、神奈川県相模原市に本社を置く、株式会社 大浩電

子から武川町内に工場を設置するため、北杜市工場誘致条例に基づく指定企業の申請がありま

したので、企業誘致審査会で審査の上、北杜市誘致工場に指定したところであります。 

 申請工場は半導体製造装置を製造する工場であり、約１４０人の従業員を抱える優良企業で

あります。今後、規模拡大も予定しており、地域の雇用促進・若者の定住も期待できるもので

あり、市としても誘致工場第２号として支援してまいることといたしました。 

 次に、教育の振興についてであります。 

 大泉、金田一春彦記念図書館につきましては、新たに寄贈されました２千点余りの貴重な資

料を展示するための改修工事を終え、１２月２９日にリニューアルオープンをいたしたところ

であります。金田一先生の意思が後世に伝えられ、さらなる日本語研究の進展に寄与すること

を願うとともに、北杜市の文化・教育振興につなげてまいりたいと考えております。 

 なお先般、広島・栃木、両県で下校中の児童が殺害されるという痛ましい事件が発生し、連

日、報道されております。無防備な児童を襲う、非道極まりない凶悪事件で絶対許されるもの

ではありません。 

 本市におきましては、小中学生全員に防犯ベルを貸与するとともに、日ごろから児童生徒、

保護者に対して不審者の通報、通学路の点検などを指導してまいりました。また、各校の教職

員による下校時のパトロールも実施しており、特に小学生に対しては集団下校等を徹底させて

おります。 

 さらに、このたびの痛ましい事件を受け、下校時のパトロールを強化するため、過日、ＰＴ
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Ａにも協力支援をお願いしたところであります。なお、県教育委員会でも一層の警戒を強化す

るため、本年１０月から北杜市に２名のスクールガードリーダーを委嘱しております。今後も

警察・学校・保護者・地域住民と連携・協力し、犯罪防止に全力を挙げてまいる考えでありま

す。 

 次に、水田農業構造改革についてであります。 

 本年、県のご配慮をいただき、米どころである北杜市で、できるだけ多くの米作りが行える

よう１０２トン、約１８．５ヘクタールの生産数量の増加配分をいただいたところであります。

また、本年２月の水田農業推進協議会でご審議いただき、水稲作付け推進地域として明野町、

白州町、武川町を、転作作付けの産地づくり推進地域として須玉町、高根町、大泉町、長坂町

を指定して、それぞれ地域に応じた施策を推進してきたところであります。この結果、水田作

付け面積は北杜市全体で１，６７７ヘクタールで、前年比５７ヘクタールの増加となり、町村

合併の効果が十分発揮できました。また、転作奨励作物等も計画的に生産され、順調な転作事

業推進を図ることができました。 

 今回の補正予算には作付け等の実績に基づき、産地づくり補助金や推奨作物出荷価格補償費

を計上させていただいております。今後は来年、作付けに向けて、さらなる水稲作付けの推進

と計画的な転作事業の実践が行われるよう、地域の農業者の皆さんとともに頑張っていきたい

と考えております。 

 次に、秋祭りイベントについてであります。 

 大泉高原サラダ祭り、浅尾大根まつり、名水まつり、むかわ米米まつりなど、特色ある祭り

が市内の各町で開催され、それぞれのテーマのもとに趣向を凝らした企画で実施されました。

これらの祭りでは、地域で収穫された農産物等の販売や地元の農産物を材料にした食べ物が振

舞われ、長蛇の列になるほど盛況でありました。市外からもおおぜいの皆さんが訪れ、北杜市

の味と魅力を十分堪能していただけたものと思っております。祭りを企画・運営してくださっ

た各実行委員会の皆さんにも感謝を申し上げます。 

 次に、提出案件についてご説明申し上げます。 

 本定例会に提出いたしました案件は同意案件４件、補正案件１５件、条例の制定および一部

改正につきましては、小淵沢町との合併にかかるもので１２６件、指定管理に関わるもの４４件、

一部事務組合の規約変更に伴うもの５件、その他１０件、合わせて２０４案件であります。 

 最初に、同意案件についてご説明申し上げます。 

 同意第７号 北杜市教育委員会委員の任命については、任期満了により委員の選任について

同意をお願いするものであります。 

 次に同意第８号から同意第１０号は、奥山恩賜県有財産保護財産区管理会、大平外一字恩賜

林保護財産区管理会、内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会の委員を選任する必要が

生じましたので、委員の選任について同意をお願いするものであります。 

 続きまして、平成１７年度補正予算について、ご説明申し上げます。 

 まず議案第１８０号 一般会計補正予算（第４号）でありますが、１億１，６４５万２千円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２８４億４，５０５万４千円と定めるのであります。 

 歳入の主なものは、市税４億２，４００万円のほか県支出金と市債が増額の主なものであり

ますが、繰入金においては４億５，７７７万４千円を減額しております。 

 歳出の主なものは、水田農業構造改革対策事業費１億４，５９３万４千円、長坂地区まちづ
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くり交付金事業４，３６９万円、北杜市・小淵沢町合併準備費４，６６８万５千円、庁舎等整

備事業２，９１５万４千円であります。 

 次に議案第１８１号 国民健康保険特別会計補正予算（第２号）でありますが、６億５６２万

８千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４２億８，４７５万８千円と定めるものであ

ります。主なものは、療養給付費の不足が見込まれるための対応であります。 

 次に議案第１８２号の介護保険特別会計補正予算（第２号）でありますが、８５８万８千円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２６億４，３８１万３千円と定めるものであります。

主なものは、介護認定審査会の設置に伴うシステム導入経費であります。 
 次に議案第１８３号の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、２，２０２万

９千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億３，２２６万７千円と定めるものであ

ります。主なものは、事業費の決定に伴う調整を行ったものであります。 
 次に議案第１８４号 下水道事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、６，２６６万

５千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４５億７，２７５万８千円と定めるものであ

ります。主なものは、事業費の決定に伴う調整を行ったものであります。 
 次に議案第１８５号の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、３，

６２８万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１６億５，６９７万２千円と定める

ものであります。主なものは、事業費の決定に伴う調整を行ったものであります。 
 次に議案第１８６号の辺見診療所特別会計補正予算（第１号）でありますが、２，８５０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，２６８万６千円と定めるものであります。

主なものは、院外処方に伴う医薬品の減額と診療所財政調整基金への積立金であります。 
 次に議案第１８７号の白州診療所特別会計補正予算（第２号）でありますが、１，５１９万

７千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，０３１万１千円と定めるものであり

ます。主なものは、医薬品代と血液検査委託料の増額であります。 
 次に議案第１８８号の武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第３号）でありますが、

３３４万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億４８７万３千円と定めるもので

あります。主なものは、河川公園施設の修繕費と販売用の米、大豆の購入費であります。 
 次に議案第１８９号のケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、１，

９８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億９，５４７万７千円と定めるもので

あります。主なものは、新規加入に伴う工事費とＣＡＴＶ連絡協議会法人設立に伴う出資金で

あります。 
 次に議案第１９０号 温泉事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、７８６万３千円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７，２７６万２千円と定めるものであります。主な

ものは、販売用タオル等の購入費と一般会計への繰出金であります。 
 次に議案第１９１号 居宅介護事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、１３０万円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，５４５万５千円と定めるものであります。主な

ものは、ケアマネージャーの賃金を減額調整するものであります。 
 次に議案第１９２号 明野財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、３０万円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，１９２万３千円と定めるものであります。主なもの

は、大平財産区管理会委員の研修費であります。 
 次に議案第１９３号の高根財産区特別会計補正予算（第１号）でありますが、科目更正であ
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ります。 
 次に議案第１９４号 浅尾原財産区特別会計補正予算（第３号）でありますが、２５万円を

追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７，１１８万８千円と定めるものであります。主なも

のは、人件費を調整するものであります。 
 次に、条例案件であります。 
 議案第１９５号 北杜市一般職の任期付き職員の採用に関する条例の一部改正については、

関係法令の改正に伴い、引用条項の改正をするものです。 
 議案第１９６号 北杜市市長及び職員の給与の特例に関する条例の制定については、平成

１８年１月１日から平成２０年３月３１日までの間、市長・助役・収入役および教育長の給料

から５％を減じて支給するものであります。また、管理職手当について、同期間において規定

に定められた額から１０％減じて支給するものであります。 
 議案第１９７号 北杜市農地・農業用地施設災害復旧事業分担金徴収条例の制定については、

受益者分担金の率を定めたものであります。 
 議案第１９８号 北杜市学校体育施設等の利用に関する条例の制定については、学校体育施

設を社会体育活動への活用を図るため、定めたものであります。 
 議案第１９９号 北杜市土地改良事業分担金徴収条例の一部改正と、議案第２００号 北杜

市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部改正については、小淵沢町を北杜市に編入すること

に伴い、整備するものであります。 
 議案第２０１号 北杜市塩川病院介護老人保健施設条例の一部改正については、条例中に利

用料金に関する事項を定めるものであります。 
 議案第２０２号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合を組織する地方公共団体及び組合規約の変

更については、小淵沢町を北杜市に編入することに伴い、規約の変更をするものであります。 
 議案第２０３号 篠原山恩賜県有財産保護組合の解散と議案第２０４号 大平山恩賜県有財

産保護組合の解散については、小淵沢町を北杜市に編入することに伴い、組合を解散するもの

であります。 
 議案第２０５号の中央市の設置及び中道町及び上九一色村の区域の一部を甲府市に編入する

こと並びに上九一色村の区域の一部を富士河口湖町に編入することに伴う山梨県市町村議会議

員公務災害補償等組合規約の変更については、市町村合併に伴い組合を組織する地方公共団体

の数の減少および規約を変更することについて協議が必要であり、議会の議決を要するもので

あります。 
 議案第２０６号 小淵沢町を北杜市に編入することに伴う山梨県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の変更については、市町村合併に伴い組合を組織する地方公共団体の数の減少お

よび規約を変更することについて協議が必要であり、議会の議決を要するものであります。 
 議案第２０７号の、峡北広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約

の変更については、市町村合併に伴い組合を組織する地方公共団体の数の減少および規約を変

更することについて協議が必要であり、議会の議決を要するものであります。 
 議案第２０８号の、峡北地域広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び峡北地

域広域水道企業団規約の変更については、市町村合併に伴い組合を組織する地方公共団体の数

の減少および規約を変更することについて協議が必要であり、議会の議決を要するものであり

ます。 
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 議案第２０９号の北杜市・小淵沢町衛生組合の解散、議案第２１０号 北杜市・小淵沢町病

院組合の解散、議案第２１１号 北杜市・小淵沢町学校組合の解散については、小淵沢町を北

杜市に編入することに伴い、組合を解散するものであります。 
 議案第２１２号 韮崎市外１市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数の減

少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約の変更については、小淵沢町を北杜市に

編入することに伴い、規約の変更をするものであります。 
 議案第２１３号 元気な地域づくり交付金長坂町間の原地区土地改良事業計画の議決を求め

る件については、山梨県知事と協議をするにあたり、議会の議決を経るものであります。 
 議案第２１４号の北杜市公告式条例の一部を改正する条例から議案第３３５号 小淵沢町の

編入に伴う国民健康保険税の適用の経過措置に関する条例の制定についてまでの１２２議案に

つきましては、小淵沢町を北杜市に編入することに伴い、関係条例の制定・一部改正を行うも

のであります。 
 次に指定管理者の指定にかかる案件について、ご説明申し上げます。 
 議案第３３６号 北杜市健康増進施設「健康ランド須玉」の指定管理者の指定についてから、

議案第３７９号 北杜市白州運動広場施設の指定管理者の指定についてまでの４４議案につき

ましては、各公の施設の管理について、指定管理者を指定するものであります。 
 以上、私の所信の一端と提出いたしました案件につきまして、ご説明申し上げました。 
 よろしくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
 なお、定例会でありますので、追加案件もあろうかと思いますが、よろしくご理解をお願い

いたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 市長の説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま議題になっております、日程第１９３ 議案第１８０号から日程第２０７ 議案第

１９４号までの１５案件につきましては、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、所

管の常任委員会に付託いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、お手元に配布の議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決しまし

た。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第４ 同意第７号 北杜市教育委員会委員の任命について議会の同意を求める件を議題とい

たします。 
 事務局より朗読させます。 

〇議会事務書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 同意第７号 北杜市教育委員会委員の任命について議会の同意を求める件 
 北杜市教育委員会委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 
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 住  所 北杜市長坂町大井ヶ森７２５番地 
 氏  名 板山武人 
 生年月日 昭和１１年１２月１７日生 
 平成１７年１２月８日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第７号の北杜市教育委員会の委員の任命について議会の同意を求める件については、委

員の任期満了に伴い、北杜市長坂町大井ヶ森７２５番地、板山武人、昭和１１年１２月１７日

生まれについて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第４ 同意第７号 北杜市教育委員会委員の任命について議会の同意を求める

件は、原案どおり同意することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第５ 同意第８号 奥山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求

める件を議題といたします。 
 事務局より朗読させます。 

〇議会事務書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 同意第８号 奥山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件 
 奥山恩賜県有財産保護財産区管理会委員に次の者を選任したいので、北杜市財産区管理会条

例（平成１６年北杜市条例第２４４号）第３条第１項の規定により、議会の同意を求める。 
 住  所 北杜市明野町三之蔵９８４番地 
 氏  名 小泉文雄 
 生年月日 昭和２２年４月４日生 
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 平成１７年１２月８日 提出 
北杜市長 白倉政司 

 以上です。 
〇議長（清水壽昌君） 

 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第８号の奥山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件

については、北杜市財産区管理会条例第３条第１項の規定により、新たに管理会委員を選任す

る必要があるため、北杜市明野町三之蔵９８４番地、小泉文雄、昭和２２年４月４日生まれに

ついて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第５ 同意第８号 奥山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議

会の同意を求める件は、原案どおり同意することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第６ 同意第９号 大平外壱字恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求

める件を議題といたします。 
 事務局より朗読させます。 

〇議会事務書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 同意第９号 大平外壱字恩賜林財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求め

る件 
 大平外壱字恩賜林保護財産区管理会委員に次の者を選任したいので、北杜市財産区管理会条

例（平成１６年北杜市条例第２４４号）第３条第１項の規定により、議会の同意を求める。 
 住  所 北杜市明野町小笠原１４３２番地 
 氏  名 中沢洋一 
 生年月日 昭和１６年１１月１７日生 
 平成１７年１２月８日 提出 

北杜市長 白倉政司 
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 以上です。 
〇議長（清水壽昌君） 

 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第９号の大平外壱字恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議会の同意を求める件

については、北杜市財産区管理会条例第３条第１項の規定により、新たに管理会委員を選任す

る必要があるため、北杜市明野町小笠原１４３２番地、中沢洋一、昭和１６年１１月１７日生

まれについて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第６ 同意第９号 大平外壱字恩賜林保護財産区管理会委員の選任について議

会の同意を求める件は、原案どおり同意することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第７ 同意第１０号 内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議

会の同意を求める件を議題といたします。 
 事務局より朗読させます。 

〇議会事務書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 同意第１０号 内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同

意を求める件 
 内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会委員に次の者を選任したいので、北杜市財産

区管理会条例（平成１６年北杜市条例第２４４号）第３条第１項の規定により、議会の同意を

求める。 
 住  所 北杜市大泉町谷戸２３５１番地 
 氏  名 谷戸昭一 
 生年月日 昭和８年４月１５日生 
 平成１７年１２月８日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 以上です。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 同意第１０号の内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任について議会の同

意を求める件については、北杜市財産区管理会条例第３条第１項の規定により、新たに管理会

委員を選任する必要があるため、北杜市大泉町谷戸２３５１番地、谷戸昭一、昭和８年４月

１５日生まれについて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第７ 同意第１０号 内山の内十二山恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選

任について議会の同意を求める件は、原案どおり同意することに決しました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は１２月１３日、午前１０時に開会いたしますので、全員、定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

散会  午前１０時５８分 
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再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営ができますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
 ただいまの出席議員は３５名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 １７番議員、小澤寛君は一身上の都合により、本日の会議を欠席する旨、届け出がありまし

た。 
 本日の一般質問は、１３人の議員が市政について質問をいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 一般質問ですが、通告順に一般質問を許します。 

 なお、一般質問をする議員に申し上げます。 
 質問は再々質問まで、持ち時間は１５分でありますので申し添えます。 
 ２３番議員、林泰君。 
 林泰男君。 

〇２３番議員（林泰君） 
 この定例会は北杜市として、合併してから１年を迎えて、二回り目の最初の議会となります。

市民の皆さまからは、新市になっての行政執行や議会の動きなど、多面において注視され、市

民にとって、現在および将来に向けて、合併の意味がどう表れつつあるのか、問う意見が聞か

れます。 
 北杜市においては、市長が常に発言しておられる厳しい財政実態の中で、市民からの負託に

応え、市民の幸せと生きる力と喜びをどのように早く築く市政とするかが、執行部と議会に課

せられた大きな使命であると思うのであります。 
 そのためには、市長が常に表明されている市民の目線という重要な心がけの基本姿勢が、日

ごろの市政全般の窓口対応において、市職員全員が常にこの認識を持ち、市民に対応され、事

前の説明と、ちょっとした親身のある説明こそが市政への信頼を得る重要なことではないかと

思うのであります。 
 すべからく、行政への信頼を維持することこそ、市民のための市民の市政であると信じてお

ります。また、今議会においては新北杜市に向けて、小淵沢町が合併するための重要な条例改

正などが提案されておりますが、昨年の１２月定例議会と同様、歴史的な議会であります。小

淵沢町民にとりましても、先行している北杜市の市政への経過を注目し、これから合併後の新

市民の仲間となることへの期待と不安を交えた声が聞こえております。これからも市長をはじ

めとする執行部と議会は、ともども真剣な市政への取り組みが要求されていると、改めて痛感

しているところであります。 
 さて、いよいよ１年を経過した、わが市政が目指す人と自然が躍動する環境創造都市建設に

向けて、各種の施策、諸事業の執行にアクセルを踏み込み、力強く走行してきており、今後に

大きな期待をしているところであります。 
 そこで、市長に２課題お伺いいたします。 
 まず、観光振興対策についてであります。 
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 本市の施策の大きな柱として、観光資源のネットワークづくりを挙げ、山岳、名水、芸術文

化施設など、訪れる人々が満喫できる、もてなしの観光ネットワークづくりを進めることとし

ております。 
 今、国・県においても観光対策に取り組まれております。国においては、観光立国の実現と

魅力ある国づくりを基本に、住んでよし・訪れてよしの国づくりのため、観光立国行動計画を

決定し、数多くの施策を日本の魅力、地域の魅力の確立と観光立国に向けての戦略の推進にま

とめられ、その実現のための施策推進には、地方公共団体や地方に基盤を持つ観光関係企業と

の連携に期待されております。 
 県においても日本一の観光地づくりの推進を柱に、都内への新情報発信拠点の整備や映画等、

ロケ撮影を誘致支援するフィルムコミッション事業の体制づくりや、エコツアーのルールづく

り、山小屋トイレの整備など、積極的に取り組むことをされております。 
 また、市町村から魅力ある観光地づくりや施設整備の考え方を聞き、意欲ある地域をモデル

地域として指定し、支援がされております。 
 こうした背景の中で、北杜市では他に誇れる観光資源が多くあり、水と太陽と名山をはじめ

とする景観、さわやかな空気と豊かな大地、その中に多くの観光施設や温泉施設があり、これ

を有機的に結びつけた観光振興を図ると、市長は表明してきております。 
 そこで３点ほど、お伺いします。 
 １つは、こうした観光資源が財産でありますが、それがどのように生かされているかが重要

であります。市内の主要観光地や観光施設ごとに、本年はどのくらい入り込み客数があったの

か。その実態を数値で把握されておられるのか。また、ここ数年の傾向はどのように推移され

ているのか、お伺いします。 
 ２つ目は先般、北杜市と小淵沢町において設置された観光振興計画懇話会につきまして、そ

の設置の狙いと会議などのタイムスケジュールや、その成果を今後、どのように施策に生かそ

うと考えておられるのか、伺います。 
 ３つ目は、財産である観光資源は、常に訪れる観光客に安全・安心で魅力があることが大切

であります。市内の観光資源は数多く存在しておりますが、山、川、水、施設など常に良好な

環境と景観を備えていてこそ、価値があるわけであります。 
 それらの保全状況や維持管理の実態は、どのようになっておられるのか。また、今後も魅力

あるものとして維持するため、どのように対応されるのか、お伺いします。 
 次に大きく年末に向けた市内、中小企業者の支援対策についてであります。 
 わが国の中小企業は全産業企業数の約９０％以上を占め、雇用者の約７０％を中小企業で支

えているとのことであります。そして、わが国の付加価値創造の源泉であり、経済需要の高度

化、多様化に応える存在、経済リスクに果敢に挑戦し、新産業を創造するなど、わが国の経済

の成長発展に大きく寄与されているところから、中小企業の元気は日本の元気といわれ、中小

企業が活力を戻してこそ、日本経済は活性化されると位置づけされております。 
 平成１４年はじめのころから、景気は拡張方向にあり、戦後平均の３３カ月を上回ると見ら

れておりますが、中小企業の回復は緩慢であり、以前として厳しい環境におかれているといわ

れております。北杜市においても、産業界の中で中小企業の存在は大きいものがあると思いま

す。 
 そこで３点ほど、お伺いします。 
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 １点は、北杜市内で企業活動をしている中小企業者の実態を把握しておくことが重要であり

ます。中小企業の業種別数と、その経営状況がどのようになっておられるのか、お伺いします。 
 ２点目は中小企業にとって、まだまだ厳しい経済情勢が続き、経営活動に苦慮されておられ

るのではないかと想像しており、特に年末を迎えるにあたって、中小企業者の方々へ、なんら

かの行政面からの指導や支援が必要ではないかと思いますが、どう対応されるのか、お伺いし

ます。 
 ３点目は本市の産業振興の一環として、中小企業振興を図ることが重要であると考えますが、

そのために、例えば中小企業振興基本計画策定などによって、市施策として方向づける考えに

ついて、お伺いします。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２３番、林泰議員のご質問にお答えいたします。 
 北杜市への林議員の大きな思いと、私の市政推進へ激励をいただきました。なお一層、全力

で頑張る決意であります。 
 最初に、市内の主要観光地および観光施設の入り込み客数についてであります。 
 北杜市は自然環境とともに環境資源にも恵まれ、市民のみならず、広く県民、また県外から

もたくさんの観光客に来ていただいております。観光客の入り込み数は、観光政策の評価指数

ともいえるものであり、これらの数値を分析することにより、効果的な観光政策を行う基礎的

な資料になります。今度は観光客の入り込み数を把握するため、市単独でも観光客動態調査等

を行っていきたいと思います。 
 入り込み客数については、産業観光部長から答弁いたさせます。 
 次に北杜市・小淵沢町魅力ある観光地づくり観光振興計画懇話会についてであります。 
 北杜市と小淵沢町は、山梨県から魅力ある観光地づくりモデル事業地区に認定されましたの

で、この事業の中で観光基本計画を策定することになっております。この計画には市民および

観光に携わる人たちの意見を反映させる必要があるため、観光振興計画懇話会を設立したとこ

ろであります。 
 懇話会は１２人の委員で構成され、第１回は１１月４日に開催し、ワークショップ方式によっ

てご意見を伺いました。今後のスケジュールでありますが、懇話会で議論を重ね、１月までに

提言をまとめていただき、年度末までに策定する観光基本計画に反映させてまいります。今後

は、この観光基本計画に基づいて、特色ある観光政策を積極的に推進していく考えであります。 
 次に、市内の観光資源の保全状況と維持管理についてであります。 
 北杜市には数多くの自然観光資源があり、山岳、森林、渓谷等の観光資源は、県内随一であ

ります。これらの観光資源は適切に維持管理されてこそ、観光資源の価値を高めるものと考え

ます。 
 自然環境の保全には、山梨県自然環境保全条例に基づき、自然監視員が委嘱されており、北

杜市エリアには、１８人の自然監視員がいます。これらの監視員の報告を受けて、県および市

が資源の保全管理に対応しています。 
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 こうした保全活動により、現在までは著しい環境破壊、ゴミの散乱等はありませんが、観光

資源および施設の管理維持は、行政と地域住民が一体となって取り組んでいく必要があります

ので、今後も市民の皆さんのご協力を切にお願いするものであります。 
 次に、年末に向けた市内中小企業支援対策についてであります。 
 最初に、市内中小企業者の業種別件数と、その経営状況についてであります。 
 調査資料が、ちょっと古くて恐縮ですが、平成１３年度事業所企業統計調査によると、本市

内には３，３７１の事業所があり、その内訳は建設業者が３７０社、製造業２３１社、卸・小

売業６３３店舗、サービス業８５６社、飲食業２８１店舗であります。 
 国は平成１７年度の経済見通しについて、穏やかながら回復を続けると公表しておりますが、

山梨中央銀行の調査月報によりますと、県内の景気概況は生産面が上向きつつあるものの、需

要面は一進一退で推移するなど、総じて足踏み状態が続いています。 
 また、機械工業を中心に明るい動きが広がってきている一方、住宅建設は横ばい、公共投資

も弱含みで推移しており、小売業者については大型店の価格競争に加え、消費動向が慎重であ

るため、収益が伸びず低迷しているとしております。 
 本市の中小企業者の経営状況につきましても、県内の状況と同様の動きを見せており、依然

として大変厳しい状況にあるものと認識しております。 
 次に、年末に向けた中小企業者への指導・支援についてであります。 
 本市の指導・支援につきましては、時期を特定しての施策ではなく、通年での取り組みを行っ

ております。 
 合併前の旧町村の時代から中小企業者の振興と経営安定化のため、各種事業に取り組んでま

いりましたが、新市におきましても、従来の施策を継承し、制度内容の拡充を図るなど、支援

策の強化を図り、積極的な取り組みを行っております。 
 具体的には経営改善指導事業がありますが、この事業は各事業所の経営安定化を目指すもの

であり、北杜市商工会の経営指導員が各起業者の経営、金融、税務などの個別相談や巡回指導

を実施するもので、本市はこの事業に補助金を交付し、支援しております。 
 また、市内小規模企業者が経営安定のため、資金融資を受けた場合、５カ年間、利子補給金

を交付する制度もあります。さらに市内小規模企業者に対し、１企業７５０万円を限度とし、

事業資金を融資する制度も備えております。今度も中小企業者経営安定のための支援を行って

まいりたいと考えております。 
 次に、中小企業振興のための基本計画策定等についてであります。 
 本市では現在、第１次北杜市総合計画を策定中であり、計画策定にあたっては、北杜まちづ

くりワークショップ委員の委嘱を行い、各施策体系の内容について検討を行うことになってお

り、この検討結果を十分考慮し、総合計画の策定を行いたいと考えております。 
 この総合計画の中で、本市の中小企業振興への取り組みにつきましても、具体的な推進策、

支援策を掲げてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松好義君） 
 林泰議員の市内主要観光地および観光施設ごとの、本年の入り込み客数の把握と、ここ数
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年の推移を数値でというお尋ねにお答えをいたします。 
 市独自としましては、観光地および観光施設ごとの調査は実施いたしておりませんが、季節

ごとに観光客の入り込み状況を把握するため、公共的施設を対象に調査をしておりますので、

その数値を申し上げます。 
 八ヶ岳高原周辺施設としまして、Ｋｅｅｐ協会、清泉寮でございますけども、平成１６年

１０５万９千人、平成１７年は１１１万７千人で対前年比５．４％の伸び。また三分一湧水館

は平成１６年２万８千人、平成１７年は３万２千人で、対前年比１４．３％の伸びと推定して

います。 
 それから金峰・瑞牆周辺施設として、増富の湯は平成１６年１１万１千人。平成１７年は

１０万４千人で、対前年比６．７％の減少。みずがき山リーゼンヒュッテは平成１６年４，

２００人、平成１７年は３，４００人で、対前年比２３．５％の減少と推定しています。 
 甲斐駒ヶ岳周辺施設として、名水公園ベルガは平成１６年５万２千人、平成１７年は５万７千

人で、対前年比９．６％の伸び。武川農産物直売所は平成１６年５万１千人、平成１７年は５万

７千人で対前年比１１．８％の伸びと推定しております。 
 茅ヶ岳周辺施設として、ふるさと太陽館は平成１６年５万２千人、平成１７年は５万６千人

で対前年比７．７％の伸び。県フラワーセンターは平成１６年１９万３千人、平成１７年は

１９万９千人で、対前年比３．１％の伸びと推定しています。 
 なお、観光地ごとの入り込み調査は、山梨観光部で毎年観光客動態調査を実施しており、市

でもこの数値を基礎的資料としております。この調査は観光地のすべての文化的施設、宿泊施

設、温泉施設、有料道路利用台数、スポーツレクリエーション施設、登山者、大規模なイベン

トなどの調査に基づき、観光客の入り込みを算定しています。 
 本年度の調査結果は、今からになりますが、ここ数年の観光客の延べ人数は、八ヶ岳高原周

辺は平成１４年５９４万人、平成１５年６５０万人、平成１６年６１８万人であります。金峰・

瑞牆周辺は平成１４年３４万人、平成１５年３４万人、平成１６年４２万人であります。甲斐

駒ヶ岳周辺は平成１４年１３９万人、平成１５年１３６万人、平成１６年１４３万人でありま

す。茅ヶ岳周辺は平成１４年１１３万人、平成１５年１０９万人、平成１６年１０６万人となっ

ております。 
 以上、市内観光地の入り込み客数の状況を申し上げ、答弁とさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ２３番議員、再質問はございませんか。 
 林泰君。 

〇２３番議員（林泰君） 
 ただいま、ご答弁をいただいたわけですが、北杜市は県内でも主要な観光施設、観光名所を

持っているわけでございますが、これらの保全、それからさらには入り込み客の招聘、来てい

ただくことが大変、地域にとっても重要なことだと思います。今後におきましても、市政の観

光関係において、一層の努力を期待したいと思います。 
 また、中小企業関係の支援でございますが、年末ということで特別でなくて、年間を通して

行われているわけでございますが、特に景気回復を見ている最中でございますので、市内の中

小企業者、あるいは商工関係の方々の一層のご支援に対する市の施策を進めていただきたい、
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こんなふうに思いまして、考え方だけをお聞きいたしたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 自席で失礼させていただきます。 
 先ほど、産業観光部長のほうから詳細にわたって、ときに地域別での入り込み数のご提示も

させていただいたわけでありますけども、私ども合併した北杜市としても、言うまでもなく、

それぞれの地域はありますけども、北杜市は一本という考え方であります。 
 したがいまして、観光案内的にも、ときに武川筋、茅ヶ岳、瑞牆のほう、あるいはまた八ヶ

岳山麓とネット化して、それぞれの地域に来た人がそれぞれの地域へ足を運べるようなことも

考えなければならないかと思っています。幸いに、茅ヶ岳広域農道と八ヶ岳の広域農道を結ぶ

多麻の東向のところの農道トンネルも、まもなく工事にかかっていただけるとか、いろんな意

味でネット化を図っていきたいと考えております。 
 余談でありますけども、平山郁夫先生の奥さんが、こんなお話を私に言ったことがあります。

北杜市は素晴らしい観光資源を有していると。これらをシルクロードでネット化したらどうで

すかなんていう、温かいご示唆もいただいたわけでありますけども、ありがたいご指摘だと思っ

ています。いろいろな意味で誇れる観光資源を議員ご指摘のとおり、たくさん有しておるわけ

でありますので、このネット化に向かって、さらに観光客入り込みに向かって、全力で応えて

いきたいと思っております。 
 また、中小企業対策については、今後も市の商工会と密接な連携を図りながら、適切な指導・

支援に努めてまいりたいと思っております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ２３番議員、まだ質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２３番、林泰議員の一般質問を終わります。 
 次に１４番議員、田中勝海君。 
 田中勝海君。 

〇１４番議員（田中勝海君） 
 議長の許可をいただきましたので、２件について質問をさせていただきます。 
 まず１点目に１８年度当初予算編成と執行にあたって、質問させていただきます。 
 すでに行政では、平成１８年度当初予算の作成に取り組んでおられると思います。市発足後、

１年経過をしましたが、この１年の財政状況を省みたとき、合併前の旧町村では合併特例債が

あるから、こんなことができると、新市誕生に大きな期待が寄せられてきましたが、合併後、

いざ風呂敷を開けてみますと、国の三位一体改革などの影響を受けて、年々県はもとより各自

治体の地方交付税、あるいは補助金の減額により、一般会計、特別会計、併せて財源確保が不

透明化しております。わが市でも、年々厳しい財政状況が浮き彫りとなっております。 
 特に市の起債残高に目を向けますと、一般会計では３９０億円、特別会計では４７９億円と、
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合わせて８７０億円と、市民１人当たりに換算すると１９７万円の借金を背負っております。

来年３月には小淵沢町が加わり、新北杜市が発足しますが、現在、小淵沢町の起債残高は一般

会計で４６億５千万円、特別会計で３５億５千万円、合わせて８２億円の起債残高と聞いてお

ります。さらに中学校の耐震構造対策として、建て替え事業計画、あるいは駅前を中心とした

活性化事業が、新市に引き継がれることを耳にいたしております。 
 このような厳しい財政状況をふまえ、新市の１８年度当初予算編成には、大変苦慮されてい

ると思われますが、小淵沢町を含めた新北杜市の１８年度当初予算は、長期計画での財政計画

では一般会計で歳入が３１０億円、歳出で３０３億円が計画されております。この数字を見た

とき、市民へのサービス面全般にわたって、非常に厳しい緊縮財政計画になっていないかと危

惧している一人でございます。 
 新市の首長として、建設財政の構築と新たな小淵沢町を含めた、２年目を迎えるまちづくり

に新年度の予算執行にあたっての重点施策として、具体的な取り組みについて、お聞かせをお

願いしたいと思います。 
 ２番目に１７年度行政区の要望事業の実態について、お尋ねいたします。 
 合併から１年が経過しましたが、まだ市民は旧町村の時代の感覚が根強く、旧態依然とした

意識がぬぐい切れない感がいたします。特にきめ細かな住民サービス面で比較をされ、市民の

不満の声をときたま耳にいたしますが、５７０キロ平方メートルと広大な面積を有する北杜市

の将来像に向かって、まちづくりへの期待、効果が全市民に理解され、定着するまでには、ま

だまだ時間が必要ではないかと思われます。 
 そこで市内１６２のそれぞれの行政区では、年度当初、総会・集会等の中で区内の主要な補

助事業を県単、市単を含めて全会一致で承認され、期待を持ちながら、行政に区長から要望書

が提出されていると思われます。 
 県をはじめ、市も厳しい財政状況の中で、各区の補助事業の要望すべてに応えることは至難

の業であることは承知していますが、各行政区とも日々生活する上で、住んでよかった、市に

なってよかったと、地域づくりの総意による要望と思われます。 
 合併後、合併初年度のこの１年、執行でも本当に試行錯誤を重ね、財源確保に苦慮しながら、

極力要望に応えるべく、取り組みに努力されてきたと思いますが、市の１７年度分についての

全行政区の要望事項の実態について伺います。 
 まず、１７年度で行政区からの要望書が何件提出されたのか、伺います。 
 ２番目に要望書による事業の実施中、あるいは実施済み、年度内に実施予定について、何件

か伺いたいと思います。 
 以上２件の答弁をお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １４番、田中勝海議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に平成１８年度当初予算編成と執行についてであります。 
 平成１８年度当初予算を編成するにあたっては、これまでの経緯にとらわれることなく、歳

出全体を根底から洗い直しをしております。また現在、策定中の北杜市行政改革大綱および北
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杜市行財政改革アクションプランの推進を目指して、職員一人ひとりがあらゆる施策に創意と

工夫を凝らし、厳しい財政環境をふまえつつも、限られた財源の重点的、効率的な配分に努め、

人と自然が躍動する環境創造都市実現に向けた施策を展開するため、平成１８年度北杜市当初

予算編成方針を定めたところであります。 
 この予算編成方針に基づき、予算要求にあたっては、歳入では国の三位一体の改革による国

庫補助負担金の削減や税源移譲など、その動向を注視し、市税収入については課税客体の確実

な把握、さらなる徴収率の向上に努め、市税収入の確保を図ることとしています。 
 国・県支出金については、三位一体の改革や県の行財政改革プログラムによる本市への具体

的な影響を的確に把握すること。市債については、借入残高が増加傾向にあるので、極力抑え

る中で、合併特例事業債、過疎対策事業債の活用を図ります。 
 一方、歳出面においては老人医療、介護保険、生活保護事業など、事務的経費の増加が見込

まれる中で、事務事業等の経費は徹底した見直しを行い、前年度当初予算額における一般財源

の９０％範囲内とすること。投資的経費については、事業の必要性、効果、優先度等を十分検

討し、既存事業の見直しを徹底的に行った上で、新たな事業への取り組みを目指すことなどを

各部局、総合支所へ指示したところであります。また、指定管理者制度の導入により、施策の

運営管理経費の節減を図ってまいりたいと考えております。 
 まもなく来年度の当初予算編成作業に取り組むわけでありますが、創意工夫を重ね、市民の

期待に応えられる予算づくりに努めてまいりたいと考えております。 
 次に、行政区の要望事業の実態についてであります。 
 平成１７年度の行政区からの陳情、要望の件数は１１月末現在、３４件であります。各地区

からの要望事項は道路改修、農業用水路改修、また電気柵の設置のように、県の補助事業とし

て取り組むものなどがあります。 
 ３４件の中には５８項目の要望があり、実施済みは３項目、その他本年度中に２項目着手す

る予定であり、うち１項目は県の補助事業の採択を受け、実施する予定であります。 
 各地区からの要望事項につきましては、厳しい財政状況でありますが、内容を精査し、対応

したいと考えております。 
 財政厳しい折ですが、生活関連の市民の要望には、できるだけ応えてまいりたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １４番議員、再質問はございませんか。 
 田中勝海君。 

〇１４番議員（田中勝海君） 
 １２月定例会で、市長から市政運営に対する所信表明の中で、財政の健全化ということで事

細かに所信をお聞きしたわけですけども、１８年度に向かって、まず執行の実現に向かって、

厚く期待を申し上げます。 
 あと２番目の行政区の要望ですけども、今、全体で３４件というお話を聞きました。その中

で特に、要するに、市として行政区との信頼関係を築くためにも、こういうことでできなかっ

たという説明、あるいは理由について、必ず行政区長さんのほうにフィードバックして、理解

を求めるということを、しっかりお願いしたいと思いますけど、担当の方いかがでしょうか。
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これについて、お伺いしたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 ありがとうございます。 
 議員の皆さんもご承知のとおり、日本中の自治体がこんなことだと思いますけども、いろい

ろな意味で財政厳しいのが、平成１８年から２１年ぐらいまでが、いろいろな意味でピークだ

と思います。逆に言えば、その山を越えることが財政再建団体にならないためにも必要なこと

だと思うわけでありまして、議員はじめ市民の皆さんにもご理解をいただきたいところだとも

思っております。 
 また、併せてそんな中で、要望にあながち応えられない点も多々あろうかと思いますけども、

その要望については区長を通ずるなり、あるいはその他の団体を通じまして、答えていくとい

うか、返事をしていきたいと思っております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １４番議員、再質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１４番、田中勝海議員の一般質問を終わります。 
 次に３３番議員、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇３３番議員（渡邊英子君） 
 １２月議会にあたり、農業問題および配布物の簡素化について、質問させていただきます。 
 まず農業問題について、お尋ねいたします。 
 北杜市の農業振興につきましては、３月議会において農業の将来ビジョンの策定と農業の担

い手支援、ならびに観光と農業の連携について質問し、市長から積極的に取り組んでいくとの

答弁をいただいたところであります。 
 今議会においては、地域の活性化という観点から農業問題について、いくつか質問させてい

ただきます。 
 さて、国が進めている農政改革では、目玉施策として品目横断的な経営安定対策、いわゆる

直接支払い制度を平成１９年度から導入することが決まりましたが、今回の米、麦、大豆など

品目横断的な対策は国内の農業を担い手中心に再編成し、その経営を支えることで、国際化に

対応できる足腰の強い農業を確立することとしております。また、小規模農家でも意欲があり、

集落営農組織に加われば、補助対象になる道が開かれるといわれております。しかし、一方で

は直接支払い制度を受けるためには、来年秋までに必要な要件を満たす集落営農組織や認定農

業者を育成することが求められております。 
 一方、国の進める新しい経営安定対策の母体ともなる営農組織は、これまで米政策の改革に

おいても推進されてきたところであります。 
 北杜市では、農作業の請負などを行っているファームなどの組織化の動きはありますが、新
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しい経営安定対策では、単なる部分作業の請負や作業料金をもらうケースは補助金の対象とな

らないともいわれており、現存する営農組織やファームの体制で国の制度に乗れるのか、早急

な検証を望むところであります。 
 そこで北杜市においては、国の施策によって進められてきた集落営農組織やファーム等の組

織が現在、どの程度存在するのか。また、それら組織の活動状況はどうなっているのか、まず

お伺いいたします。 
 先月２５日、農林水産省は２００４年度の食料自給率を発表いたしました。それによります

と、カロリーベースで前年同様の４０％と停滞気味であり、目標とする２０１５年の自給率

４５％という周知達成が危ぶまれております。しかし、生産現場では国の政策とは相反して、

自給率の向上になじみが薄く、議論も少ないのが実情で、農家の実態として、自給率向上対策

は助成制度があるから取り組むという考えが、優先しているのではないかと思うのであります。 
 しかし農家の中には、あらしづくりもあり、これでは農業の生産力は向上しませんし、農業

本来の姿ではありません。かてて加えて、北杜市の農業は大型機械の入れないところや、傾斜

のきつい畑地帯など、国の基準を満たすことができない地域も多く、野菜などを栽培する小規

模農家も多いわけであります。 
 このような環境の中で、中山間地の多い北杜市では、国が唱える経営規模の拡大や自給率向

上対策に対応できるのか、市長の考えをお伺いしたいと思います。 
 次に農産物直売施設の管理について、お伺いいたします。 
 北杜市にとって、理想とする農業振興の方向である集落営農組織への結集は、言うに易く行

うに難しであります。現状、小規模農家では個々の農家の努力によって、農産物の直売などで

所得の確保を図っている農家も多いわけであります。ある道の駅では、８７歳の高齢者の女性

が毎日毎日の出荷を楽しみにしながら、年間３００万円を売り上げた例もあります。 
 私は北杜市における、これからの農業施策の方向として、地域の特産的な農作物の栽培など、

地域に見合った農業を展開し、それに応じた販売対策を構ずるべきだと考えております。その

ような中で、北杜市では指定管理者制度を導入し、農産物の販売施設についても、管理を民間

に任せることを進めておりますが、指定管理者制度を導入したとき、中山間地の農業がさらな

る発展を遂げることを期待しているところであります。 
 一方、民間に管理を委託した場合、スーパーや量販店のように直売施設も市場原理の中で、

より安いものを仕入れ、徹底的に利益追求をしていくことになり、農家の所得確保や農家育成

の視点に欠けないかという心配もあります。本議会において、指定管理者が発表された農産物

直売施設を見ますと、すべて北杜市以外の市町村に拠点を置く会社などが管理者となることに

なっています。これらの直売施設は本来、その役割として地域の農家が作った農産物を販売し

て、地域の農業振興に寄与するとともに、地元の雇用創出の場を提供するという趣旨でつくっ

たものと承知しております。 
 農産物販売施設の管理を希望する人は、当然、このことについて認識していることとは存じ

ますが、直売施設について、どのような視点で運営していくのか。指定管理者の選定の基準を

明らかにしてほしいと思います。市長のお考えをお伺いいたします。 
 次に農産物直売施設の整備について、お尋ねいたします。 
 合併前、各町村が設置してきた直売施設は、地域の活性化に大きく寄与してきており、また

地域の農家にとって、大きなよりどころとなってきたのであります。しかしながら、これら直
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売施設や加工施設は地域的な偏りや施設を利用できる人が限定されるなど、農家間に不公平が

生じてきているのが実態であります。 
 今、国では身近なところに数多くの直売所を設置し、地域で採れた農産物を地域で消費する

ことを施策的に進めておりますが、市長が常々言っている地産地消運動を、なお一層、強力に

進めるには直売施設など、販売施設を適切に設置する必要があると思うのであります。 
 そこで北杜市では指定管理者制度を導入する中においても、今後、直売施設の整備を進める

つもりがあるのか、市長のお考えをお聞きいたします。 
 次に配布物のスリム化について、お尋ねをいたします。 
 ご承知のとおり、今、情報化社会の真っ只中にあります。地域や市、県、国、民間から発せ

られる情報は数多く、情報を的確に選択しなければならない受信者は大変であります。 
 北杜市では合併から市誕生の今日まで、市民の皆さまにさまざまな配布物を提供しておりま

すが、年間をとおしてみると膨大な量になっているのではないでしょうか。特に広報など、市

が発行する刊行物でなく、各種団体のものも数多くあり、必要な情報を見落とす結果にもなる

のではないでしょうか。 
 もちろん、市民の皆さんに必要な情報を提供することは大切なことと思いますが、行政のス

リム化や財政的な低減に向けても、配布物の統一化が必要ではないかと考えております。当局

のお考えをお伺いいたします。 
 以上をもって、私の質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３３番、渡邊議員のご質問にお答えします。 
 渡邊議員は農業に大変うん蓄もあり、自ら汗もかいておられます。その体験からご質問を頂

戴したところであります。 
 最初に、集落営農組織の活動状況についてであります。 
 北杜市では農業者の高齢化に伴う遊休農地の増加抑止対策として、集落営農組織を中心とし

た担い手の確保、育成を急いでいるところであります。 
 北杜市には集落営農組織として、農地集積や農作業受託を行っている長坂ファーム組合があ

ります。この組合は平成１０年に各地域単位のファームグループとして設立され、本年５月に

農事組合法人として結成されました。その活動内容は、地域の担い手として、農作業受託の拡

大を図りながら、耕作放棄地の集積にも力を入れ、現在、その規模は農作業受託が１０８ヘク

タール、農地集積が２０ヘクタールに及んでいます。 
 本年度においては、長坂ファーム組合の活動をモデルとするとともに、県峡北地域振興局、

農務部に協力をいただきながら、明野地域には大豆、麦の生産を核とする明野ひまわりクラブ

を、また武川地域には武川米の生産と受委託作業を中心とした武川ファームの構築を行ってき

たところであります。 
 特に武川ファームについては、県の地域提案型集落営農推進事業を導入し、北杜市のモデル

組織と位置づけ、育成支援を行っていきたいと考えております。 
 なお、現在は須玉、高根、大泉、白州地域においても、地域のモデルとなる集落営農組織構
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築の準備を進めております。 
 次に国の施策への対応についてであります。 
 国は農業経営の大規模化を推進しています。北杜市のような中山間地域では、平地農業を基

本ベースにおいた国の施策に即応することは困難であることから、平地農業に対応でき得る経

営体づくりとして集落営農を進めています。 
 また、国の中山間地域等直接支払い制度の有効活用により、平地農業とのコスト格差の是正

や水田の多目的機能の増進を集落単位で図っております。その規模は１４５集落で、２，

３５０ヘクタールの水田が調定され、年間３億３，９００万円余が活用されています。 
 次に指定管理者制度導入についてであります。 
 農産物直売施設は、地域の農業生産者と施設利用者の顔の見える交流があってこそ成り立つ

施設と考えておりますので、地域の生産組織の重要性と育成の必要性について、指定管理者申

請者には十分な説明をするとともに、これまで以上の施設の有効活用を図り、地域農業の発展

を期待していることを訴えてまいりました。今後の地域生産組織の育成指導につきましては、

指定された管理者とともに、市が積極的に推進を図ってまいります。 
 指定管理者選定基準についてでありますが、指定管理者制度は施設の有効利用と経費の節減、

サービスの向上などが主たる目的であります。施設管理運営業務の内容および基準についての

中で、運営方針は地域資源を活用し、都市住民との交流を通じて地域の活性化を図ることとし、

運営基準の中で施設の効用を最大限に発揮した利用、市民の平等な利用の確保、利用者の意見

の反映等、施設の設置目的等を明確に示しており、これらに基づき、選定をしたところであり

ます。 
 次に農産物や加工品のＰＲについてであります。 
 地元農産物や加工品のＰＲ活動につきましても、本年度は市内外の各種イベントに生産者自

ら積極的に参加していただき、農業者と消費者との交流を図ってきたところであり、この延長

に販路拡大があると考えております。また、市では８月に地産地消施設連絡会議を設立し、市

内の直売施設間の連絡調整や消費者が求める農産物の生産や販路について、積極的な意見交換

がなされました。今後は、この組織を中心に生産者等の意見を吸い上げる中で、生産品目の選

定、販路の拡大、農産物や農産加工品のＰＲを積極的に展開してまいります。 
 次に配布物のスリム化についてであります。 
 現在、各部局から配布される書類の対応は、本庁総務課で一括処理し、毎月５日、１５日、

２５日の３回各行政区長を通じて配布しております。 
 配布物には市の広報誌のほか、イベントのチラシ、各教育センター等での講演会、講座等の

参加をお願いするものなど、市民に広く周知しなければならないものが主なものであります。 
 今後は広報誌に掲載可能なものは掲載し、議員ご指摘のとおり、スリム化を考えながら、配

布物を最小限にしてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３３番議員、再質問はございませんか。 
 渡邊英子君。 
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〇３３番議員（渡邊英子君） 
 再質問させていただきます。 
 ただいま直売所の指定管理者制度について、お答えがございまして、指定管理者とともに担

当者が推進を図るということで、安心したところでありますが、例えば各施設、直売施設加工

施設においても、各地域の特色ある活動をしてきたところでありますが、例にとりますと、長

坂町の三分一湧水館の加工施設におきますと、農村女性虹の会の味噌づくり、それからおこう

この会の漬物、ブルーベリー組合のブルーベリージャムなどが作られていますが、稼働率から

いくと大変低いところがございまして、そのへんの改革をされてしまいますと、この加工施設、

長坂には１つしかないというふうな現状でありまして、この活動が中止になってしまう、また、

これが使えなくなってしまいますと、このグループも解散をしなければならないというような

状態になり得る可能性がございます。 
 話し合いの中で、ぜひ協定書の中に、このような各グループの特色ある活動については、き

ちっと明記していただいて、活動が続けられるような方向にできるかどうか、お考えをお願い

いたします。 
 それは、なぜこのようなことを申しますかというと、県の指定管理者制度の中で、フラワー

センターが指定管理になりました。フラワーセンターは地域の花、花卉農家の推進を図るとい

うことで、目的が大きかったわけですけれども、今回の指定管理者制度に基づいたとき、契約

書の中に、そのような地域の花卉農家を活用するという項目がなかったために、ここで地域の

花卉農家が生産しても、そこに納めることができなくなってしまったという現実がございます。 
 そういうふうなことから、指定管理者にとれば、本当に利益を上げなければという目的が大

きいものがあると思います。そういうことを守るためにも、協定書の中できちっと明記してい

ただける考えがあるかどうか、まずお聞きいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 いろいろな意味で諸施設が地域振興のために使われてきたという原点は、大切なことだと思

います。指定管理者を受けた業者も、地域と一体でなければ、その施設は生きていけないはず

であります。したがいまして、私ども、これから具体的に相談して協定をしていくわけですけ

ども、そのようなことは、それぞれの指定管理者にお願いもするし、そしてまた協定書の中に

しっかりと明文化していきたいと思います。 
 また、三分一といわず、個々の問題については、また個々に相談して答えていきたいと思っ

ております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３３番議員、まだ質問はございますか。 
 渡邊英子君。 

〇３３番議員（渡邊英子君） 
 しつこく質問させていただきますが、協定書の中で協定された各団体との指定管理者との話

し合いの範囲をきちっと持っていただけることを望みながら、そういうふうなことをするお考
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えがあるのかどうなのか、よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 しつこく答えますけども、しっかりと協定書の中へ明文化していきたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３３番、渡邊英子議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 １１時１５分に再開いたします。 

休憩 午前１１時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
 ２番議員、植松一雄君。 
 植松一雄君。 

〇２番議員（植松一雄君） 
 白倉市長に２件ほど、質問させていただきます。 
 まず、北杜市にことばの教室の設置をでありますが、話し言葉に問題を持つために、学習や

社会生活が阻害され、本来持っている能力が発揮できないでいる児童生徒に対して、通常の小

中学校へ席を置いたままで、一定時間、保護者とともに通級し、障害を除去したり、障害の状

況や程度を改善して、学校生活への適応性を高め、より豊かな人間性の育成を図るために、現

在、県内の８カ所の学校に言葉の教室が設置されております。 
 その指導形態は個別指導を原則として、回数は週１回ないし２回。１回あたりの時間は４５分

ないし６０分。指導期間は個々の状態によりまして、保護者と相談して決めております。 
 また、その指導内容は構音異常、吃音、口唇口蓋裂、言語発達遅延、聴覚障害など障害の背

景をなす諸要因を的確に把握して、状況や発達段階に応じた指導を基本に、必要に応じては専

門医、心理学、教育学などの専門家の指導・助言や協力を得ております。 
 北杜市の近隣地区では、昭和４４年４月から韮崎市内に設置されておりまして、現在の通級

児童数は３２名でございますが、北杜市および小淵沢町の在住者がその過半数を占めておりま

す。 
 また、通級者以外に保護者からの相談件数も多いようでありますが、通級時の交通安全と指

導への理解と協力を求めるために、保護者の付き添いを原則としていることより、遠隔地から

の通級を断念せざるを得ない状況もあり、潜在的な需要は多数と推測いたします。 
 北杜市の将来を担う児童生徒の教育の充実を図るため、また、北杜市次世代育成支援行動計

画の施策展開の一環としても、市内の小学校の空き教室を活用した北杜市ことばの教室の設置

が必要であると考えます。 
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 よって、開設に向け、指導教員の早期確保を提言する中で、市長の考えを伺います。 
 次に災害復旧田等の換地登記促進でございますが、通称３４災といわれる昭和３４年の激甚

災害は災害救助法の適用により、水田などの復旧がなされました。以降４５年が経過するも、

白州町地内ではその換地登記がされず、耕作をするも登記簿上は筆界未定、あるいは地番不明

の農地が存在しております。現在に至るも、６地区で１４ヘクタールが換地登記未済のままで

あり、関係権利者も多数のため、行政主導による換地登記を要望して合併前までの解決を望ん

でおりましたが、結果は新市への引き継ぎ事項となっております。 
 災害復旧以降、年月の経過とともに、地権者の世代交代も進み、登記が次第に複雑になるた

め、関係者からも早期解決の切望の声があり、登記の促進が必要と思考いたします。 
 事務作業が煩雑となることが予想されることより、専従者の配置などを考慮しての促進を望

みまして、市長のお考えをお伺いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２番、植松一雄議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に言葉の教室の設置についてであります。 
 言葉の教室は、ご指摘のとおり話し言葉が言語遅滞であるために、学習や社会生活が阻害さ

れ、本来持っている能力が発揮できない児童生徒に対して、教育的にその問題を除去したり、

問題の性質を改善したりして、学校生活への適応を高め、より豊かな人間性の育成を図る目的

で、県内８カ所に広域的に設置されております。 
 峡北地域は韮崎市に昭和４４年設置され、現在、通級している児童生徒は韮崎市が１５名、

北杜市が１５名、小淵沢が２名の合計３２名であります。このうち幼児が９名となっています。 
 通級以外の相談者の地域別は韮崎市１３名、北杜市８名、小淵沢町２名の合計２３名となっ

ており、言葉の教室に関わる教職員は県費負担教職員で、県内８カ所で２８名と聞いておりま

す。 
 山梨県の教職員は児童生徒１３～１５人に１人が配置されており、国の基準どおりとなって

おります。仮に北杜市で設置する場合は、教室など施設的な整備も必要となり、財政負担は大

きなものとなります。また、少なくとも２名の教職員を配置することとなり、他の施設の配置

人数に問題が生じることとなるので、山梨県教育委員会と協議を慎重に行っていきたいと思い

ます。 
 次に災害復旧田等の換地登記の促進についてであります。 
 現在、白州町における換地未了地区は６地区で１４ヘクタールとなっており、いずれも昭和

３４年の伊勢湾台風による被災地区であり、釜無川等の氾濫により農地が流出したものであり

ます。 
 当時としては、未曾有の大災害であったことから、災害復旧工事を最優先にして、現在の耕

作者に配分されたものであります。 
 災害復旧工事が完了した昭和３８年以降、旧白州町は幾度か換地業務の着手を検討しました

が、配分方法と配分を受けた耕作者が複雑多岐に及んでいること、さらに年数の経過も重なり、
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今日まで未完了となっております。 
 したがいまして、換地処分未了地区につきましては、耕作者や所有者等、関係者のご理解、

ご協力が第一でありますので、その動向を見極め、対応してまいりたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ２番議員、再質問はございませんか。 
 植松一雄君。 

〇２番議員（植松一雄君） 
 再質問をさせていただきます。 
 まず、ことばの教室でございますが、少子化による空き教室等もあるように思われます。こ

れを活用すれば、運営経費が年間５０万円程度というふうに聞いております。指導教員の確保

が問題でございますが、県の教育委員会等も協議の中で、ぜひ身近なところで指導を受けられ

るように、北杜市内にこの教室を開設していただければと要望いたします。 
 次に災害復旧田等の換地登記の促進でございますが、権利関係が非常に複雑なところもござ

います。現在６地区あるわけですが、中には非常に簡単で、地権者も全員が了解しているよう

なところもございます。ただ、現状はその事務処理に手が掛かりすぎて進まないというのが実

態でございます。来年４月から指定管理者制度への移行等によりまして、正職員の配置転換が

行われると思います。その際、ぜひ専従者を設置していただきたい。そうすれば、簡単なとこ

ろから進めていただければ、少なくとも、この半分くらいは、１、２年で解決できるんではな

いかというふうに思われます。ご検討をお願いしたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 私のほうから、災害復旧田のことについて、先に答えさせていただきたいと思います。 
 先ほどは白州町のケースで言いましたが、私が承知している限りでも、この須玉川の西川に

合流する、このあたりの境之沢の耕地も河川の中に複雑のようであります。これも参考までで

ありますけども、韮崎市の市役所の西側の２０号線の堤防がありますが、あの釜無川にも４０～

５０メートルにわたって、ずっと帯状に河川敷の中に耕地があるという現実もあります。災害

復旧どきに災害復旧を最優先した形の継続であります。 
 いずれにしましても、先ほど答弁いたしましたとおり、耕作者と所有者など関係者すべての

同意が得られた地区については、換地処分が進められるよう努めてまいりたいと思います。 
 ぜひ、それぞれの地域で言葉は露骨でありますけども、全員のご理解を得られる中で、進め

たいと思いますので、よろしくお願いします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 小清水教育長。 
〇教育長（小清水淳三君） 

 ことばの教室開設について、再質問にお答えしたいと思います。 
 ご案内のように残念ながら、少子化傾向で学校の空き教室という話題は、その都度、話題に

提供されております。しかし、今の現在のところは北杜市に空き教室もございますけども、こ

のことばの通級学校につきましては、今、空き教室になる普通教室がそのまま使えるわけでは

ない。どうしても、ことばの障害を持たれている方につきましては、いろいろの障害の内容が
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違っております。そうして指導する場合でも、それぞれの個別的といいますか、個室的といい

ますか、そういうふうな教室が必要となることで、やはり改築が余儀なくされます。改築をし

ないと、なかなかそのことばの教室、ことばの学校が開設できないというのが実態でございま

す。 
 併せまして、先ほど植松議員さんもご案内のように、指導教員の確保という部分が、山梨県

広域的配置というのが基本で配置されましたから、今現在はたまたま峡北地域のエリアに

３２人という対象児がおりますけども、韮崎市に昭和４４年からして、現在も２人の指導教員

の配置ということでございますので、北杜市へ仮にことばの学校開設ということになると、最

低でも２人は確保しなければならない。仮に北杜市の１５名でなくて、５人の対象児であって

も、２人は確保しなければならないというのが、指導上の制度になっております。 
 そんなことで、ご期待に沿えるような答弁が直接できないわけでございますけども、せいいっ

ぱい県教委とも協議を進めてまいりたいと思います。ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
 ２番議員、まだ質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２番、植松一雄議員の一般質問を終わります。 
 続きまして、３４番議員、中嶋新君。 
 中嶋新君。 

〇３４番議員（中嶋新君） 
 議長のお許しを得ましたので、ミニ水力発電事業、指定管理者制度導入、また上下水道料金

の３項目について市長にお伺いいたします。 
 最初に９月定例会において、補正予算で計上され、付帯条件つきで議決された高根町の農業

用水路、村山六ヶ村堰、土地改良区の水利を利用する通称ミニ水力発電事業について、伺いま

す。 
 このミニ水力発電事業は、日本はもとより世界的な地球温暖化対策、ＣＯ２削減の推進等に

寄与し、環境問題解決に貢献する事業であります。 
 平成１７年度事業を決する、３月定例会における市長の所信表明にある本年度策定の北杜市

新エネルギービジョンの趣旨にも沿った新エネルギー創出事業であり、また、先の９月定例会

の市政方針にも見てとれる環境創造都市を標榜する、北杜市にとって大変重要な、具体的にし

て意義ある事業と考えます。 
 がしかし、基本的な技術は古くから存在し、水力を利用して発電する環境にやさしい事業で

すが、地方自治体においては実施例がまだまだ少なく、北杜市にとっても新規の事業でありま

す。 
 春先の４月に、六ヶ村堰から自然エネルギーを有効に利用する事業の推進をとの事業提案要

請があったにしろ、時代の要請を機敏に感じ取り、住民福祉のための将来を見越した事業をと

の市長の意図とは別に議会の内容説明の経緯から、十分な理解を得られるのに相当な時間を要

して、５項目にわたる条件が付託された決議となったことは、北杜市民の周知のことです。 
 付帯決議である以上は、今後の事業展開の内容をリアルタイムで議会はもとより、関係する
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市民に対して、必要な項目の詳細な事業計画や内容を徹底的に周知していくことが、特に必要

不可欠であるものと理解しております。 
 このミニ水力発電事業は、完成予定時期を平成１９年２月として、平成１７年および次年の

１８年度の２年間にわたり、実施される事業であります。 
 その事業費の総額は４億２，９３１万円であります。 
 １７年度分の事業費として、承認、議決された額は２億６，９３０万４千円であり、予算の

内訳は委託料２，９１４万８千円および水圧管工事請負費の２億４，０１５万６千円との説明

でした。 
 確定している補助金を差し引いても、市財源約３億円を使用して期間１６．８年をかけて償

還する事業であり、９月以降も補助金や有利な起債を検討するとの説明でしたが、貴重な市財

源の観点からお聞きします。 
 質問１としまして、９月以降の財源確保に対する事務事業内容と確定した内容。 
 質問２としまして、有利な公債である合併特例債は使用できるのか、お聞きします。 
 次に事業の内容について、お聞きします。 
 ５月提出の独立行政法人、新エネルギー産業技術総合開発機構、通称ＮＥＤＯに総事業費

３０％の補助金交付申請時の計画書の概要が、大まかな事業内容の基本形を示すと思われます

が、そこで質問３、事業全体に対し長期的なスケジュールの作成、詳細な設計、また法規の対

応のためにも、トータル的なコンサルト会社を導入する考えはありますか。 
 質問４としまして、この委託料２，９１４万８千円の使用の目的と、また将来な使用項目を

お尋ねいたします。 
 続いて、六ヶ村堰および建設する地域の対応に関してお聞きします。 
 請負費２億４，０１５万６千円の水圧管布設工事は、取水口から発電所までの距離、約１．

３キロ間の落差約８６メートルを利用した、内径６０センチの水圧管を六ヶ村堰の敷地内に布

設する工事との説明ですが、質問５としまして、この六ヶ村堰との協定締結に向けて、敷地内

布設の点から、施設後の借地料はもとより、将来にわたる事故等が発生した場合の補償等々が

考えられますが、具体的な市側の方針と、その対処の方法は。 
 質問６としまして、協定書締結時期について、六ヶ村堰側からは事業に伴い、現在の施設の

維持管理状況の変化等を十分検討、また協議し、組合員の理解を得るために、来年の３月ごろ

にとの話も聞きましたが、市側から見れば、早急に具体的な事項の協議を詰めておく必要があ

ると考えますが、地域振興策等、何か要望や条件提示等はすでにあるのか。 
 以上６点です。 
 次に指定管理者の選定状況と、協定項目の条件について伺います。 
 来年４月からの指定管理者制度導入に向けて、北杜市内の９２の公共施設に１０月１４日か

ら１１月１１日までの、わずか１カ月弱の期間で隣接する、または関連する複数の施設を一括

公募した状況もありますが、５４件について応募がなされ、その後、選定委員会において選考、

選定作業が行われました。 
 先月、１１月末より今月にかけて、応募の状況が新聞紙上に掲載されております。結果、単

独応募が２７件であり、複数応募は最大５社から応募があった三分一湧水館関連施設をはじめ、

１７件。また応募者なしが、たかねの湯をはじめ１０件と公表されております。 
 先月の１６日をはじめとする委員２０人で組織し、４つの専門部会で構成する指定管理者候
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補者選定委員会を開き、県内自治体でもいまだ例もない、４４件という膨大な量の協議、審査

選定が行われ、市長に１２月２日に答申されたとのことです。 
 そこで選定委員会について、伺います。 
 質問１、このすべての事業に応募がなされたか。 
 質問２、選定委員会の２０人の委員選出基準は、どこに基準を置いたのか。 
 続いて、選定協議の内容と協定項目の条件について伺います。 
 ９月定例会において、制度導入のための条例改正の折、当局の説明では直営施設の職員の雇

用状況は正職員８名、臨時職員３６名、パート２５名、計６９名とのことでした。今後、仮に

すべての施設が指定管理者に移行した場合を考えまして、質問３として、一部必要と認める委

託契約の人件費、また正職員８名の人件費は別としましても、その他、削減額の試算は市とし

てなされているのか。また、その額は年間いくらとなるのか。 
 また９月定例会の時点で、市から管理委託している管理組合、協会、振興財団等には経営状

況に応じては、新に負担金を賦課しているとの意味合いの発言がありますが、今後、指定管理

者導入後は特に民間の経営観点からは、利益追求は当然と考えますが、質問４としまして、市

の施設である以上、北杜市民のサービス向上が大前提であり、現在の使用状況や利用条件の確

保が選定条件の第一次と考えますが、その選定基準は候補者が考える施設の高度利用、また一

部市外者の利用方法との兼ね合い等について、どのような配慮がなされておりますか。 
 質問５としまして、過去の説明で住民サービスの原点ともいえる各施設の利用料金、使用料

等は現条例の規定内で認めると理解しております。 
 しかし将来、管理者側の創意工夫により、さらなる住民サービスの向上計画を条件に値上げ

の要請等が提案あった場合、市長が必要であると認めたことを理由に値上げすることは、一部

分的には住民福祉の向上にならないと考えますが、市長の見解をお聞きします。 
 最後に上下水道料金の統一について、お伺いします。 
 ６月定例会において、一般質問いたしました上下水道料金統一について、現時点での状況と、

今後の見通しについて、お聞きします。 
 質問１としまして、６月に早期に上下水道審議会を立ち上げ、統一に向けて審議するとの答

弁でありました。その審議会の設置状況と審議の内容をお聞かせください。 
 また、新聞紙上で県内の新市誕生から１カ年以上経過した各地方自治体を取材し、同一視す

るかのごとく、合併状況の検証と称して掲載される昨今です。特に旧町村間で格差の激しい項

目について、適正な料金の設定や、その統一時期に関する記事に接する機会も増えてくると思

われます。 
 そこで質問２としまして、過去の市長の発言にあるとおり、本市において、今後の小淵沢町

との合併もふまえ、早急な統一に向けて、まず第１に多数の料金設定が残る地区の統一からは

じめ、全体の給水区域の再編までが喫緊の課題と考えますが、その見通しを伺います。 
 以上３項目、１３点について市長にお伺いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３４番、中嶋新議員のご質問にお答えします。 
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 最初にミニ水力発電事業についてであります。 
 まず、事務事業内容は当初の計画と変わっておりません。財源につきましても、独立行政法

人、新エネルギー産業技術総合開発機構からの補助金が決定されております。 
 次に合併特例債についてでありますが、事業執行のための財源となる起債については、有利

な起債である合併特例債が、ほぼ確実となる見込みであります。さらに採算性が見えるように

なってきました。 
 事業を執行するための詳細設計については、電気事業に精通しているコンサルタント会社に

委託することとなります。委託料の２，９１４万８千円は現地調査、測量および実施設計に要

する経費であります。 
 次に、借地料および事故等が発生した場合の代償等についてであります。 
 村山六ヶ村堰土地改良区との協議内容については、現在、協議中であります。また、施設に

起因した事故等が発生した場合は、市の施設でありますので、市で補償していくこととなりま

す。 
 安定した水量を確保するための水路改修に関わる土地改良区からの要望は、東沢取水口の改

良、悪水払いの整備、唐沢水路合流地区の改良などが出されております。 
 次に指定管理者の選定状況と、協定項目の条件についてであります。 
 指定管理者制度導入のため、９３施設を５４施設に区分し、公募をいたしましたが、１０施

設については申請者がありませんでしたので、１２月５日から再募集をしております。 
 指定管理者候補者選定委員会は、委員２０名で構成し、市民代表１２名、公認会計士または

税理士４名、市職員４名です。できるだけ市民に多く入っていただくよう、配慮いたしました。 
 次に指定管理者制度導入に伴う削減額についてでありますが、市が今回、指定管理者に移行

する４４施設については、平成１７年度の予算ベースで試算をいたしますと、これらの施設に

要する人件費や運営管理費は、年額約７億円であります。これに対し、利用者から徴収する利

用料収入は約４億６千万円で、差し引き２億４千万円の持ち出しであります。指定管理者後は

施設利用者の利用料は指定管理者の収入となりますが、市から指定管理者に支払う指定管理料

は協定締結後でないと、正確には申し上げられませんが、９千万円ぐらいかと思われます。し

たがいまして、約１億５千万円程度の削減ができると試算されます。 
 次に選定条件や施設の高度利用運営についてですが、選定基準は利用者の平等な利用の確保

およびサービスの向上が図れるものであること。施設の設置目的を最大限に発揮するものであ

ること。施設の適切な維持管理および管理にかかる経費の削減が図れるものであること。施設

の管理を安定して行う人員、資産、その他の経営の規模および能力を有しているか。または確

保できる見込みがあることなどであります。 
 高度利用運営については、現在の管理委託方式でも、利用料金制度を採用し、業績を上げる

ため、施設運営に市は努力しているところです。ただし、市では起債の償還のほか、施設の維

持管理費がかかることも確かであり、施設によっては施設使用料を受託団体から徴収していま

す。 
 今回の指定管理者制度では、指定管理者の裁量権が広がり、自主事業などで、これまで以上

の利益を生むことも考えられるため、各募集要項に市への納入金に関する事項も提示しており

ます。 
 次に９月の市議会で議決をいただいた、指定管理者制度導入にかかる条例の改正では、利用
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料金については改正しておりません。改正条例では、指定管理者があらかじめ市長の承認を得

れば、利用料金を下げることができることになっております。逆に利用料金を上げる場合には、

条例改正が必要となります。 
 市としましては、公の施設の本来の目的である住民福祉の向上を図るべく、基本的には従来

の料金制度を維持していく考えであります。 
 次に、上下水道料金の統一についてであります。 
 まず、下水道審議会の設置状況と審議内容についてですが、去る１１月２１日、委員１４名

で構成する下水道審議会を設置いたしまして、下水道事業の予算、決算状況、下水道の状況、

料金等について、ご説明させていただきました。 
 委員の皆さんからは、旧町村の分担金、使用料金の設定された経緯、南アルプス・甲斐市の

料金統一の状況、今後の審議会の進め方等についてご意見をいただいたところです。 
 今後につきましても、年４回程度の審議会を開催し、下水道事業のあり方等について、ご意

見をいただく考えであります。 
 次に簡易水道事業についてであります。 
 ご指摘のとおり、簡易水道事業につきましては、多様な料金設定、市全体の給水区域の見直

し等、多くの課題が山積しております。これらにつきましては、来年度の早い時期に北杜市簡

易水道運営委員会を立ち上げ、委員会のご意見をいただく中で、この課題の解決に向けて取り

組んでまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３４番議員、再質問はございませんか。 
 中嶋新君。 
 中嶋新君に申し上げます。 
 再質問の時間は５２秒となっておりますので、ご承知おき願いたいと思います。 

〇３４番議員（中嶋新君） 
 再質問いたします。 
 ミニ水力発電の、先ほどの予定をお聞きしました。 
 コンサルタント会社を導入するということですが、これからも建設に向けてのスケジュール

等が分かりましたら、また資料で示していただきたいと思います。 
 また、建設する地域に対する説明等、また具体的になりましたら、率先する考えがあるかお

聞きいたします。 
 あと１１月１６日に、議員としまして岐阜県白川村に小水力の先進地視察をしてまいりまし

た。そちらは具体的な行動スケジュールも立てて、市民に広報を通じて内容を周知しておりま

す。北杜市としましても、そういった視点から、ぜひ積極的に周知をしていただきたいと思い

ますので、そのへんの考え方をお聞きして、再質問とさせていただきます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 これから事業を具体的に、プロセスについての資料は、後刻提出させていただきます。そし

てまた、六ヶ村堰の当局との協議は、当然、私どももしていくつもりでありますし、先ほどの

質問の中にもありましたけども、これは議会の付帯決議も入っているところでありますので、

そのへんも承知しながら、ことを進めていきたいと思っております。 
 ただ、くどいようでありますけども、せっかく立ったからしゃべるわけではありませんが、

これは４億２千万円の事業で、ＮＥＤＯが約３割補助金決定してくれました。だから急に９月

議会に提出することになったわけですけども、仮にＮＥＤＯが３割くれますと、４億２千万円

ですから、残りが３億円ということになります。これが特例債で活用されるということになり

ますと、約７割、特例債をいただきますので、細かく言えば２億１千万円、自主財源が９千万

円ということになります。したがいまして、４億２千万円の財源更正ができたわけであります

ので、大変ありがたいことだなと思っております。 
 併せて、これはおおむねでありますけども、この前の協議会のときにもお話ししたわけであ

りますけども、２００万キロワットが年間出力として期待できるということになりますと、な

んといっても、この事業の特徴は東京電力に売電ということになってくると、皆さんご指摘の

とおり、７円何十銭ということになります。しかし大門ダムが玉山へ、私たちの浄水場へあげ

る水は、おおむね約１０円ぐらいでありますので、大門ダムの水道体系の売電と契約しますと、

大変有利な売電条件になるというところが、極めてミソであることは、間違いないところであ

ります。 
 したがいまして、今、議員のご質問の中に、１６．８年かかるという意味からすれば、特例

債等々を活用しますと、ことによると２分の１、ことによると３分の１の、５、６年ぐらいで

見通しができるではないかというような、アバウトな数字でありますけども、承知いたしてお

るところであります。 
 これから、皆さんと協議していきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 中嶋新君の質問時間が終了しておりますので、以上で質問を打ち切ります。 
 これで３４番、中嶋新議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 午後は１時１５分に再開いたします。 

休憩 午前１１時５８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時１５分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
 ２６番議員、中村勝一君。 
 中村勝一君。 

〇２６番議員（中村勝一君） 
 議長の許可を得ましたので、大きく２点について質問いたします。 
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 はじめに、高根町地内設置のミニ水力発電についてです。 
 午前中の中嶋議員の質問と重なる可能性もありますが、よろしくお願いします。 
 ＣＯ２削減による地球温暖化防止対策の一事業として、また本市のキャッチフレーズである

環境創造都市実現のため、八ヶ岳南麓の傾斜地を利用し、中小水力発電施設の設置を計画し、

９月議会でミニ水力発電事業予算に付帯決議がついたとはいえ、予算が可決されました。 
 そこで、高根町地内の傾斜地にある灌漑用水路、村山六ヶ村堰土地改良区の水を活用して設

置する環境にやさしいクリーンエネルギー、ミニ水力発電事業について、いくつかお伺いいた

します。 
 はじめに冊子、「六ヶ村堰」の沿革によると、１千年以上にわたり、数多くの先人たちの努力

と莫大な投資によって、維持管理されてきた六ヶ村堰は、県下でも範たる改良区として知られ

ており、これは組合員の誇りでもある。 
 いつの時代においても、人々の生活に欠かすことのできない水、将来に向けて大切に維持し

ていくことが、今、私たちに課せられた責務であると記されています。 
 また、村山六ヶ村堰土地改良区の役員が中心となり、学校の要請を受け、八ヶ岳南麓の水田

開発と灌漑、堰の開発に至るまでの先人の努力等について、副読本を活用しながら、町内３校

の小学校４年生を対象に、現地を説明しながら学習会をももっております。 
 このように長い歴史を持ち、大切に維持管理されている村山六ヶ村堰土地改良区とミニ水力

発電事業に関わる水の利用および土地の借用などの合意について、市としてどのように判断し

ているのか、まずお伺いいたします。 
 次に堰および財産を維持管理するため、毎年組合員の出労により、堰の草刈り、沈砂池の砂

上げなどを実施するとともに、役員は随時見回り、管理および所有地の下草刈りなどを行って、

維持管理に努めています。 
 特に下流域の工事、また大水が予想される台風時には、取り入れ口の水量の調整を行ってい

ると聞いています。ミニ水力発電事業を実施し、発電機を設置すると、常時一定の水量が必要

となるわけです。悪水払いのための排水弁の調整、また１級河川、西川の改修が必要と考える

が、下流に対する影響については、どのように考えているのか。 
 また、私ども議員は１１月１６日、自治体として環境問題を考え、地域の特性を生かし、自

然エネルギーの開発利用に取り組んでいる岐阜県白川村の小水力発電所を視察してまいりまし

た。 
 水がきれいであり、一定水量を得られることは当然ですが、水車形式、チュウブラ水車を使

用しており、ベルトによる金属音に驚かされました。本市で設置する水力発電機については、

近くに人家があることにより、設置付近の住民に対して、騒音公害面で十分に配慮する必要が

あると考えますが、どう考えているのか。 
 ミニ水力発電の最後の質問になりますが、年間発電量２２０万キロワットで、電力を近くの

大門浄水場、年間使用電力量１８０万キロワットで供給し、９月議会で投資回収年数１６．８年

と聞くが、先ほどの議会で財源として合併特例債が活用できるとの話でありました。回収年数

も短いと判断します。この事業が軌道に乗ると、利益があると考えます。そこで、村山六ヶ村

堰土地改良区に対する水利用、土地借用などの管理費を、どのように考えているのか。 
 以上、ミニ水力発電事業４点について、お尋ねいたします。 
 いずれにせよ、市長は所信表明の中で、新エネルギーの導入に取り組むと言明しました。こ
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のミニ水力発電事業を軌道に乗せ、円滑な推進を図るためには事業主体、担当部局はどこなの

かをはっきりさせ、地域振興事業の１つとして、市民の負託に応える施設となるための維持、

管理をすべきであります。そのため、プロジェクトチームをつくり、常にその成果を市民に公

開することが必要であると考えているところです。 
 次に２点目として、原っぱ教育の現状と指導主事設置についてお伺いいたします。 
 相変わらず学校現場では、目を覆いたくなるような痛ましい事件が起こっております。大人

の責任として、子どもたちの安全管理は早急の問題です。集団登下校、あいさつ運動、子ども

１１０番の家の設置、学校警察連絡協議会での情報の交換、また犯罪に巻き込まれないための

危険予知能力や危険回避能力を身につけさせるための安全教育等、各学校や教育委員会での取

り組みの成果が表れるような地域社会でありたいものだと願っております。 
 さて、自然との関わりの中で、精神的に強く、健全な心を持ち、道徳観の備わった子どもの

育成、原っぱ教育活動の学校での取り組みは、すでに１年を経過しようとしています。そこで

教育委員会で把握している協調性や、心身ともにたくましく健全な心の育成に取り組んでいる

各学校での２、３の実践例をお聞きします。 
 現学習指導要領が完全実施になり、総合学習への取り組みも、もう４年を迎え、各学校では

地域の各種施設を利用した校外での学習や地域の人材を活用した教育実践が行われています。 
 しかし、児童生徒の学習活動に参加していただける地域人材の掘り起こし、また、その指導

者との連絡調整等、だいぶ苦慮している様子を聞いております。 
 原っぱ教育の基本理念を生かし、市内２２校が共通教育活動ができ、また教員の研究活動が

できるようにと３月議会の折、平成１８年度から市独自で指導主事の設置に取り組みたいとの

答弁でありましたが、その取り組みの現状はどのようになっているのかをお聞きし、私の質問

を終わらせていただきます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２６番、中村勝一議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、ミニ水力発電についてであります。 
 まず村山六ヶ村堰土地改良区との合意につきましては、１０月７日に高根総合支所において

開催された理事会で説明し、また１０月１５日の総代会の現地研修のとき、担当職員が同席し、

説明をする中で、基本的な合意に至ったと考えています。 
 次に下流域に対する影響ですが、水量については設計の段階で水量計算等、綿密に設定して

いきたいと考えています。また、台風等の増水に対応するため、悪水払い等の設置も検討した

いと思います。 
 次に騒音公害についてであります。 
 発電機等の騒音については、今後詳細設計を行う中で、騒音の少ない機種の設定をはじめ、

設置場所も検討していく考えであります。 
 水利用の代償については、村山六ヶ村堰土地改良区からの要望事項と併せて協議してまいり

たいと思います。 
 次に原っぱ教育の現状と指導主事設置についてであります。 
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 本市の教育重点施策であります原っぱ教育は、思いやりの心、人に迷惑を掛けない温かい心、

汗をかくことの尊さ、清く正しく協調性のある人づくりを目的として、本年度スタートしまし

た。 
 秋田小学校では、隣に流れる鳩川の動植物の観察日記を後輩に受け継ぐとか、高根西小学校

は村山祭りの中で、地域との関わりを持って、ふるさとを知るとか、須玉小学校は身近な地域

での体験活動に加え、特色ある自然豊かな遠くの町に出かけ、そこに生きる人々との関わりを

大切にした豊かな体験活動など、教科書を使わず、生の教材を取り入れた事業が行われており

ます。 
 また、すでに市内の各小学校では地域の偉人や身近な小川に住む動植物の研究、また山に住

む動植物の観察などをしており、それぞれ特徴ある教育課程プランにより事業を行っておりま

す。 
 自然との関わりにより原っぱ教育は、短い期間で実践の成果を問うことはできませんが、将

来、必ず役に立つものであると信じております。これらを、さらに充実させるとともに、家庭

教育、学校教育、地域教育を問わず、全国に誇れる本市の恵まれた大自然との関わりを持つ体

験こそが、原っぱ教育であります。 
 各学校の工夫を凝らしたプログラムを積極的に推進し、その成果を期待しているところであ

ります。 
 次に指導主事についてであります。 
 指導主事は、来年度から峡中、峡北、両教育事務所を統合し、広域的配置になる計画であり

ますが、引き続き韮崎市と共同で設置し、学校における教育課程、学習指導、その他学校教育

に関する専門的事項の指導に関する事務に従事していただくよう県へ要望しております。 
 なお、本市における小学校１４校で２１７人の教員と、中学校は甲陵中を含め８校で、

１４１人。合計３５８人の教員がおり、３月には小淵沢町が加わり、小学校１５校、中学校９校

で教職員は４００名余りの大所帯となりますので、人事を含め、教職員の管理事務対応が膨大

となります。 
 また、平成１８年度から教員の評価制度が本格化し、教員が力を発揮できる教育条件づくり

と、心の健康へのサポートの整備も急務であります。近年の学校教育を取り巻く環境は複雑で、

地域や保護者からの要求も多く、対応に苦慮している現状であります。 
 財政的にも非常に厳しい状況ではありますが、本市負担により、来年度から管理主事の設置

をしていただきたく、山梨県教育委員会に要請しております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ２６番議員、再質問はございませんか。 
 中村勝一君。 

〇２６番議員（中村勝一君） 
 先に指導主事、管理主事の面について、ちょっと質問したいと思います。 
 先ほど、市長の答弁のように、来年度から峡中教育事務所と峡北教育事務所が統合します。

そして事務所の本体は、現在の峡北教育事務所へくるわけですが、それぞれの事務所に指導主

事がそれぞれ２人ずついまして、来年度から４人体制の指導主事になることは、確かだと思い
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ます。 
 峡中教育事務所と峡北教育事務所が合併して、４人の指導主事でまわると、現在の峡北教育

事務所で学校を指導、援助している指導主事２名ですが、手がまわらなくことが事実のようで

す。というのは、その２名は中巨摩へ、相当出向かなければならない。講師別に専門性を持た

せなければいけないという話が出ております。 
 それで、私ども３月の議会でもお願いしたとおり、市長も指導主事で考えたいという話をし

ていたわけですが、学校は教師を基本的に管理する、人事管理するというのは基本ではないと

思います。実際、子どものために学習活動によりよく取り組むために、どうしたらいいかとい

うことを職員集団として、学校集団として考えていくのが、学校のあり方だと思います。 
 それで、先ほどの答弁のように、一人ひとりを管理するために、教師一人ひとり、５００名

以上になりますから、管理するために大変だと。そのために管理主事を置きたい。もし、それ

だけの予算を割くとしたら、私は指導主事を置く取り組みをしてほしいなと、そんなふうに思

いますが、それについてのお考えをお聞かせください。 
 まず、それ１点です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 私どもも、今、中村議員さんのおっしゃるとおり、学校教育を取り巻く状況は非常に厳しい

ものですから、指導要領に基づいた生徒への指導、対応ということで指導主事の配置を強く希

望しているものではございますが、たまたま今日現在の時点では、県の義務教育課、県とも相

談し、それから教育事務所の今の、なりゆきの状況がご指摘を受けたように峡中、峡北支所と

いう状況の中で、管理主事の４人の配置が今のところ、目安だということを今、聞いておりま

す。 
 改めて、北杜市への２２校、小淵沢を含めて２４校、その部分については管理主事、それか

ら指導主事ということで、今現在、協議を進めておるところなんです。 
 市長が今、答弁したように、今は正直、この場で答弁することはいかがと思いますけども、

心の病を持った先生も数多くおります。その管理もやっぱり、必要だという見解の中から、管

理主事で学校指導教育も含めて、管理をお願いできたらという考え方を一つ持っている。本来

ならば、管理主事と指導主事と２人、配置してくれれば、これは一番、希望にかなうわけなん

ですが、財政的な問題もございます。それから県の割愛人事ということで、県の配置の数の問

題もございます。今、強く要望されたように指導主事ということですから、今は管理主事を要

望して、今、折衝してございますけども、もう一度、県と相談をしながら、検討してみたいと

思います。 
 いずれにしても、いずれか１名はなんとか配置して、教育にかける思いを北杜市としても表

へ出していきたいと、こんなことを思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
 ２６番議員、再々質問ございますか。 
 中村勝一君。 
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〇２６番議員（中村勝一君） 
 ぜひ、教育長のおっしゃるように、管理主事をというのではなくて、両方取り組みは必要だ

と思いますけど、子どものために、児童生徒のために、また原っぱ教育を推進するために、ぜ

ひ指導主事をお願いしたいなと思っています。 
 再々質問ですが、ミニ水力発電事業についてですが、先ほどの中嶋議員の中でも話がありま

した。村山六ヶ村堰土地改良区とは、現在、協議中であって、そして協定書を結びたいという

お話を聞きましたが、この例えば、実際、工事にかかる期間はいつなのか。すなわち水圧管を

１，３００メートルぐらいいけるわけですが、その水圧管をいけるときの取り入れ口に、実際、

工事はいつからかかれるのかと申しますのは、六ヶ村土地改良区におきましては、４月の中旬

ごろ、役員が出労して、水の取り入れ作業、通常工事を行うことになっているはずです。です

から、今年度中に取り掛かるということを基本に考えてほしいなと思っているわけですが、具

体的な工事への取り掛かり日数等をお聞きしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（坂本伴和君） 
 ただいまのご質問について、お答えをいたします。 
 現在、事務を企画部と私ども生活環境部で進めておるわけでございますが、工事に関しまし

て、まず工事を行うための現地調査、それから実施設計書を作成しなければなりません。それ

につきましては、今年度中に実施設計書を作成したいというふうに考えております。 
 それによりまして、土地改良区の皆さまとか、それから地主の方々との折衝がございます。

それが済み次第ということになろうかと思いますので、実際に工事に入っていきますのは、平

成１８年度になろうかと思います。 
 物理的に、実施設計書が今年度中いっぱいかかるということで、工事自体は、どうしても平

成１８年度にずれ込もうかと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２６番、中村勝一議員の一般質問を終わります。 
 次に８番議員、鈴木今朝和君。 
 鈴木今朝和君。 

〇８番議員（鈴木今朝和君） 
 教育関係について、２つばかり質問をしたいと思います。 
 まず最初に今、中村議員の質問がありまして、私も３月、その問題を質問したわけでござい

ますけど、１８年度からの実施というようなことで、ぜひお願いをしたいと思います。 
 できれば、指導主事ということで、現場の先生をはじめ、それからいろいろな細かい教育の

指導、ぜひ指導主事をお願いしたいと、こういうことであります。 
 さて、今は変革の時代、混迷の時代、これから国際競争時代といわれて、もう久しいわけで

すけど、最近の教育界を取り巻く、いろんな事情を考えるにつきまして、まさにその時代が到

 ４９



来してきたようなことを、体で感じられます。 
 その１つは３兆円を地方へ税源移譲する、三位一体改革の中で、今まで聖域であった義務教

育国庫負担金について、この制度を維持、堅持を明記した上で、国庫負担金を現行の２分の１か

ら３分の１に引き下げたというようなことで、一応、決定というふうなことで話が進んでいま

す。 
 義務教育は国の責任において、無償で誰でもいつでも教育を受け、一定の教育水準を維持す

ることが大切であり、そのために義務教育国庫負担金制度があるわけでございます。最も重要

であり、最も弱い部分に税源移譲を託し、こういう結果になったということは、一抹の不安を

感じております。 
 第２は毎日マスコミに報道されている、小学校の児童を対象とした忌まわしい事件でありま

す。まさに、最近流行語の想定外という言葉がありますけど、思いもしない事件が続いており

ます。 
 昔、安心して楽しく学べる学校、登下校には友だちとれんげの花の中を、鳥の声を聞き、楽

しく通学した、あの平和の姿は、どこへ行ってしまったのでしょうか。市長がただいまも、原っ

ぱ教育の一連の成果を答弁いたしましたが、まさに原っぱ教育、米百俵のまさに時を得たもの

だと思います。これからも、その具体的な施策を大いに期待するものであります。 
 こういう時代背景の中だからこそ、子どもたち一人ひとりの個性を伸ばし、個人として自立

し、たくましく生きる力をつけてやらればなりません。そのために、学校ではきめの細かい指

導が必要となるわけであります。その１つの方策である少人数学級の取り組みについて、質問

をいたします。 
 小中学校の学級の定数については、公立義務教育諸学校の学級編成および教職員定数の標準

に関する法律の規定により、４０人まで１学級という措置が全国一律に今、捉えております。

しかし、この配置基準に従った配置では、各学校の実情、例えば多動児、ＡＤＨＤ、あるいは

ＬＤという学習障害、あるいは不登校の実態、個に応じた細かい指導体制の確立をふまえての

学校職員の組織をつくるには、非常に困難な状態が現実です。 
 ３０人学級の実現については望ましいことなので、いろいろな機会に、国にもお願いしてい

るところではありますが、国も三位一体、地方分権を叫ぶ中、最近では義務教育法を緩和し、

弾力化して各地方自治体の判断で職員を配置してもよろしいというふうに、実際になって、具

体的には山梨でも低学年の小学校の生徒については、加配をしているわけでございます。 
 教育を大きな柱の一つとして、推進しているわが北杜市も、国の施策を待つばかりでなく、

本市としてできることを実施に移したらどうかということの、お考えをお伺いしたいと思いま

す。 
 その１つとして、３０人以上の学級が３学級以上ある学校に市単の教員を少しでも配置して

いただきたい。今、北杜市は先ほど出ましたように、２２校の学校があります。小中で、約

１４５学級という、普通学級だけですけど、あります。 
 その学校全体の中で、１つの学校に３０人以上の学級が３学級以上あるのは、北杜市の中で

小学校４校、中学校３校であります。例えば、須玉小学校３学級、高根西小５学級、長坂小が

５学級、武川小が３学級、高根中、長坂中、武川中は全学級が３０人以上です。これはちょう

ど、境目の学級ということで、２クラスにならないという学級のところでございます。 
 やはり、そういうところ、ほかのところはほとんど、北杜市の中では２０何人という学級数、
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あるいは２０人近所の学級数でございますけど、先ほど言ったような中で、きめの細かい指導

や不登校とか、いろんな中で教育を進めていくには、ぜひとも、この３学級以上が３つあるよ

うな学級には先生たちを１人加配をしていただきたいなということをお願いと、お考えを伺う

わけでございます。 
 すでに、例えばチームティーチングというようなことで、その方法をとりながら、１つの学

級を２人の先生でやる方法もありますし、実際に長野県なんかでも、あるいは山梨の中でも、

かなりそういうことで実施している学校もあります。 
 学習指導要領が目指す、子どもの個性を大事にし、生きる力を育て、充実することは将来に

とって重要かつ緊急の課題でもあります。最近の多様な、いろんな状況の中で、１人の担任の

力では限界があるといわれています。先ほど、教育長がおっしゃったように、教員の中にも大

変な教員も出てくるというようなことで、そういうことも含めて、ぜひ、３０人以上の学級が

３つ以上ある学校には、ぜひ１人の加配をお願いしたいと、こう思うわけです。 
 少人数学級は、いわゆる箱物施設を造るよりも、ずっと、その市の魅力を増すことになると

思いますが、そのへんの市長のお考えを伺いたいと思います。 
 次に北杜市市立図書館の組織整備について、伺います。 
 図書館は生涯学習の場であり、読書はいろいろな情報をとおして、潤いのある心豊かな市民

や文化の香り高い地域をつくるのに、大切な施設であることは言うまでもありません。ご存じ

のように、北杜市には７つの市立図書館があり、他の市町村と比べると、非常に施設的に充実

しています。 
 しかし、合併１年を経て、各図書館の職員の頑張りは、評価に値するものであるが、各図書

館が名実ともに、その機能を発揮しているかどうかということは、必ずしもそうとはいえない

現状であります。 
 北杜市図書館を充実するために、次の提言をし、お考えを伺います。 
 まず第１に、組織の整備でございます。 
 ７つの図書館のうち、１館を中央図書館として、他の６図書館を分館、または地区館として、

全体を１つに組織化し、１つの企業体として運営したらいかがでしょうか。 
 そうした中で、それぞれの特色を持った手となり、足となり、全体としては素晴らしい図書

館が北杜市の中にできるのではないかと思います。 
 次に、その図書館の職員体制についてでございます。 
 現在、図書館の職員は北杜市全体で、３８人で、その内訳は明野が４人、須玉が８人、高根

が７人、長坂６人、大泉金田一記念図書館７人、ライブラリー白州４人、武川２人という内容

でございます。 
 このうち館長が５人で、他の職務と兼務が３名、３名のうち正規の職員が１名、嘱託２名で

ございます。 
 正規の職員は図書館の全体で３名、須玉の図書館に２名、大泉１名ですけど、あとは嘱託臨

時職員が２１人ということ、それからアルバイトが９人です。 
 全体的に司書の資格を持っている人は、１５人の約職員の半分でございます。この職員体制

を見ると、ほとんどの、その運営は嘱託や臨時職員の頑張りでなされているのが分かります。

図書館は、その地域の文化のバロメーターといわれ、図書館をさらに円滑に運営し、充実した

ものにするために、７つの図書館にそれぞれ、あるいは２つに１つか、正規の職員を配置して
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ほしいと思うわけでございます。 
 市長、教育長の考えを伺います。 
 また、嘱託、臨時の職員の中には１０年以上、図書の業務に携わっている人も、何人もいま

すが、そういう人に責任ある役をお願いし、給与面でも考えていただきたいと思いますが、併

せて考えを伺います。 
 以上、私の質問を終わりたいと思います。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ８番、鈴木今朝和議員のご質問にお答えいたします。 
 義務教育は国の責任でということであります。私も国の責任でやってほしいと、機会あるご

とに主張している一人であります。ご理解ください。 
 最初に、少人数学級への取り組みについてであります。 
 義務教育の学級定員は４０人というのが、公立義務教育諸学校の学級編成および教職員定数

の標準に関する法律で定められており、許可権を持つ都道府県は厳格に、この基準を適用し、

４０人までは１学級という措置が全国でとられています。これにより、山梨県では平成１６年

度から４０人未満の少人数学級が輝き３０プランという形で実現しましたが、都道府県単位の

みで市町村の裁量での学級定員の変更はできません。市町村独自の政策判断で、少人数学級な

どに取り組むことは財政的負担があまりにも大きすぎ、慎重な論議が必要であります。 
 ご質問の３０人以上の学級における教員加配でありますが、現在、県の配慮のもと、小学校

にきめ細かな指導、新アクティブ、新任者研修など、各種制度により高根西小学校をはじめと

する８校に２０名が配置されております。 
 中学校でもきめ細やかな指導、小規模中学校、初任者研修などの制度により、市内全中学校

に２０名が配置されております。私も学校教育にかける思いは、非常に強いつもりであります

が、本年度から学校の実態に合わせ、市単独で補助教員７名を臨時的に採用するとともに、す

べての学校に図書館司書を配置したところであります。教育は単年度で成果がでるものではあ

りませんが、これからも教育には意を尽くしていきたいと思っておりますので、ご理解をお願

いいたします。 
 図書館の組織整備につきましては、教育長から答弁いたさせます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 ８番、鈴木今朝和議員の北杜市立の図書館の組織整備についてのご質問にお答えいたします。 
 はじめに組織整備でございますが、現在、市内の７図書館は生涯学習課、社会教育担当に位

置づけられた中で、横並びとなっており、暫定的に須玉森の図書館が７館のとりまとめ役をし

ております。しかし、図書館の重要性に鑑み、機能・充実、ならびに主体性を強化するため、

蔵書数、利用者数、知名度などを勘案する中で、中央図書館を定め、図書館そのものが生涯学

習課から独立した形態となるよう、検討をしております。 
 次に職員体制でありますが、現在７図書館は４名の正職員、２５名の嘱託臨時職員および
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１０名のアルバイトで運営しております。このうち司書資格のある者は１９名です。今後は職

員体制の見直しを行う中で、各館の利用者数や蔵書数を考慮し、必要に応じて司書資格を有す

る正規正職員を配置するなど、運営の充実に努めてまいりたいと思います。 
 なお、嘱託臨時職員につきまして、図書館の組織や人的配置の見直しを行い、業務上の責任

が軽減されるよう努力したいと思っています。 
 なお、給与面においては、財政厳しい折、また他の職種も勘案した中で、当面、従来どおり

を考えております。ご理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ８番議員、再質問はございませんか。 
 鈴木今朝和君。 

〇８番議員（鈴木今朝和君） 
 １つ、経済的に非常に苦しいことは承知しているわけでございますけど、７人の市単の職員

が配置されているというようなことでございますけど、ぜひ、その数を増やしていただきたい

というようなことと、もう１つ、教員の配置でございますけど、例えば高根西小は２９８人で

２４人、長坂小は１９９人で教員が１５人と。それはどういうことで、そんなに差があるのか

分かりませんけど、やっぱり、そういう適正な教員の配置をぜひお願いしたいと思います。 
 それから、図書館の独立ということですけど、これは教育委員会の一ポジションで独立させ

るということですか。そのへんをもう少し、教えていただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 先ほど、市長が答弁いたしましたように、学校教育にかける思いは市長も強いものを持って

いるという中で、７人の市単の教員を現在、１７年度から配置をしてございます。併せて、図

書館の司書教諭につきましては、全校に配置をしたところでございます。学校教育にかけるも

のにつきましては、一生懸命努力をしておりますし、今、再質問にもございましたように、ま

た適正配置という部門で県教委のほうへも、できるだけ多くの配置が可能になるような努力を、

年度末人事で努力をしてみたいと思っております。ご理解をいただきたいと思います。 
 それから図書館の位置づけについてでございますが、今現在は町村合併がされて、まだ１年

というところで、現状、横並びの形で７館が生涯学習課担当の係に位置づけられているという

状況でございますが、教育委員会の中の１つの図書館という課に、条例上の課に位置づけられ

るような形で、今検討をしているということで、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
 ８番議員、再々質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで８番、鈴木今朝和議員の一般質問を終わります。 
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 続きまして、４番議員、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇４番議員（千野秀一君） 
 市長に２つの大きな項目について、お伺いをいたします。 
 本市は県下最大の面積を有しているものの、他の市のような核となる中心街を持っていませ

ん。今は７つ、来年３月には８つのそれぞれの特徴を持った地域の集まりとなります。そこで

８つの光る個性となるわけであります。 
 ほかに例を見ない市全体が均衡ある発展を目指す、そして８つの光る個性を持つ、そのため

には本庁と支所機能を有した地域交流プラザのあり方は、大変重要なものと思います。これが

北杜市型だというようなお考えがありましたら、お聞かせください。 
 地域交流プラザの整備は武川、大泉、白州、小淵沢は新築であり、ほかは改築と、小淵沢の

合併協議会の建設計画書にもあります。このことについては、小淵沢町の町民も期待し、注目

をしていることと思います。そこで、その機能、内容、規模はどのようなものかをお知らせを

ください。 
 また、新築、改築の際には、それを利活用する地域の意見の反映についてもお考えがありま

したら、お聞かせください。併せて、整備年度についても答えられる範囲でお答えをお願いし

ます。 
 とかく、これまでの公共施設の建設には住民の声が反映されていなかったようにも思います。

ちなみに今は、新築の方向ですでに設計に入っているのではないかと思われます武川町の交流

プラザへの住民の意見の取り入れ方というふうなものは、どのような形をとっていたか。それ

も教えていただきたいと思います。 
 次に地域委員会の機能の活用について、お伺いいたします。 
 最初に、これも新北杜市建設計画の中に、地域委員会の活用として明示してあります地域コ

ミュニティーの強化のため、地域委員会を中心とした地域活動により、地域に新しく移り住ん

だ方々と、従来からの住民が形成する地域コミュニティーの活性化を推進するとあります。混

在する現状をいっているものと思いますし、市民総参加の原則でもあり、顔が見える安全な地

域づくりのためには不可欠だと思います。ここに明示してある、その方策については新しい方

法のお考えがあれば、それをお聞かせいただきたいと思います。 
 先ごろ、行政区の再編が動き出しました。その中にご理解、ご協力をお願いしますというふ

うに書いてあります。簡素、効率的、効果的というのは理解もできます。それも重要だと思い

ます。経費節減にもつながると思います。しかし、行政との距離が少し離れることにより、行

政への協力体制、あるいは責任感の希薄化につながることも多少、懸念されます。市の基盤と

なる地区、地域コミュニティーの抱えている諸問題の解決の手助けとなり得る地域委員会の活

用は、市側も真剣にその方策を考えていただき、各地域委員会にご指導もいただきたいと思い

ます。 
 続いて、地域委員会の権限の中に、市が処理する事務に関する事項について、市長に意見を

述べることとありますが、この第４条の各項にこそ、地域委員会の光る地域づくりの根幹だと

思います。多様な団体、人材で構成されている委員会だからこそ、地域の多くの意見が集まる

はずです。委員は住民の声を上申すべく努め、努力する必要もありましょう。また市は、この

機能を広く市民に周知すべきものでもあります。 
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 合併して１年が経ちました。この間、この地域委員会から市に意見が出されましたでしょう

か。もし出されていたとすれば、何件ほどありましたでしょうか。 
 また、その意見が行政に取り入れられた事例がありましたら、いくつか紹介をしていただき

たいと思います。 
 最後に冒頭に申しましたが、光る個性を考えるとき、地域委員会に期待するところは、非常

に大きいものがあります。そんな中、先ほど１８年度地域委員会予算の一律１０％カットは、

財政難とは申せ、わずか２年目であります。今後に不安を感じさせないか、心配をしておりま

す。 
 このことについても、市民に納得できる説明も併せてしていただくことをお願いし、答弁を

お願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ４番、千野秀一議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に地域交流プラザの整備についてであります。 
 地域交流プラザは、それぞれの地域に密着した行政の拠点として、住民サービスの低下につ

ながらないよう、旧町村の役場庁舎を総合支所として存続したものです。進捗予定の地域交流

プラザの機能、内容については交流スペース、地域で必要とする施設、支所機能などが想定さ

れます。 
 しかし、市内には総合支所に限らず、同じような施設が７つの町にあり、類似施設の統廃合

は行政改革の中で、重要な課題となっています。新築を予定する地域交流プラザは、諸般の事

情を総合的に勘案しながら、慎重に検討してまいりたいと考えております。 
 また、新改築の計画が具体化される折には、議員をはじめ、地域住民のご意見を聞く中で、

進めてまいります。 
 次に地域委員会の機能の活用についてであります。 
 まず地域コミュニティーの活性化の推進でありますが、北杜市への転入者の中には、行政区

への未加入者も多く、今までの生活習慣の相違からコミュニティーの形成が図られない地域が

見受けられます。各行政区では各種行事等の活動を通して、住民の連帯感や親近感が生まれ、

地域コミュニティーが形成されておりますが、転入者にはこうした地域活動に拘束を感じてい

ること等が要因で、行政区は加入しないことが考えられます。 
 地域のことは地域で解決する仕組みとして、各町村に地域委員会を設置し、地域を代表する

各分野の方々で構成する２０名の地域委員により、住民と市が協働して、よりよい地域づくり

を進めることとしております。 
 市といたしましても、各行政区の見直し等において、実情を把握し、地域にあったコミュニ

ティー、いわゆる共同体を検討する中で、地域自治の活性化に向けて連帯感のある和の地域づ

くりを進めていきたいと考えております。 
 次に市長への意見の状況についてであります。 
 市議会定例会後に開催される地域委員会への市政報告会、また地域振興費の当初予算使途案
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説明の折、意見をいただいております。全体では５件ほどの意見がありましたが、市政報告会

の質疑の中では、新市建設計画の詳しい事業内容や峡北地区最終処分場の建設計画について、

意見がありました。それらは市政に生かしていく考えであります。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ４番議員、再質問はございませんか。 
 千野秀一君。 

〇４番議員（千野秀一君） 
 簡単にお願いします。 
 住民の意見を反映するプラザを造るときに、そのときに、先ほど言いましたように、実際に

行政側も不必要なものは造らない、あるいは住民もそのことについては理解をしていると思う

んですけども、それを造る、造らないの判断をする前に、各旧町村においては、そういう計画

がなされていたということを、それで住民もそれを期待しているというところがありますので、

市の考え方を事前によく理解をしてもらえるような方策を、これからとっていてもらいたいな

ということと、当然造るんであれば、造るときに、その必要性というふうなことも、住民とよ

く話し合いの中で進めていってもらいたいということを、議会の報告のほかにお願いしたいと

思います。 
 それが１つ、地域委員会から市長に意見を申すことができるというのは、本当に地域委員会

の一番、大切な仕事だと思うんです。それが７委員会の中で、５件あったということなんです

けども、これは市長をはじめ大変苦労して、この難しい時期を乗り越えようとしているときで

すからこそ、この地域委員会をとおして、いろんな意見が活発にあがってきて、市政を担当す

るのにも役立てていく必要があると思うんです。ですからこそ、この委員会から意見がたくさ

んあがってくるような方策というか、呼びかけというか、そういうふうなことを市のほうから

も行っていったらどうかという提案です。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 地域交流プラザについて、再質問をいただいたわけでありますけども、私も先ほどの答弁で

新築を予定する場合は、諸般の事情を総合的に勘案しながらうんぬんということであります。

総合的とは言うまでもなく、議会の皆さんの考え方も聞かなければならない、あるいはまた、

今北杜市が進めている行政改革推進委員会の皆さんの考え方も聞きたい、あるいはまた、市民

の思いや、ときに財政状況等々を文字どおり、総合的に判断して、これを進めていくという考

え方でありますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 地域委員会のあり方、あるいはまた反映の仕方等々については、千野議員の貴重なご指導と

して承っておきたいと思います。ありがとうございます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
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 ４番議員、再々質問ございますか。 
 （ な し ） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで４番、千野秀一議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ２時３０分に再開いたします。 

休憩 午後 ２時１５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時３０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
 ２５番議員、中村隆一君。 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 １２月定例会にあたり、一般質問をいたします。 
 国政では小泉内閣が構造改革の名によって、進めてきた社会保障は医療、年金、介護、障害

者支援で連続的な改悪が強行され、来年度には再び医療の大改悪が狙われています。 
 社会保障とは、本来、人間らしい暮らしの支えになるべきものですが、それが反対に人間の

尊厳を踏みにじるものに貶められています。 
 市政では１２月８日の市長の所信では、平成１８年度の介護保険料見直しについて、現在の

基準額２，４５５円を３，２００円ぐらいになると見込まれると述べ、３割もの引き上げを事

実上、発表しました。また、国保税についても税率を引き上げざるを得ないと、国保税引き上

げを表明しました。 
 市長も引用したとおり、合併協定は被保険者の負担増とならないよう努めるはずではなかっ

たでしょうか。今、市民生活は収入が伸びない中で、支出がかさみ、大変苦しくなっています。

そんなとき、介護保険料、国民保険税、国保税の値上げは許されません。 
 質問に入ります。 
 質問の第１は、介護保険一部改定の実態と市の対策についてです。 
 介護保険導入時、政府はその目的を家族介護から社会が支える制度へ、介護の社会化、在宅

で安心できる介護へ、サービスが選択できる制度へなどと盛んに宣伝しました。施行から丸５年

が経過し、軽度の人の介護サービスの切り捨てになる、施設利用者に大幅な負担増を押し付け

るなど、介護に関わる幅広い団体、個人が批判の声をあげてきた介護保険改悪法案は、今年の

６月に自民、公明、民主の賛成で成立しました。施設入所者などの食費、居住費が今までの１割

負担から全額自己負担になる負担増が、この１０月から実施されました。 
 私は施設入所者の負担の実態を調べに施設を訪問してきました。北杜市内のある老人保健施

設では、今まで１カ月、６万円ぐらいだった人が一挙に４万円もあがり、１０万円になるケー

スがあるとのことで、４万円の年金では払いきれず、家族に重い負担がのしかかっています。

また、ある特別養護老人ホームでは、１０月から平均５千円ぐらいの値上げ、一番上がった人

は１万円ぐらいとのことでした。施設利用者は負担増、施設運営者は減収になり、双方から悲
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鳴があがっています。 
 在宅の人を対象に負担増を抑えるために、自治体が独自の軽減制度を設けた例がありますの

で、２つ紹介します。 
 １つは、東京千代田区ではデイサービス利用者全員の食事と施設利用者の一部の食事、居住

費を対象に、区独自の補助制度を実施しています。 
 ２つ目は、東京荒川区です。荒川区ではデイサービスと、通称リハビリ、デイケアの食費に

ついて、世帯全員が区民税非課税の人を対象に、各施設が定める食費の自己負担の２５％を補

助しています。 
 北杜市でも在宅での国の低所得者対策がない中で、市独自のサービスを行うべきです。市長

の見解を求めます。 
 介護保険改定の全面的実施は、来年４月からとなり、保険料の階層区分、要介護区分などさ

まざまな変更が予定されています。改正を具体化する作業が行われますが、住民にどのような

サービスをどれだけ提供するか、最後に決めるのは市町村の介護保険事業計画です。利用者の

声を生かし、高齢者の支えとなっている介護サービスを充実するような計画が求められていま

す。 
 北杜市でも、お年寄りや障害者が住みやすい町になるように、１つ、制度認定者に関する新

予防給付について。軽度認定者が安心して、在宅生活が継続できるよう、予防の視点だけでな

く、生活支援を含めた新予防給付の検討と、サービス基盤の充実を求めます。 
 ２つ目は、地域密着型サービスについて、介護度や経済力に関わらず、この北杜市で安心し

て暮らしていけるように、地域密着型サービスの介護度、サービスの充実等を介護保険事業計

画に盛り込むべきと考えます。 
 市長の見解を求めます。 
 最後に介護保険料の値上げは、やめるべきです。韮崎市などのように、介護保険料の減額免

除制度をつくるべきです。市長の見解を求めます。 
 質問の第２は、原油高騰からハウスを利用しての花卉栽培、しいたけ栽培農家への緊急支援

の実施を求めることについてです。 
 私は、６月議会で緊急支援を求めましたが、そのときの市長はそこだけ応援できないとの冷

たい答弁でした。原油高騰は高止まりしていて、本格的な冬を前にハウスの暖房代がかさむと

きを迎えました。 
 旧高根町では減反の引き換えとして、花卉栽培農家を募集し、奨励してきた経過があります。

また、旧須玉町のしいたけ栽培は地場産業育成のため、立ち上げのときには、町が補助金を出

して、奨励してきた経過があります。 
 私は先日、しいたけ栽培の現場を訪ね、組合の担当者に話を聞いてきました。燃料代が昨年

の３割増しで、経営は大変だと。でも止めるに止められないと。生産を続けていけば、少しず

つでも最後の返済ができるからと言っていました。組合の担当者は、この緊急事態を乗り越え

れば、花卉栽培、しいたけ栽培は地場産業に成長できると思うと語っていました。私も同感で

す。この緊急事態にあたり、市が地場産業を守り抜く立場に立って、１つ、市の担当者は栽培

農家の現場を訪ね、直接聞いて、対応を考えるべきと思うが、どうか。 
 ２つ目として、ハウスの暖房に使う重油代への補助や、つなぎ資金として無利子融資を斡旋

することや、国保税の減免措置などの経営安定支援を行うことを求めます。 
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 以上２点について、市長の見解を求めます。 
 質問の第３は塩川ダム、大門ダム、水道事業の問題点についてです。 
 はじめに、私は他の議員とともに、１１月１６日に合掌づくり集落の世界遺産で知られる岐

阜県白川村に、この夏、発電を開始した白水の力と名づけられるミニ発電所を研修視察して、

いろいろと考えさせられました。 
 その１つは、９月定例議会で総額４億２千万円余のミニ水力発電に関わる補正予算案に、私

は賛成しました。このことが誤りだったと、今痛感しています。改めて反対の立場を表明しま

す。 
 もう１つは、白川村と北杜市の取り組みの違いを強く実感したことです。白川村ではミニ水

力発電所の建設に、白川村地域新エネルギービジョン審議会の答申を受けて、水車形式の選定

から発電所の施行までの一連の課程に、４年もの歳月をかけて、慎重に進めていました。 
 北杜市が今、進めているミニ水力発電所の建設は、白川村と手順が逆で、はじめからミニ水

力発電計画があり、北杜市エネルギービジョン審議会は、あとから設置され、来年３月に答申

を提出することになっています。 
 北杜市の計画は審議会の答申の前に、計画ありきです。白川村では、計画の段階から公募に

よる応募を繰り返して、検討に検討を重ねてきており、そういうやり方でやってきました。北

杜市は９月に、突然出てきた計画で、多くの債務を抱えている市に、今すぐ必要な施設か、投

資効果など、いくつかの解明すべき点などがあり、無駄づかいを言われても仕方がないもので、

白紙に戻すべきだと考えます。市長の見解を求めます。 
 次に山日新聞の報道では、市役所の担当は旧７町村間で水道料金の格差は時間がかかるが、

少しずつ同一料金の地域を増やしていくしかないと語っていました。小泉内閣による庶民大増

税が強行されようとしているとき、下水道料金値上げにも直接跳ね返る、水道料金の値上げは

すべきではありません。安易な水道料金の統一が値上げにつながらないようにすべきです。 
 武川町、白州町など、ダムの水を使っていないのに、水道料金の統一をするつもりなのか。

合併時の負担は低いほうに合わせるとの約束を守って、水道料金の統一をするつもりなのか。

市長の見解を求めます。 
 そもそも大門・塩川ダム、２つのダムからの水道事業には、根本的に見直さなければならな

い問題点がありました。もともとダムはなくても、湧水を水源とする簡易水道で、維持できる

ものを、望月知事、小沢副知事の県政時代にダムありきで、金丸ダムと揶揄されたダムを維持

するために、過大な水の需要計画に基づいて、責任割り当て水量を各町村に買い取らせて、水

道企業団の会計を維持しようとしたのでした。地域の実情を無視した水量の責任割り当て制は

やめるべきです。 
〇議長（清水壽昌君） 

 中村議員に申し上げます。 
 質問時間が終わりましたので、以降、簡潔にお願いします。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 例えば、長坂町では割り当て水量の４５．７％、明野町では４７．１％しか使用していませ

ん。使う水量の約２倍の料金を払っています。ダムありきの山梨県政の失政のつけを、市民が

払わされてはたまりません。水需要の課題な見積もりは、県が押し付けたもので、割り当て水

量の買い取り制を改め、使った水の量だけ支払うという制度に変えるつもりはないか。県はダ
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ムの設置者として、安全で安い水を確保する責任があります。ダム設置者である県に、応分の

負担を求めるべきではないか。市長の見解を求めます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２５番、中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に介護保険事業計画に、北杜市独自のサービスを加えることについてであります。 
 独自のサービスにかかる費用は、市が負担しなければなりませんので、たびたび同じ議論で

ありますが、財政状況が厳しい折、困難であります。 
 市としましては、国が定めた基準に従ったサービスを提供していきたいと考えております。 
 なお、地域密着型サービスについては、介護保険事業計画の中でお示ししていきます。 
 次に保険料、利用料の減額減免制度についてであります。 
 介護保険料につきましては、今回の改正で現行の５段階から６段階に変わります。今まで以

上に低所得者への配慮がされるようになりました。 
 なお、介護保険に限らず、年金保険、医療保険は相互扶助の精神で行っています。低所得者

に対する減額、減免分は高所得者に上乗せすることになります。保険料の上昇が見込まれる中

で、高額所得者にさらなる負担増をお願いすることとなるため、市独自の減額減免制度の導入

は、現状困難と考えます。 
 次に原油高騰に伴う花卉、しいたけハウス栽培農家への緊急支援についてであります。 
 原油高騰は世界的な問題であり、ハウス栽培農家のみならず、社会経済や市民の日常生活に

も影響を及ぼしており、特定の方への支援は難しいと思っております。いろんな意味で心配は

されます。ハウス農家の実態につきましては、調査をいたしましたところ、花卉栽培農家では

重油単価は２円程度のアップが続いており、花の価格は横ばい状況で痛手である。また、しい

たけ組合では燃料費が、前年度で８万円アップの見込みであるとのことでした。いずれの生産

者も、大変厳しさを強調しておりましたが、状況は厳しいが頑張って乗り切っていきたいとの

ことであり、その意欲、意気込みには頭の下がる思いであります。 
 次に重油代への補助、または無利子融資についてであります。 
 国・県においては今のところ、補助制度創設の動きはありません。この状況下で市単独の救

済措置を講ずることは、他への影響も考えると難しいものと思われますので、今後の国や県の

動向を見ながら対応してまいりたいと考えております。 
 また、現状では無利子融資制度はありませんが、低金利融資制度としまして、近代化資金や

農林金融公庫資金がありますので、ご相談いただければと思っております。 
 次に国民健康保険税の減免措置についてでありますが、条例に基づき生活が著しく困難に

なった方に対しての減免措置は実施しております。 
 次に塩川ダム、大門ダム水道事業について、いくつかご質問をいただいております。 
 まず、水道料金統一についてのご質問ですが、水道料金については、なるべく早い時期に地

域的な統一を図るべきだと考えていますが、水道料金を低いほうに合わせることは、北杜市の

財政状況を考えますと、非常に難しい課題と考えています。 
 なお、来年度には北杜市簡易水道運営委員会を立ち上げ、水道料金のみならず、水道事業全
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般について、協議・検討をお願いすることとしております。 
 次に責任水量制についてですが、現在、北杜市、韮崎市、甲斐市および小淵沢町では責任水

量制により水道水の供給を受けております。この件につきましては、水道企業団の財政計画も

ありますので、現時点では、引き続き責任水量制で水道水の供給を受けたいと考えています。 
 次にダム設置者である県の負担についてであります。 
 大門ダムにつきましては、山梨県が洪水調整の治水ダムとして計画しました。その計画過程

の中で、関係町村が水道用水の供給のため、ダムを利用させていただけるよう、県に要望し、

現在に至った経緯があります。 
 また、塩川ダムにつきましても、計画当初から水道用水の供給も含めた多目的ダムとして建

設されました。さらなる県への負担を求めるには、いささか無理がある感がします。 
 発言の通告がありませんですけども、せっかくですから、ミニ水力について。 
 私は市長誕生のときから、クリーンエネルギーの必要性、京都議定書とかなんとか以前に、

そんな思いを持っておりました。そしてまた、北杜市の特徴に水を売りにすると、こんな思い

でも、議会あるごとに表明してまいりました。 
 そして、もう１つ。いわゆる、いいことだから、啓蒙していくだけでは、事業の決断はでき

ないと。先が見えて、はじめて決断すると。こんな思いも強調してきたところであります。今

回のミニ水力については、そういう思いで決断したところであり、ご理解をいただきたいと思

います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 中村隆一君に申し上げます。 
 一般質問は通告制になっておりますので、通告してある項目にのみ、質問を求めます。 
 注意いたします。 
 これで２５番、中村隆一議員の一般質問を終わります。 
 次に９番議員、浅川哲男君。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 北杜市政の合併前からの山積する課題、難問を抱えながら、人と自然が躍動する環境創造都

市を目指して、７町の個性と特性を生かした新しいまちづくりがはじまりまして、早１年が経

過しました。市長は、財政状況が厳しいあまり、どこへいっても金はないと言い続けてきまし

た。この財政圧迫の要因の一部分は、１１月３０日付けの山日新聞にも掲載しており、多くの

市民は見ており、今後の財政状況は大変厳しいと理解されていると思います。 
 私は、この１年、予算決算の状況、今までの１０カ年建設計画、合併協議会などの経緯から、

私なりにいろいろ検討してきました。財政圧迫の要因は、平成１２年度から合併論議、討議が

はじまりまして、７町の町村長、各議長、関係委員からなる合併協議会で山積する課題や、い

ろいろのものを協議、調整し、平成１６年１１月１日に北杜市が誕生されました。合併前にお

ける多くの公共施設の建設と、合併の協議期間中に各町村とも、駆け込みとも見える類似的公

共施設、いわゆる箱物を借金で数多く建設されまして、その数はなんと２７３施設ともなり、

まさに施設と借金の持ち寄り合併だと思います。 
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 その借金の持ち寄りには、各町村を見てみますと、非常に差がありますが、一般会計で現在、

約４２０億円。特別会計で約５００億円。借金の総額は９２０億円にも達しまして、財政圧迫

となっております。 
 合併後における１０年間の建設計画も、その主な財源は地方交付税、合併特例債等を見込ん

で合併を推進してきましたが、合併特例債はその７０％が交付税に算入されるにしても、借金

は増えるばかりでございます。交付税につきましては、市の執行部は十分承知しておりますが、

国税３税、いわゆる所得税、法人税、酒税の国の歳入総額の３２％の総枠が、地方交付税とし

て全国の自治体に交付されます。合併特例債等が交付税に算入しても、全国の自治体への交付

税の額にはなりません。 
 市長は、この３月の定例議会において、所信表明で聖域なき見通し改革に取り組みをすると

申され、また今定例会の所信表明においても、歳出全般にわたり徹底した見直しを行い、事業

効果や施策の優先度を厳しく精査すると申されました。 
 また、行政改革推進委員会においても、厳しい財政状況の中で起債発行額、いわゆる借金を

抑制し、公共工事費を減少する必要があるという意見が出されているとのことであります。 
 そこで、次の点について質問します。 
 質問の１つとして、新市建設計画の見直しと総合計画の策定についてでありますが、まず新

市計画の見直しですが、合併後における１０カ年建設計画の中で、各町で懸案としている多く

の主要事業は合併特例債を見込み、公共施設、いわゆる箱物等の建て替え改修が計画されてお

ります。大泉町においても、いくつかの箱物建設建て替え等の建設がされており、合併時にお

いて広報で、村民に公表されておりますが、私は各町の箱物などの新築、または建て替えにつ

いては各町の垣根を取り払って、市全体から見た見直しの必要があると、私は思っております。 
 現在、総合計画実施計画策定にあたっての１０カ年計画の見直しと併せて、行政改革推進委

員会からの答申もふまえながら、市民各層の声も聞き、市長の公約である力みなぎる北杜市を

つくるには、まず優良企業の誘致に力を入れ、雇用の促進、また若者の定住と子育て支援策、

それと少子社会の対策、それに教育の振興策、農業・観光の活性化、また生活環境の関連整備

など、市民に直結した施策事業を優先して、北杜市未来の基礎づくりでなるような総合計画を

策定してもらいたいが、市長の考えをお伺いします。 
 次に総合計画の策定についてでございますが、まちづくりのワークショップ参加者を市民か

ら募集して意見を聞き、総合計画審議会で審議するとのことであるが、どのように現在、進行

しているか、お伺いします。 
 次に来年、３月１５日には北杜市に小淵沢町が編入合併となりますが、今後の１０カ年建設

計画の中に主要な事業と特例債等をどのくらい、小淵沢の関係で見込んでいるか、お伺いしま

す。 
 質問の２として、谷戸城ふるさと歴史館の開館の見通しについてでございますが、本館は合

併に伴う建設計画により谷戸城ガイダンス施設と現資料館の機能を併せた谷戸城ふるさと歴史

館を合併前の平成１５年から着工し、平成１７年４月には完成、開館する計画でありました。

補助対象の１階ガイダンスの部分の建築は完了しておりますが、計画の館全体の完成には、そ

の財源、約１億７千万円、一般財源でこれは税金が必要であるとのことと、現在では利用方法

が未定であるということで、１年を目途に工事を先送りすることにして、執行部におきまして

は、地域委員会等に理解を求め、説明がされました。 
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 市長は、その利用方法については、非常に苦慮していると思いますが、市民、また町民、ど

のように利用されるのか。また、いつ開館の運びになるか、非常に心配しておりますので、今

後の見通しについて、市長の考えをお願いします。 
 質問の３といたしまして、図書館の運営についてでありますが、まず図書館協議会について

でございます。 
 条例、規則では図書館協議会を教育委員会におき、館長の諮問に応じて、図書館運営などに

ついて協議することになっていますが、その協議会の内容と運営など、協議がどのようにされ

ているか、教育長に伺います。 
 次に大泉金田一春彦記念図書館の名称変更でございますが、本図書館は故金田一春彦先生よ

り、貴重な図書など約２万点余の寄贈を受け、平成１０年７月より開館しました。また、本年

は故金田一春彦先生の執筆原稿、蔵書など約８千点の寄贈を受け、そのうち２千点が整理され

まして、館全体の拡張が必要となったために、本年度予算で児童館併設の部屋および館内外の

小整備が充実されまして、現在は蔵書など８万点が貸し出しできるようになっております。 
 開館以来、北海道から沖縄まで、全国各地からと、また北杜市の議員も何人かが地域の方々

と視察に訪れております。蔵書などの利用者も、非常に増えてございます。まさに全国に誇れ

る図書館であると思います。 
 大泉金田一春彦図書館の名称を、北杜市にふさわしい、また全国にふさわしい名称に条例改

正をしたらと思いますが、市長の考えをお伺いします。 
 次に中央館の位置づけについてでございますが、市の図書館条例、規則には中央館の位置づ

けについて、なんの定めもありませんが、現在は各町持ちまわりでということで、運営されて

おりますが、新市になって中央館の位置づけについて、速やかに調整する内容であるというの

で、私は３月定例会におきまして、中央館の位置づけについての経過に疑問を持ち、市長に質

問しました。そこで市長は、金田一春彦記念図書館は、北杜市が最も誇れる図書館の１つであ

るので、利用状況、その他、客観的な情勢を見ながら、できるだけ早く、検討したいという答

弁がありましたが、どのように中央館の位置づけについて、市長は考えているか、お伺いしま

す。 
 以上、質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ９番、浅川哲男議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に新市建設計画の見直しと、総合計画についてであります。 
 これからの地方自治体は、しっかりとした行財政改革をして財政面での自立を図っていかな

ければなりません。本市は７町村が合併したため、類似した公の施設が多くあります。そこで

現在ある施設の見直しをするとともに、指定管理者への移行、また新市建設計画の中にある主

要事業についても、今、策定している行政改革大綱の中で見直しをしなければならないと考え

ます。 
 次に総合計画の策定に際し、市民の意見を聞くため、北杜市まちづくりワークショップ委員

の募集をしたところ、１７名の応募がありました。このほか、各種団体等からの委員も含めて
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構成する予定です。 
 このワークショップでは、新北杜市建設計画にある４つの施策体系、８つの個性が光るネッ

トワーク都市、自然と暮らしが調和する環境共生都市、水と緑と太陽を生かした交流産業都市、

地域で育む生活文化都市についてのご意見を伺うことになります。 
 次に新北杜市建設計画は、平成２６年度までの１０カ年間を計画期間としております。この

計画は７町村が合併したときに作成した、新市建設計画を基本とし、小淵沢町の総合計画の内

容や住民の意向を加味した内容となっています。 
 また、平成１８年度に策定予定であります北杜市総合計画の基本となるものであり、国・県

の補助金、合併特例債、過疎債などの財源を見込んだ計画でもあります。 
 小淵沢町の主要事業といたしましては、町道西１級１６号線改良、中学校の改修、小淵沢駅

前周辺整備、公共下水道事業などが計画されております。 
 北杜市でも、さまざまな事業が計画されておりますので、事業内容を精査するとともに、必

要性、優先度、効果を十分検討し、計画的な事業執行を図ってまいります。 
 なお、北杜市としての合併特例債の総額は１０年間で２７７億円を見込んでおります。 
 次に、谷戸城ふるさと歴史館の開館見通しについてであります。 
 旧大泉村の計画では、平成１７年４月に開館する予定でありましたが、北杜市として、どの

ような利活用を図るかの課題もあり、工事を１年延期したところであります。 
 谷戸城のガイダンス部分につきましては、当初の歴史館を建設する目的でもありますので、

平成１８年度内には展示部門を完成させ、平成１９年４月から開館する予定であります。しか

しながら、その他の部分につきましては、いまだよい利活用の方法が決めかねているというの

が実情です。これらの内容は先日、文化庁の調査官が来庁した折、説明をし、ご理解をいただ

いたところであります。 
 現在、郷土資料館運営協議会のご意見もいただいておりますし、さらに行政改革も考慮する

中で、本市にとって、よりよい利活用の方法を総合的に検討してまいりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 
 次に図書館の運営についてのご質問にお答えいたします。 
 まず、大泉金田一春彦図書館の名称変更についてであります。 
 この図書館は蔵書数において７図書館全体の２８％、貸し出し冊数も４０％を占め、また開

館時間も一番長く、年間開館日数においても一番多い状況であり、最も多く利用されておりま

す。また、故金田一春彦先生の貴重な寄贈図書が多数整備されていることから、県内外にも広

く、その名が知られ、北杜市を代表する図書館といえます。北杜市にとって、また全国に誇れ

る施設の１つであります。 
 したがって、名称においても大泉金田一春彦図書館の地域的な部分である大泉を取り、金田

一春彦記念図書館に名称変更することを考えております。 
 次に中央図書館の位置づけについてであります。 
 先ほど、鈴木議員も同じ思いで質したと承知しておりますけども、大泉金田一春彦記念図書

館は、先ほど言いましたとおり、蔵書数、利用者数、知名度、また開館時間や図書スペース等、

どれをとっても充実しています。このようなことから、中央図書館は大泉金田一春彦記念図書

館を中心に、教育委員会で議論をいただき、早急に結論を出していただきたいと考えておりま

す。 
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 図書館協議会については、教育長から答弁いたさせます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 ９番、浅川哲男議員の図書館協議会についてのご質問にお答えいたします。 
 図書館協議会の委員は、各地区７町からそれぞれ１名ずつ選任され、７名で構成されており

ます。今年の４月に委嘱してから、市内の７つの図書館の視察研修を含め、これまでに２回の

協議会を開催し、その中で人的配置や他の市町村の蔵書、資料費の比較などから、組織を見直

し、市民サービスの充実を図ることが必要との提言がされております。提言を尊重し、組織の

見直しを検討していきたいと考えております。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ９番議員、再質問はございませんか。 
 浅川哲男君。 

〇９番議員（浅川哲男君） 
 まず市長の答弁で、新市の建設計画の見直しと総合計画の策定について申されましたが、何

か応募したところによると１７名ということですね、一般は。それで、１７名はいいですが、

各町平均に出ていればいいけども、どんな状況か。それと、もう１つは、この１０年、長期計

画と同時に、今までつくった１０年間の見直しをするんですから、非常に大事だと思います。

そして、今まで１０年間の建設計画は、本当に合併前に町民や市民と膝を交えて検討したかど

うか疑わしい面がございます。 
 合併ありきで、合併の日を決めて、どんどん事務局でやってきて、それはそれで、現在でや

むを得ませんが、今後の策定にあたっては、そういう急ぎでなくて、大事なことでありますの

で、もっと多くの方と、そしてもうちょっと、市の状況を説明した中でこうだという意見を、

ぜひ聞いて、いい計画をつくってもらいたいと思います。 
 ただ、こっちで事務的にこうやって、こう示すも結構だけれども、もっとおおぜいの意見を

このガイダンスですか、ショップの参加者とか、そのほかにも各町へいって、中間において、

現在、こういうようになっているけども、どういう計画がいいとか、おおぜいの市民の声を聞

いて、いいものを造っていただきたいと、こんなように思います。それについて、お願いしま

す。 
 そして、次に小淵沢が早速、合併に入るわけですが、この間の新聞を見ると、小淵沢でも非

常に駆け込みではないと思うけれども、新聞において、いろいろの３０億円のうち、１２億円

はあれで、１８億円はこっちの金を予定する、そのほかに学校の建て替え、なんかいろいろ予

定されて、まちづくりに意欲があるのは、結構だけれども、駆け込み的とか北杜の財政をみな

いで、どんどん計画されても困るなと思うんですが、そこで借金はどのくらい抱いて、持って

くる予定ですか。現在、わかっているのは。それも教えてください。 
〇議長（清水壽昌君） 

 浅川議員に申し添えます。 
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 質問時間がなくなりましたので、ご承知おき願います。 
〇９番議員（浅川哲男君） 

 では簡単に、谷戸城の資料館のあれで、非常に苦労しているんですがね、自分で北杜のいろ

いろなところを歩いてみると、各町に乗鞍だかなんか、いっぱいあって、あそこへ持っていっ

たらどうかという声も聞いておりますから、７町の資料館をぜひあそこへ、検討してみてもら

いたいと思います。 
 よろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 企画部長。 

〇企画部長（坂本等君） 
 先に、私のほうからはワークショップの応募の状況につきまして、申し上げます。 
 応募を募りまして、締め切りをいたしましたところ、１７名という状況でございまして、予

定した方、一般の市民の方の応募は、もう少しあってほしかったというところも感じておりま

す。そんな関係で、この方たちは、これから、市の総合計画の策定の中の、いろんな細かいと

ころの分野についても、ご意見をいただくような市民の方のご意見をいただくという、そうい

うことをお願いするつもりでおりまして、今のところ、人数はもう少し増やすような形の中で

いきたいと思っております。何人かという想定は、まだ、全部固まっておりませんが、５０名

近いような方たちには、北杜市の中から一応、なるべく均衡を保つような中で、これから人選

をしていきたいと。 
 その組織を立ち上げる中で、また総合計画の一番合併当時に見ていた見方と、合併した現在

における、また見方では状況も、また多少の時代も違っていると思いますので、その見方をし

ていただくような方々の集まりということで、今、検討していただいております。 
 ワークショップの関係については、以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 今、企画部長のご説明したとおりでありますけども、基本的には合併のときの合併建設計画

は尊重していきたいと思います。また、当たり前の表現かもしれませんけども、見直しをする

ことは見直していくというのが、基本的な考え方であり、それらを今回、諮問する委員会の中

で議論していただければと思っております。 
 それから谷戸城ふるさと歴史館のお話でありますけども、１年間、執行は執行なりに、なん

とか利活用はできないかという研究してまいりました。いまだ定まらないというのが、先ほど

答弁で答えたとおりであります。 
 しかし、文化庁の補助事業でもありますから、先ほど説明したとおり、なんとか１８年度中

（１９年の３月）までには、これをその部分だけは開館することを、この間、約束したところ

であります。 
 今、浅川議員がご指摘のいろんな意味での北杜市の諸施設の統合の問題でありますけども、

埋蔵文化財みたいなものは、現地現場主義のほうがいいような気がします。その他の資料につ

いては、あまりこだわる必要がないと思いますので、そのへんの問題も、一つの検討余地はあ
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ると思いますが、これもまた本音であります。地域バランスを考えながら、それらの施設の統

合も考えていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 もう１点、小淵沢町との合併に関わる、現在の小淵沢町の計画についての考え方をお願いい

たします。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 それは先ほど、私言いましたとおり、北杜市７カ町村も合併に伴う建設計画を立ててきたわ

けであります。これも尊重しながらも見直しをしなければならないということですので、今こ

こで小淵沢町を目の前にして、あなた方の計画はとは言えないわけでありますけども、いずれ

にしましても、小淵沢町のふるさとづくりのために、いろいろ建設計画は立ててくるわけです

ので、これを尊重しながら、また議論していきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで９番、浅川哲男議員の一般質問を終わります。 
 次に２８番議員、小林忠雄君。 
 小林忠雄君。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 私は２点について、お伺いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 まず、生涯学習宣言都市に向けてという題でございます。活力ある都市づくりの創造は、市

民の理解と協力に加え、市民、行政ならびに市民サービスの向上に専任し、市民と行政が一体

となって相互理解と協力によって、よい都市づくりができるものと考えております。 
 その中にあって、市民生活に密着した社会教育、社会体育に取り組み、実践して活力あふれ

る都市づくりができるものと考えているものであります。 
 さて、市政発展に向けて、独自の進むべき指針として、１つの大きな柱が必要ではないかと

考えるわけであります。地域で市民が一体感を持って、活力ある生活を送るためには、地域の

教育力の向上は欠かすことができないわけであります。 
 そこで社会教育、とりわけ公民館活動は住民のために公民館法によると、生活に即した教育・

学術・文化に関する各種の事業を行い、住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与する。大変広い目的を持っているわけでございます。

中身は当然、市民生活に直接関わる事業展開をすることとなるわけであります。 
 さて、公民館は各集落ごとにありまして、地域の中で共に学ぶ活動拠点として利用されてお

ります。その指導・助言については、現在、各旧町村、新しい町に教育センターが設置され、

その指導のもとに、対象者は幼児から高齢者まで幅広く活動になっております。 
 教育センターには、専任の青少年育成カウンセラーも設置されております。また、学校５日

制に伴う事業の推進、ならびに事業の実施にあたっては、教育センターの地域に対する役割は

大きいものと思っております。 
 山梨県は、全国でも有数の公民館が設置されております。その活動も活発でありまして、北

杜市も同様であります。さらにこれを充実強化させることこそ、市民の活力うんぬんでありま
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す。少なくとも、活動を後退させることなく、今後も充実した社会教育施策を前進させ、誇れ

る北杜市であるよう、生涯学習宣言都市の実現に向けて、体制づくりが必要ではないかと考え

るので、その方法を伺うものであります。 
 第２点でございます。第２点は、本庁と総合支所のあり方についてでございます。 
 総合支所は各町に市民の相談、要望、苦情など、市民生活に密着した窓口として理解されて

おります。しかしながら、業務が本庁に属するものも多くありまして、市民が相談や要望など

の際、往復しなければ解決できない状態で、不便で困るというような話が、よく耳に届きます。

そのような声を聞いているか。また、そういうことがあって、改善策は講じているか伺いたい

と思います。 
 総合支所は地域の情報を把握しておりまして、市民が安心して直接相談できる窓口として、

極めて重要な業務を果たしている役割は大きいので、存続を強く望むものであります。市民が

不便を被ることがあってはなりません。市民サービス向上のため、総合支所と本庁との連携を

密にすることはもちろん、予算執行権を含めた見直しをすべきと思いますが、見解はいかがで

しょうかということでございます。 
 以上をもちまして、私の質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林忠雄議員の本庁と総合支所のあり方についてのご質問に、お答えいたします。 
 本庁と総合支所の事務分掌につきましては、本年４月に見直しを行い、工事関係については、

基本的に本庁で行うこととしたところでありますが、その他の事務事業については、総合支所

においても対応しているところであります。また、事務決済規程で収入および支出に関する事

項の決済は、本庁の部長と総合支所長は同じ権限を有しており、相互に連携をとりながら事務

執行をしているところであります。 
 窓口相談につきましても、ＩＰ電話により、本庁と各総合支所および教育センターとも通話

できるシステムとなっておりますので、迅速な事務処理ができる体制は整っていると思ってお

ります。今後も職員とともに、市民の目線に立ったサービスに努めてまいる考えであります。 
 いろんな形で、この議会あるごとに、議員からは支所と本庁のあり方については、ご指摘い

ただいておるわけでありますけども、この問題もできるだけ早く解決していかなければならな

い問題だとは、承知いたしております。 
 生涯学習宣言都市については、教育長から答弁いたさせます。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 ２８番、小林忠雄議員の生涯学習宣言都市に向けてのご質問にお答えいたします。 
 公民館は実生活に即する教育、学術および文化に関する各種の事業を行い、住民の教養の向

上、健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが社会教育法に定められて

おり、７つの教育センターでも地区の要としての公民館機能を担う中で、生涯学習事業を展開

 ６８



するとともに、各分館事業への指導・協力にも対応しております。 
 しかし、同じ公民館分館活動においても、７地区では事業内容や事業量に差があるため、現

在、公民館分館連絡協議会を設置して、公民館事業についての情報交換や研修を行い、より地

域の分館活動が活発になるように努めております。 
 特にこの協議会の中では、地域に根ざした事業を行っていくために、地域が主体性を持ち、

また必要な経費については、受益者もある程度負担していただき、地域住民自らが自主的に行

う活動を提唱しています。 
 今後、市全体として行う学習活動と各教育センターを中心とした地域事業の連携を図りなが

ら、市民自らが学習内容を企画し、そして実践していく住民参加型の生涯学習宣言都市実現に

向けて努力をしていきたいと考えております。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ２８番議員、再質問はございませんか。 
 小林忠雄君。 

〇２８番議員（小林忠雄君） 
 まず、生涯学習宣言都市に向けてですが、まさに教育長のおっしゃるように、これは行政に

おんぶするとかでなくて、自主的にするのが、これは当たり前でございます。そのほかに足り

ない部分を行政のほうからお手伝いをいただくと。これが当たり前のことではございますが、

やはり今の状況を見ますと、合併して１年経って、市民の間からは、いろんな面で閉塞感とい

いますか、そういう声をよく聞きます。このあと出てきますけど、サービスのあり方について

は、私は必ずしも、そういうことがあるよではなくて、大変スムーズにいったという例もござ

いますので、この点は含めていただきたいと思います。 
 そういう中で、やはり１年間とった中では、そういうふうな閉塞感を持っていることも事実

でございます。そこで、やはりわれわれは、地域の活力を一層、向上させるために、そういう

地域の教育を高めるようにしなければならない、かように思っているところであります。 
 先ほど、教育長のほうから大変、あり方について、一言でいえばバラツキがあるというよう

なお話でございましたが、そのような声も聞いております。できるだけ高い水準に合わせるよ

うな形で、活力を生むように一つ、お願いしたいなと思います。 
 総合支所のあり方につきましても、どちらかというと、本庁中心的な今、考え方だと思いま

す。先ほど、市長から答弁いただきましたけども、総合支所の権限とかについても、本庁の部

長と、まったく同じでございます。決済権限も同じでございます。それはよく、私も承知して

おります。その総合支所は、旧町村にあったわけで、今、そういうことで各町にあるわけです

が、やはりそこは、非常に市民にとっては、大変な拠りどころ、支えではないかと思います。

いろんな相談ができると。そしてまた、総合支所の職員も、市民もよく知っておりますから、

非常に相談しやすいということで、できるだけ、ここについては、そういう決済権限とか処分

分掌とかは、ともかくとして、非常に強く、そのへんを求めて、私どもも、そんなふうに思い

ますので、総合支所も本庁と同じように、同じようにといいますか、市民の感覚が総合支所の

ほうがやや弱いような感覚を受けられないように、ひとつよろしくご指導をお願いしたいと思

います。 
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 以上で、私の質問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 それぞれの生涯学習につきましては、先ほども答弁させていただいたところでございますが、

ご指摘のように、まだまだ、それぞれの地域によっての活動内容の温度差はあるやに感じてい

る部分もございます。そうした中で、先ほど申し上げましたように、公民館分館連絡協議会を

十分に活用して、それぞれの連携を図り、そしてそれぞれの公民館活動が活発になって、市民

の多くが生涯学習宣言都市にふさわしい活動ができるように、これからも努力していきたいと

思います。ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 支所権限につきましては、要望ということでよろしいですか。 
 （はい。の声） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２８番、小林忠雄議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 ３時５０分に再開いたします。 

休憩 午後 ３時３９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時５０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
 １９番、保坂多枝子君。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 以下、２点について質問させていただきます。 
 安心で安全な生活を過ごすことが、大変難しい時代になってきました。凶暴な事件も多発し

ており、また口先一つでだまされてしまう事件まで考えていきますと、被害は莫大な数に膨れ

あがっています。 
 特に高齢者や幼児など、体力もなく、素早い行動が取りにくい人たちが、どうしてもターゲッ

トになってしまいがちであります。お宅の屋根は、もう老朽化しているから、修繕したほうが

よいとか、シロアリが土台を食っているおそれがあるので点検させてくれ、消火器の取り替え

時期がきているなどと訪問し、不安を募らせた上、必要のない工事や購入をさせたり、家人の

失態や事故をまことしやかに伝え、高額の金銭を振り込ませるなど、実に巧妙で用心に用心を

重ねていても、つい、その手口に乗ってしまい、被害にあってしまうわけであります。 
 ＣＡＴＶや広報などで警告していただいてはおりますが、これこれこういうことが起きてい

ます、気をつけてください、連絡は何々までということだけではなくて、もう少し、具体的に

対応ができる方法を示すことが必要ではないかと考えます。 
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 また、ここ幾日の間に幼い子どもたちの命が奪われていく事件が起きています。この世で最

も尊く、大切にしなければならないはずの命の代償は、単なる憂さ晴らしであったり、自己本

位の興味のためであり、この悲しい事件には心痛むばかりであります。こうした意見を未然に

防ぐために、早急に対策を講ずることが大切だと考えます。 
 教育現場では警察を交えての父兄への説明や話し合いを行い、登下校に際して、父兄の見回

りも行われておるやに聞いております。また、このたび、地域ぐるみの安全体制整備推進事業

として、２名のスクールガードリーダーが委嘱されておりますが、とっさの場合に対応できる

ようになることが、何より大切なことであります。 
 こうしたことから、危機管理に関するマニュアルや通報方法などを整備するとともに、警察

や教育施設、福祉施設、地域住民、行政などが連携して手口や、だまされない方法、的確な対

応方法をきめ細かく指導するとともに、福祉祭りなど、また子どもに関する行事など、市で主

催する事業の中に取り入れて、地域ぐるみでの安全対策を推進していくことが大切だと考えま

すが、市としての取り組みについて、お伺い申し上げます。 
 ２点目といたしまして、廃棄物の量は各自治体の努力にもかかわらず、減少させることは容

易なことではありません。また、その種類も多様化し、その処理には多くの費用と労力を要し

ております。その中には、まったくの廃棄物もあるわけでございますが、新品同様のもの、ま

た再生可能なものも、かなり含まれております。 
 生活の中で、使用期間が短いため、不要になったり、すでにあるものが重複してしまい、使

えなくなってしまったものが、収納しきれず、ゴミとして出さなければならないケースもあり

ます。物資にあふれ、修繕するより買ったほうが安いなどという、経済社会の中で、使い捨て

文明が横行していたわけでありますが、ゴミの減量化は現在社会において、大きな課題となっ

てきました。安易に捨てられるゴミは、臭気や腐敗などの問題もありますが、自然に返るもの

は、まだよいとしても、そのままで残ってしまうわけであります。 
 やがて、地下汚染、水質汚染を起こし、可燃処理をすることにより、大気汚染、また引いて

はオゾン層の破壊など、少しずつ、私たちを取り巻く自然環境を破壊していくわけであります。

京都議定書によりＣＯ２の削減、地球温暖化防止が叫ばれている中、ゴミの減少化は、私たち

に日常できる身近な解決策の１つであると考えます。 
 そこで、いらなくなった人と必要とする人との情報交換の場を提供することにより、ゴミを

減らすことができ、物を大切にすることが理解され、提供者・利用者とも相互によい活用が期

待され、望まれることが考えられます。 
 情報の受け付け、情報誌の作成のみ行政で行い、市役所や支所、主な公共機関等に配布し、

相互に交換する方式であれば、行政としての負担も少なく、ゴミ処理、資源の利活用としての

観点からしても推進すべきと考えますが、市長の所見をお伺いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 保坂多枝子議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、安全で安心な暮らしの確保についてであります。 
 ご指摘のように、悪質なリフォーム工事や訪問販売などが横行しています。市では、これら
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の情報が寄せられた場合には、防災無線による注意の呼びかけや広報誌による注意を促したり、

また、駐在所だよりでも広く啓蒙をしているところでありますが、言葉巧みな商法により、被

害にあう方がおられます。 
 特に高齢者が被害にあう傾向にありますので、高齢者学級などを通じて、被害にあわないよ

う指導をしてきたところであります。さらに北杜市消費生活研究会においても、県の消費生活

センターから講師の派遣をいただき、悪徳商法の対策について勉強会を開催し、受講者はそれ

ぞれ地域において、高齢者等に伝達していただけるよう、お願いをしたところであります。 
 また、先般、広島・栃木両県で、下校中の子どもたちが被害者となる、誠に痛ましい凶悪事

件が発生し、児童生徒を取り巻く治安の悪化が憂慮されております。市では防犯ベルを貸与す

るとともに、日ごろから児童生徒、保護者に対して不審者情報、通学路の点検など、指導をし

てまいりました。子どもたちが安心して教育が受けられるよう、本年１０月に県教育委員会よ

り、スクールガードリーダー２名の委嘱をいただき、通学路の定期的な巡回、不審者情報など

の提供を行うなど、一層の警戒を強化しているところでありますが、登下校時の安全が確保さ

れたとは言えない状況であり、今後も警察、学校、保護者、地域住民と連携、協力し、犯罪防

止に全力を挙げてまいる考えであります。 
 長坂警察署は、数年前からステッカーで、「向こう三軒両隣｣をスローガンに地域の連帯感を

呼びかけております。治安の悪化や環境を守るために、市民等しく団結して、目を光らせたい

ものであります。 
 次に不用品の利活用についてでありますが、循環型社会を形成する上から、不用品の再使用

を推進することは、重要な要素であり、ゴミの減量化や資源の有効利用の観点からも重要であ

ると考えております。北杜市でも、いろいろのイベント、収穫祭だとか、ふるさと祭りが行わ

れます。そのときに、この間の武川の米米祭りにおいては、リユースときにまたデポジット等々

が順に住民の市民生活に溶け込んできているような気がしますけども、さらにこのような啓蒙

運動、市民へのアピールをしてまいりたいと思います。確かに、その現場を見ていると、その

ものは小さな運動であるかもしれないけども、大変大きな意義を感じるところであります。行

政としても応えていきたいと思います。 
 以上、答弁に代えます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １９番議員、再質問はございませんか。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 非常に安全ということに対して、いろいろな配慮をしていただいているということが、よく

分かりましたが、この安全という、何々がどうだという文章ではなくて、具体的な例というも

のを示さないと、その場で対応できないということがたくさんございます。特に先ほど申し上

げましたように、子どもだとか、高齢者の方というのは文章で読んで、それを理解するという

ことが、なかなかできかねます。例えば道で声を掛けられたとき、車に乗った人に道で声を掛

けられたときに、ドアの前に立っていれば、ドアを開ける瞬間、その不審者と子どもさんが接

触するというふうなことは防げます。うしろになってしまうと、そのまま車に連れていかれる

というふうな、具体的に子どもさんに示せるようなもの、そして、高齢者の方には、一例を挙
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げますと、今、電話が非常に感度がよくなっておりまして、長電話をしていると、その家の状

況が分かってしまうだとか、昔は電話になるときは、自分の名前を名乗るというふうなお話を

しているんですが、今はもう名前を名乗ること自体、危ないんだというふうなことを聞いてお

ります。 
 そんなことを実際に、体験ができるような、実際にその場に役立つような方法の示し方とい

うのが大事ではないかと思います。非常に文章で、何かということで、周知ということを非常

に図っていただいてもおりますが、もっともっと具体的に、その場で対応できる、その場でな

んとかできるというふうな方法を考えていただけたらと思っております。 
 そして、この北杜市におきましては、先ほど防犯ベルを貸与ということを聞いておりますが、

非常に人家が少なくて、防犯ベルが鳴っても聞こえないというふうなところが懸念されます。

これは非常にお金もかかることで、今からぜひ検討していただきたいというところなんですが、

今、ベルを押しますと、保護者のほうに連絡がいくというふうな電話ですか、携帯電話のよう

なものができています。特に畑だとか田んぼだとか、山の中を通っていくような部分が多い、

この北杜市におきましては、防犯ベルでなくて、そういった直接保護者のほうに連絡がいける

ようなものを考えていただけたらと思っております。 
 そして、先ほどのスクールガードのお話なんですが、そこで出ました案の中で、例えば街路

灯をつけるだとか、それからここの樹木がちょっと危ないから、切っていただいたらというふ

うなことが、提案されました場合、行政としては、どんな形で対応していただけるのかという

こと、以上３点、お聞きしたいと思います。 
 それから、別の観点で先ほどの不用品の利活用というところでお願いしたいと思いますが、

先ほど、私が申し上げましたのは、不用品の情報コーナーという部分で考えていただけるかと

いう質問をさせていただきました。非常にゴミに対しての考え方というのが、今までなかった

ものですから、ボランティアで不法投棄の連絡員なんかも募集されているようでございます。

そして、なぜ、こんなに不法投棄が多いかという意味の中に、それを処分に困っているという

観点が非常に大きいと思われます。それで、ぜひ情報誌なり、不用品の交換の場をつくってい

ただきたいということで、大きく分けまして２点、４点ほど質問させていただきます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 具体的に安全に対する文章といいましょうか、肌身で教える必要があるではないかとか、あ

るいはまた通学路といわず、暗いところの樹木の問題だとか、特にベルの問題とか、いろいろ

ご指摘していただいたわけでありますけども、率直に言って、日本は治安だとか教育は世界に

１、２で誇れると、誰しもが思っていた状況でありました。いろいろ見て、わがふるさとでも

治安の問題が、そこまで心配の議論をしなければならないのかなと心配をいたしているところ

であります。 
 いずれにしましても、安心・安全で暮らせるような環境づくりは末端行政の大きな役割であ

ると思います。私も市政推進の政策の柱に、安心、安全で明るい杜づくりは大きな柱にいたし

ているところでありますので、警察といわず、防犯関係者といわず、学校当局といわず、これ

から協議しながら、それぞれに対応していきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思
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います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 不用品の情報コーナーの設置について、答弁をいただけますか。 
 生活環境部長。 

〇生活環境部長（坂本伴和君） 
 不用品の情報コーナー的なものを設置したらいかがという、ご質問でございます。 
 ご指摘の不用品の活用につきましては、これからどのような形で取り組みが可能かというこ

とで、いろいろな先進事例もあろうかと思いますので、そのような先進事例を参考にした中で、

前向きに検討していきたいというふうに考えております。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １９番議員、再々質問はございますか。 
 保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 検討いただけるというご答弁をいただきましたが、検討という部分で、なかなか進まない部

分がございまして、この安全には今、コストがかかってしまうような時代になりました。非常

に大事な事件でございまして、よその話ではない、もう明日、あさってには自分の身のまわり

で起こってしまうのではないかというふうな危惧を覚えるところでございますので、早急な対

応ということをお願いしたいと思います。 
 それから、先ほどの情報誌のほうでございますが、非常に残って困る、処分に困るという部

分で、ついつい捨ててしまうというふうな意見をたくさん聞いております。捨ててしまうのは、

本当に悪いことだと思いつつ、処分に困っている。そして、これは民間のほうでなんとか動い

ていけばいいんではないかという話もありまして、そのお互いに情報交換をしていく部分があ

るんですが、なかなかそれが広がらないという部分もあります。それで、ぜひ市のほうで検討

していただきたいというふうに思っておりますので、それに対して、ちょっとお答えをいただ

けたらと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 保坂議員は、いろいろの活動をされておりまして、いろいろご指摘をしていただいて、うれ

しくも思いますけども、私もよく機会あるごとに言うんですけども、言ってみれば、基本的に

は自分でやる、自立感が必要であります。でも、今までなんとなく自立できないのは、公助と

いう言葉を私はよく言うんですけども、公に頼ったところもたくさんあったと思います。でも

公に限界があるから今度は共助を、もう一つ共に助け合うと。自助、公助の間へ共助を入れて、

いろいろやってもらわないと、行政が行き詰まりそうだということで、ときにボランティア活

動の重要性やら、ＮＰＯ法人に対する期待やら等々もあるわけであります。 
 そういった意味の、いろいろな意味の情報誌だとか、さっき言ったような話についても、と

きに、私たちのふるさとは私たちで守っていく、育てていくという意味からすれば、決して行

政が逃げるということではありませんけども、自助、公助、そしてもう１つ、そこに共助とい
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う考え方も入れていただいて、ともども、そんな時代に対応していきたいという思いでありま

す。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１９番、保坂多枝子議員の一般質問を終わります。 
 続きまして、１６番議員、小林元久君。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 里山対策はということで質問いたします。 
 北杜市が誕生し、１年が経過し、厳しい財政状況の中、市民の目線に立って計画を実行して

きたと思います。われわれ議員も定例会のたびに、市政に対し、意見等述べてきました。平成

１８年度に向けた取り組みを、ぜひお願いしたく、里山対策について質問いたします。 
 県内でも広大な面積を持つ北杜市は、人と自然が躍動する環境創造都市を目指し、先人・先

輩が育てた緑豊かな大地を大切に、山林資源を守るため、下草刈り、間伐、枝打ち等をし、守

り続けてきた緑豊かな里山を守ることが、私たちの義務であります。 
 近年、地主の高齢化による後継者不足、山林資源の価格の低迷などにより、里山は管理が行

き届かず、山は荒廃する状況で誠に残念である。下草刈りをしないために、鳥獣、松くい虫が

増えるばかり、松くい虫は伐採処理よりは被害のほうが先に進み、少しばかりの処理では追い

つかない状況にあります。また、鳥獣の増加による農産物の被害は年々増加の傾向であります。 
 そこで北杜市の山は素晴らしいといわれるように、地主の理解を得ながら、緑をさらに育て

ていきたいと考える。造林は国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全、地球温暖化の防止と

いう森林が果たすべき整備を進めていかなければならないと思う。 
 こうした取り組みは下草刈り、鳥獣対策、松くい虫等、対策を別々に取り組むでなく、３つ

を合わせた取り組みでなくては駄目だと思う。松くい虫対策は毎年、枯れ木を伐採、造林保育

計画をされているが、個々の取り組みでなく、モデル地区をつくり、地域ぐるみで地主の協力

を得て、造林計画を進めていかなくてはならないと思います。 
 松くい虫の状態の現状だと、処理しても周りが、また同じように増えていくばかりでござい

ます。そんなことで、３点について質問をいたします。 
 １つ、人と自然と躍動する環境創造都市を目指し、どのような取り組みを行ってきたか。ま

た、今後の取り組みは。 
 ２つ、野生・鳥獣害による農産物被害と、緑豊かな自然を守るための対策は。 
 ３つ、松くい虫による自然破壊対策を具体的に。 
 以上、３点の答弁を求めます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林元久議員の里山対策についてのご質問にお答えいたします。 
 北杜市の森林面積は４万４，２００ヘクタールで、北杜市の総面積の７７．６％を占めてい
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ます。かつて山林は人間社会の中で、大変大きな役割を果たしてきました。山は信仰の対象で

もあり、建築材料、たい肥、薪などを生み出してくれる、人間生活に欠かせない貴重な資源を

与えてくれました。 
 しかしながら、近年は生活様式の変化により、山林資源の価値が低下したことによって、山

林が著しく荒廃してきています。森林の環境を整えることは、景観はもとより県土保全、水源

涵養、自然環境の保全、地球温暖化防止、災害防止および有害鳥獣対策等にも必要であります。

また、北杜市民や北杜市を訪れる人々が自然が織りなす魅力的な調和の取れた森林空間を楽し

んでいただくためにも、森林を整備し、まさに山を再生することが必要であると考えています。 
 最初に里山対策の取り組みについてであります。 
 私は、市長に就任以来、ことあるごとに５０年、１００年先を見据えた中で、先人・先輩た

ちの守り育ててきた里山の整備をし、北杜の山は違うといわれるようにしたいと言い続けてき

ました。市では現在、森林の荒廃を防止し、緑を育てるため、民有林内における植林、間伐、

除伐、保育等の事業を行おうとする個人および団体に対し、補助金を交付することとし、現在、

その準備を進めております。 
 財産区集落、ＮＰＯ法人など、営利を追求せず、里山の維持管理および有害鳥獣対策等を目

的とした取り組みを行おうとする団体、または所有者、個人の里山整備に対し、国・県の補助

金と合わせて８５％を限度に補助することを考えております。 
 したがいまして、個人負担分については国・県補助、市単独を問わず、１５％の負担をして

いただきたいとするものであります。 
 また、その目的達成のために、里山整備事業推進委員会を組織し、推進活動を積極的に行い、

北杜市の調和の取れた森林空間を形成していくことに努めていきたいと考えております。 
 次に野生鳥獣害により、農産物被害の緑豊かな自然を守るための対策についてであります。 
 山梨県内の農林産物等への平成１６年度の被害面積は２，７５３ヘクタール、被害額は６億

４千万円であります。また、北杜市の野生鳥獣の被害総額は２，８５０万円であり、このうち

１千万円がサルによる被害であります。 
 こうした野生鳥獣による農林産物等への被害が増加している実態に対処するため、捕獲等の

体制を確立し、適正な駆除、防除および保護対策の推進を図るため、１２月１日に北杜市野生

鳥獣害対策協議会を設立し、２６名の委員を委嘱したところであります。 
 また、北杜市内に設置した電気策は１０１キロメートルに及んでおりますが、被害はさらに

増えており、深刻な状況であります。野生鳥獣の防止対策としては、何よりも集落をあげた組

織的な対応が必要であり、根気よく追い払うことが大切であります。 
 また、農地に接している里山の整備をすることによって、野生鳥獣の姿が確認できるように

することや、実のなる木の植樹などを行い、農地に入る前に食い止めるなどの対応をとること

も有効であります。 
 北杜市といたしましては、今後も野生鳥獣害対策協議会とも検討を重ねる中で、有効な対策

を講じていきたいと考えております。 
 次に松くい虫による自然破壊対策についてであります。 
 松くい虫の被害は、拡大の一途を辿っていますが、松くい虫である松の材線虫を運ぶカミキ

リムシが散乱すると、次の年には周囲２キロメートルの範囲で、約１５倍程度に被害が増える

といわれています。このように旺盛な繁殖力を持つ害虫への対策は、大変厳しいものがありま
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す。 
 現在の対応としては、市の職員と峡北森林組合の職員で被害木を確認し、薫蒸、または薬剤

による駆除処理を行っています。 
 山林所有者が自主的に駆除を行うことは少なく、第三者の通報を受け、状況把握をする中で、

危険度の高いところから所有者の受託を得た上で、駆除処理を行っているのが現状であります。 
 北杜市の平成１７年度における松くい虫防除事業の見込みは、約２，８００万円で処理本数

は約１，８００万円でありますが、これは国の補助額の減により、目標の半分程度しかできな

いのが実情であります。 
 いずれにいたしましても、対策が後追いとなり、処理予算が追いついていかないのが現状で、

今後も温暖化の影響を受け、松くい虫の被害エリアの拡大が予想されるため、松くい虫防除事

業から、自主転換事業に切り替えてきております。 
 今後も松くい虫処理と併せ、山林の巡視や樹種転換事業等への啓蒙、推進に努めてまいりま

す。 
 以上で答弁とさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １６番議員、再質問はございませんか。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 昨日、建設経済常任委員会で北杜市里山事業要綱案というようなことで、案が出されたわけ

でございます。 
 市長が申されているように、緑豊かな自然を守りと取り組んできた里山事業が、いよいよ始

まるかなと、こんなふうに、遅らせながらではございますが、喜んでいる一人でございます。 
 先ほど、１８年度造林計画および保育計画というようなことで、地区に、これは林務事務所

と市だと思いますが、出されたわけでございます。この中に自力で１カ所の場合は５０アール、

森林組合に委託すると、１０アールの申し込みでもって補助金がつくというようなことの回覧

がまわってきました。 
 この昨日の策定書によりますと、個人も団体も同じ１０アールでもって補助対象と、こうい

うようなことが書かれております。これも私、昨日、ちょっと読ませていただいたわけでござ

いますが、この回覧と、ちょっと内容が変わっていますが、今年、１８年度の取り組みについ

て、同じ扱いができるのかどうか。その点をお伺いしたいと思います。 
 それから、あと松くい虫対策で、今、市長がおっしゃったように、薫蒸ですか、薬剤処理を

するというようなことでございますが、何か松くい虫に対して、木が枯れたものについては、

もう虫はすでに抜けておるというようなことを聞いておりますが、もしそれが本当だとすれば、

そういった薬剤処理について、切ったあと、薬剤処理をするのが正しいのか、悪いのか。その

点も、ちょっとお聞きしたいと、こんなふうに思います。 
 これを、枯れたものを切って薬剤処理をするということは、大変金のかかるし、労費もかか

るわけでございます。それをなくせば、ほかの伐採についても、だいぶ役に立つではないかな

と、こんなふうに思います。そんなこともひとつ、お考えを伺いたいと思います。 
 それから、これは環境省が１８年度予算概要要求要望、主要新規事項等の概要というような
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ことで、今年の８月に環境省から出されたものでございます。これによりますと、いろいろ里

地・里山保全再生モデル事業というようなことでもって、これは１６年からモデル地区の地域

の戦略策定とか、１８年からモデル事業に取り掛かるというようなことが出ております。 
 こういったこと、また、この中には京都議定書の目標達成に向けた森林吸収源対策の着実、

かつ総合的な推進というようなことで、いろいろな補助金制度が出ております。こういった制

度を取り入れると職員は大変でございます。ぜひとも、こういう財政厳しい中でございますか

ら、こういったことに目を向けていただいて、少しでも役に立つ補助金を利用して、生かして

いただきたいなと、こんなふうに思います。 
 これには、今、緑の雇用対策による担い手の確保とか育成、こんなような事業も盛り込まれ

ております。そんなことで、ひとつ、できれば、ぜひ市民のために知恵と汗を出していただけ

るような市政にしていただきたいなと、こんなふうに思います。 
 市長のお考えをひとつ、よろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林議員ご指摘のとおり、国もいろいろな意味で、森林には見直しをしてきているような気

がして、うれしく思うところであります。 
 まず松くい虫のお話でありますけども、私が説明するまでもなく、マダラカミキリに松の材

線虫が寄生して、そして、それが木から木へ伝染するわけであります。したがいまして、マダ

ラカミキリの幼虫が飛び出さないうちに処理しなければ、なんの意味もないと、そういう意味

では枯れ木を切ったって、意味がないという議論になるのかもしれません。しかし、専門家は

そういう意味からすれば、マダラカミキリの幼虫が飛び出さない前の松を承知していますので、

それを重点的に切っていることは確かであります。 
 ただ、先ほど私も申し上げましたとおり、１，８００本の木を２，８００万円かかるわけで

すから、１本当たり１万円以上かかるということですから、大変な事業であることは確かであ

ります。それぞれの地域で松くい虫にやられて、早く伐採しなければというご指摘も聞いてお

るわけでありますけども、そのへんのバランス、予算の絡みが非常に難しいということであり

ます。 
 くどいようでありますけども、もう松くい虫で枯れた木が２年、３年経ってからだとならば、

なんの意味もないということであります。 
 昔は、よくいわれる話ですけども、標高でいえば６００メートルか７００メートルくらいし

か、マダラカミキリは飛んでいかないではないかということでしたけども、最近は温暖化の影

響かどうか知りませんけども、１千メートルいってもぼつぼついるということで、大変心配し

ているところであります。 
 それから、森林整備計画の補助の問題については、担当部長のほうから説明いたしますが、

基本的には平成１８年度に森林整備計画をしっかり立てて、そして県に、国へとあげていただ

いて、本格的事業は平成１９年度からというふうに、おおむね予想をしているところでありま

す。 
 あとは部長が答えます。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松好義君） 
 里山整備事業の補助金につきましては、先般も所管の委員会でご説明申し上げたところでご

ざいます。 
 この事業につきましては、先ほど回覧がまわりました、造林植林計画、これと併せまして事

業を進めていくというものでございますけども、里山整備事業におきましては、１占用地の面

積が１０アール以上の山林ということでございます。それから植林、下草刈り、除伐、間伐、

枝打ち、こういったものにつきまして、種別ごとに１回だけ補助しましょうというものでござ

います。 
 なお、この対象でございますけども、そういった森林の間伐、除伐、保育をする個人および

団体ということになっております。この団体でございますけども、財産区管理会、また一部事

務組合が管理しているもの。それから組合議会で管理している、こういった管理地については、

当面、除外をさせてもらうということで進んでいきたいと思います。 
 なお、先ほどの回覧でまわっております補助事業、これと併せまして、なるべく市としまし

ても、財政的に厳しい折でございます。先ほど出ました里山整備の再生モデル事業、こういっ

た補助事業を取り入れていく中で、この事業も一緒に併せて進めていきたいと、こんなふうに

思いますので、ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １６番議員、再々質問ございますか。 
 小林元久君。 

〇１６番議員（小林元久君） 
 昨日、里山整備委員要綱が出て、委員案が出ました。そして鳥獣対策委員も、ちょっと１２月

と言ったのか、そのへんが分からなかったですが、聞き取れなかったんですが、１２月１日に

できたというようなことで、できれば、その要綱もひとつ、あとで結構ですが、また出してい

ただければ、ありがたいなというふうに思います。 
 それから、この里山整備に対しまして、今、本当に山が荒れております。鉄砲を持っておら

れる方なんかは、今から山へ入ることが多いと思いますが、現状では犬も入れないような状態

になっております。そんなことで、この里山整備と鳥獣対策の委員が１つになって、ぜひとも

北杜市が誇れるような山に再生していただきたいと、こんなふうに思いまして、質問を終わり

ます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 要望ということで、よろしいですか。 
 （はい。の声） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１６番、小林元久議員の一般質問を終わります。 
 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 次の会議は１２月１４日、午前１０時に開会いたしますので、全員定刻ご参集ください。 
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 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ４時３８分 
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再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営ができますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
 ただいまの出席議員は３６名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 本日の一般質問は、５人の議員が市政について質問をいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 昨日に引き続き、通告順に一般質問を許します。 

 なお、一般質問をする議員に申し上げます。 
 質問は再々質問まで、持ち時間は１５分でありますので申し添えます。 
 ２０番議員、内田俊彦君。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 改めまして、おはようございます。 
 議長の許可を得ましたので、朝一番よりトップバッターとして、一般質問を通告に従いまし

て、５項目させていただきます。 
 まずはじめに、納税者前納奨励制度の見直しについて、質問させていただきます。 
 国の三位一体改革は、２００２年６月より閣議決定され、今日に至っております。おおよそ、

今の概要でいいますと、ほぼ、その流れは位置づけてきたかなと思います。 
 補助金の削減、見直し、そして地方交付税の見直し、最後の税移譲というような三本柱でき

ているわけでありますが、その内容を見てみますと、補助金については地方にも提案をさせた

り、いろいろな部分で論議がされ、今日に至ってきたなというふうに思っております。 
 そこで北杜市の行政改革の一つとして、納税者前納者にとっては、これは耳の痛い話になる

と思います。反対の意見もあるとは思います。この納税者の前納奨励制度については、納税組

合といったような、過去の歴史もある中で、これは続いてきているものと、私も思っておると

ころであります。しかし、今昨今、この状況を見ますと、それらの多くの方にも理解を求めて、

報償率の引き下げや、また廃止も視野に入れながら、検討をする時期かと思われます。また、

これは全国的にも、ここへきて、かなりたくさんの例があがっております。これについては、

個人の住民税ですとか、個人の固定資産税といった部分のことになりますが、市民税について

は、倉敷市については平成１４年から、かなり早く、各自治体も１６年から１８年に、いろい

ろ論議をされながら検討中のところ、また、これからするところがあるようでございます。県

内で見ますと、甲府市、またほかの県を見ましても高松市や奈良県五條市などがあります。 
 これらのことを考えてみたところで、北杜市としても財政難打開策の１つとして採用してみ

てはいかがかと思いますが、どういうお考えか市長にお伺いいたします。 
 続きまして、森林セラピー事業について、お伺いいたします。 
 本日、朝起きますと、下は八ヶ岳、そして南アルプス市、瑞牆山、茅ヶ岳、もう本当に自然

に恵まれた広大な土地を有しながら、私は本当にいいふるさとに住んでいるなというふうに、

朝起きて実感をいたしました。当然、街から、都会から、この地域に癒しを求めたり、明日へ
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の活力を求めたり、ある意味、心の療養ですとか、また保養ですとかということで、たくさん

の人々が訪れてきていることと確信しておりますし、先日の観光客の出入りの統計調査の中で

も示されたわけであります。この森林資源は、後世に伝えるとともに、その利活用が大変、注

目されているところであります。 
 昨年度から、林野庁が推進する森林セラピー事業の森林セラピー基地、森林ウォーキングロー

ドの第２期募集が１１月上旬より開始されました。これにつきましては、調査費の自治体負担

もあるといわれておりますが、人と自然が躍動する環境創造都市・北杜市としても本事業の認

定を受け、イメージアップや森林整備活用に努めていく必要があると思われますが、いかがお

考えか、お伺いいたします。 
 ３つ目といたしまして、子育て世代の休日窓口相談についてお伺いいたします。 
 近年、国の政策によりまして、数々の子育て支援が実現されております。本市でも、子育て

については、重々、市長の方針どおり、努力がされていることと思っております。そこで、子

育て世代の悩みといいますと、たくさんあります。まずは、子どもの健康のこと、子どもの教

育や学校のこと、安全のこと、そして、どうしても今は共働きということで、仕事の、残念な

がらリストラにあうとか、パートがクビになってしまうとかというような問題も多々あります。

また、住宅の問題もございます。そして、子育て世代の、そうはいっても、両親の介護という

ところまでも、いろいろな問題を抱えていることと思っております。 
 ここの議場にいる皆さんは、そういった問題をたくさん相談受けていることと、私は信じて

おります。日ごろ、忙しく働く、子育て世代の父親、母親にとっては、市役所の窓口に平日、

直接、相談にくるということは、なかなか時間的に難しいんではないかなと思っております。 
 また、中には北杜市で育ちまして、都会で働いておりましたが、諸事情によりＵターンされ

る方も多くいるんではないかなというふうに、私も思うものであります。 
 また、そういった人たちに、甲府市は一般窓口を実は土日とか祝日に始めているということ

は聞いておりますが、これは北杜市としても大変、部課長の皆さんには申し訳ございませんが、

おそらく部課長の皆さんは土曜とか日曜とか祝日とか、宿直で出てやれると思います。本当に

給与も下がって、そんなに働かすのかと怒られてもいけないんですが、できれば、そういった

方々のお力をお借りいたしまして、休日の子育て世代の窓口相談を開設いたしまして、働く世

代の人たちの意見を幅広く聞き、子育て支援や、また支援に反映していっていただくことが、

北杜市発展の一つにつながると思いますが、いかがお考えか、お伺いいたします。 
 ４点目といたしまして、これはたくさん、いろいろ、皆さんも新聞記事、また、いろいろな

流れの中でご承知ですので、前段は割愛させていただきますが、浅尾地区に明野最終処分場の

候補地が決定されました。地元同意につきまして、さまざまな角度から論じられております。

市長は、この地元同意について、いかがお考えかお伺いいたします。 
 また、併せまして、今日までいろんな努力もされてきたと思います。その努力の取り組み、

そして、今後の方針について、お伺いいたします。 
 ５番目といたしまして、過日、記憶に新しいところでございますが、甲府クラブがＪ２にな

りまして、ヴァンフォーレ甲府になりました。私の知り合いもたくさん、あの会場の中にはい

ました。それは役員であったとか、審判員であったとか、またサポーターであったとか、残念

ながら選手の方は一人もいませんでした。 
 しかし、本当にＪ２からＪ１へ昇格を決めたとき、その感動と県民の期待はたくさん膨らん
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だのではないかなと思いますし、その足跡を辿りますと、幾多の苦難があります。そして、そ

の中に、この北杜市の出身、在住の多くの人々が貢献したことは言うまでもないと思っており

ます。 
 １人の選手を育てるには、確かに大変なことであります。しかし、指導者を育てることは、

もっと私は、大変だなというふうに思っております。そこで北杜市として、指導者、リーダー

の育成について、後押しをしてみたらというふうに、私は思うわけですが、具体的に言います

と、北杜市の一番、手っ取り早い話になってしまって、申し訳ないんですが、北杜市の職員は

本当にスポーツ振興に長けている職員がたくさんいます。ボランティアでスポーツ少年団を見

たり、また地域のクラブを面倒みたり、また、はたまた年配の方々になると、議員さんの中に

もいらっしゃいます、グラウンドゴルフを一生懸命やったり、また体育関係で一生懸命やって

いる議員もいっぱい、います。 
 そういった中で、ぜひとも、そういった形の人たちを後押しできる方法がないかなというふ

うに思いますが、その点についてお伺いいたします。 
 以上、５点を質問いたします。 
 以上で終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 内田俊彦議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に市税における前納奨励金制度の見直しについてであります。 
 市税の前納奨励金につきましては、合併に伴います統一措置としまして、固定資産税および

普通徴収分の個人市県民税の交付率を１００分の１から１００分の０．５に引き下げて交付し

たところであります。 
 今年度における本制度への納税者数の実績ですが、固定資産税については、納税義務者数３万

１，４３９人中、６７．５％の２万１，２２５人、市県民税は７，５５９人中、４４．９％の

３，４００人となっております。 
 ご承知のとおり、この制度は地方自治の確立のため必要な財源確保と、納税者の方々の納税

意識の向上を目的として、地方税法第３２１条で市県民税を、同じく３６５条で固定資産税を

規程しています。 
 しかしながら、近年は自主納税の意識の高まりにより、金融機関等の窓口での納税や口座振

替による納税などが普及してきました。全国的には交付率の見直しや制度自体を廃止する自治

体が増加している傾向にあります。 
 なお、県内では甲府市と市川三郷町の２市町だけが、本制度を制定しております。 
 いずれにしましても、今後は県内、自治体の状況も勘案しながら、対応していきたいと考え

ております。 
 次に森林セラピー事業についてであります。 
 県内では山梨市が２カ所、森林セラピーの認定を受けています。内田議員と同様、私も本当

によいふるさとを持ったと、ふるさとに誇りを持っているところであります。 
 北杜市は森林環境の条件がよいので、森林セラピーの認定を受けておくと、認定個所をベー
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スに森林を質の高い観光資源として売り出せ、観光客の新たな誘客につながると思います。 
 森林セラピーという用語は、国土緑化推進機構が認定しないと使えないこととなっておりま

す。認定に関わる調査費用や業務が、多少負担となりますが、北杜市のイメージアップや観光

を宣伝するのには、よい事業だと考えております。場所の選定および事業の種類を含めて、第

２期の応募について検討しているところであります。 
 次に子育て世代の休日窓口相談についてであります。 
 子育て相談については、保育士、保健師、児童家庭相談員、青少年育成カウンセラーが対応

しています。最近ということではないですけど、伝統的には民間で愛育会の活動等々も大変、

ありがたく感じているところであります。 
 仕事の都合などで、休日夜間でなければ相談に来られない方々については、事前に児童家庭

課までご連絡いただければ、平日は午後８時ごろまで、また土曜日、日曜日でも相談に応じま

す。広報誌でもお知らせいたしましたが、１２月１日に県が開設いたしました山梨子育てネッ

トでは、インターネットを通じてさまざまな情報を提供しており、また安心子育てテレフォン

では、２４時間３６５日、子育て支援情報を聞くことができます。 
 今年３月策定した北杜市次世代育成支援行動計画は、子育て中の市民のアンケート結果に基

づき策定したものでありますが、今後もこの計画を基本に幅広い意見を伺いながら、子育て支

援を実施してまいる考えであります。 
 次に明野最終処分場の今後についてであります。 
 県では、峡北地区最終処分場整備検討委員会の意見集約の結果を尊重するとともに、市町村

や産業界からの要望等をふまえ、先般、明野町浅尾の現計画地を建設地として決定したところ

であります。 
 浅尾の現計画地については、平成６年に朝神８地区の条件つき同意を得ていること、これを

前提として環境整備事業団では、平成１２年から地元の財産区と処分場の借地契約を締結して

おり、借地料も６年間払い続けていることなどから、県では地元合意がなされているものとし

ており、私としても同様に考えております。 
 私は、市議会や地域委員会、また明野の地区説明会でも主張してきたのでありますが、いわ

ばのど仏の棘を早く取りたいのであります。市民の声も明野地区の皆さんも、そのような声で

あると承知をしているところであります。 
 そこで、私は今後、明野最終処分場の建設を進めるにあたっては、処分場の規模の見直しや

安全対策の向上など、地元の理解をさらに深めるよう、取り組みを進めていくことが重要であ

ると考えており、これらの推進が確実に図れるよう、過日、県に対し要望を行ったところであ

ります。 
 今後も、こうした取り組みにより、地元の理解をさらに深めるよう、状況によっては先進地

視察の実施も要望していきたいと考えております。 
 なお、スポーツ指導者の育成については、教育長から答弁いたさせます。 
 よろしくお願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 ２０番、内田議員のスポーツ指導者の育成についてのご質問にお答えいたします。 
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 はじめに内田議員もご案内したように、ヴァンフォーレ甲府のＪ１昇格については、市民と

共に喜びたいと思います。 
 さて、ご質問の内容でございますけども、まずスポーツは自ら健康を守るとともに、市民相

互の親睦を図る上で、非常に重要であり、今後の北杜市発展に欠かせないものと考えておりま

す。 
 文部科学省の体力、スポーツに関する調査によると、スポーツ振興に関する行政への要望の

１つにスポーツ指導者の育成が挙げられております。また、文部科学省は成人の２人に１人が

週１回以上、スポーツを楽しむことを目指した総合型地域スポーツクラブを提唱しており、北

杜市では現在、白州地区において、スポーツクラブが設立され、活動を展開しているところで

あります。今後、他の地区においても、スポーツクラブの設立にあたっては、多くの指導者が

必要となってきます。 
 さて、北杜市のスポーツ少年団には１１種目、４５団、団員数で９６３人が登録されていま

す。指導者は１９７名の登録が現在あり、うち１３３名が認定指導者資格を取得し、それぞれ

の単位団で指導活動をしておりますが、認定を受けていない指導者については、山梨県体育協

会で実施しております指導者養成講習会への参加を、その都度、ご案内し、要請しております。 
 また、一般のスポーツでは市の体育協会の各専門部が中心となり、自らが競技スポーツの指

導者として、スポーツ振興を図っているところであります。 
 スポーツ活動の多様化、高度化により、スポーツ指導者には幅広い教養と専門的知識が求め

られており、国や地方公共団体、スポーツ団体等では、スポーツ指導者の養成、確保を目的と

した各種事業が実施されていますので、希望者に参加を促しているところでもあります。 
 このような中、スポーツ振興に熱意のある多くの人が認定指導者となれるよう、市において

も、スポーツ指導者研修会等の事業に積極的に取り組んでいきたいと考えております。 
 以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 ２０番議員、再質問はございませんか。 
 内田俊彦君。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 再質問を行います。 
 まず１点目の、納税者前納報償制度について、最初に再質問させていただきますが、これは

今の市長の答弁へいきますと、他の自治体をかなり参考にしながら、今後、検討を進めていく

ということで答弁がありましたけども、これはどうしても、納税というのは１年スパンでいく

ものですから、では、いつごろということを、私は今、聞きたいと思います。 
 一番早いところでいえば、来年の４月からということになります。それ以降は、いろいろ事

情があると思いますけども、その時期については、いかがお考えか、まず１点をお伺いいたし

ます。 
 続きまして、森林セラピー事業ですが、この森林セラピー事業というのは、どうしても、大

きく分けて４部門、多岐にわたってしまう事業ではないかなと思っています。１つは観光、１つ

は林業の関係であります農林課、また福祉、そして教育というふうな多事業になってしまいま

すので、これは二次募集をということで考えていくということであれば、その体育の人員とか
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配置換えとか、またどこが担当するかということは、かなり内部的にもめるんではないかなと

いうふうに思いますが、その点について、これへ応募するということで考えていたところ、ど

ういうふうにお考えか、お伺いいたします。 
 続きまして、子育て支援の休日窓口についてですが、本当は今の答弁で見ますと、前向きな

中で、夜８時だとか、土曜、日曜も電話でとかというふうな形で考えておられまして、本当に

うれしく思います。 
 ただ、１つ言えることは児童家庭課だけでは、なかなか難しいというような問題も、子育て

世代の中にはあります。それはどういったことかというと、どうしても子育て世代は子どもの

ことだけの支援ということではなくて、中には介護を抱えていますとか、そういった多岐にわ

たった相談が必要かなと思っております。 
 ですから、そこでずばりお答えをもらえなくても、市ではこういう対応をしていますよとい

うようなことだけでも、休日の窓口で教えていただけますと、子育て世代のお父さん、お母さ

んは忙しいので、どうしても市役所に平日でもなんとか時間はとるけども、１回で済ませたい

というのが、すごい希望であります。ですので、そういった部分では十分、休日、部課長の皆

さんには大変、迷惑がかかるかなというふうには思うんですが、現実になるかなと思っていま

すので、そのへんをどう検討していくか、もう一度、お伺いいたします。 
 あとスポーツ振興についてですが、これは教育長にお伺いいたします。 
 本当に北杜市の職員さん、また各団体の方々というのは、スポーツ振興についてすごく大事

だなというふうに思っておりまして、特に職員の皆さんは、私の知る限りでもたくさんのスポー

ツの指導者として、スポーツ少年団や、また社会人のチームを引っ張っていらっしゃる。これ

は唐突でございますので、これは答弁できるかどうか分かりませんけども、北杜市の職員の皆

さんが、どのくらいスポーツの指導者として活躍されているか、人数が把握していれば教えて

いただきたいと。また、把握されていなければ、これは今後、しっかり調査検討を進めていっ

ていただきたいということでお願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 まず、前納奨励金制度の再質問でありますけども、方や、大変未納の人も増えていることも

確かであります。そしてまた、最近は未納率が高いと、自治省の交付金に対してのペナルティ

もあることも確かでありまして、前納奨励と未納の解消という背に腹感はあるわけであります

けども、先ほども答弁しましたとおり、時代の流れもそうであることも、並行であることも承

知をいたしております。他の自治体との流れも見ながら、できるだけ、そういう方向で検討し

てみたいと思いますけども、ただ、周知期間もありますし、あるいはまた、この交付率の問題

もありますので、何年後からというのは、なかなか数値的に言えないのでありますけども、ご

理解をいただきたいと思っております。 
 それから、先ほど、私の答弁はいささか舌足らずというか、ちょっと方向が違ったかもしれ

ませんけども、子育て支援の一環としての役所の土日窓口については、確かにそのような声を

多々聞いているところであります。 
 ただ、いろいろな意味で窓口等を広げると、業務も広がってきまして、どこまでを窓口にし
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たらいいのかという問題もあります。専門的に職員を配置しなければならないという問題も出

てくるのかもしれません。 
 ただ、証明業務については、今いささか機会がありますので、できるということがあります

けども、そんなこんなの問題を含めて、流れも、土日窓口が他の自治体でも始まっているとこ

ろがありますので、北杜市としても検討してまいりたいと思います。 
 それから、セラピーと教育問題については、担当のほうで説明させていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松好義君） 
 森林セラピーの関係でございますけども、現在のストレス社会におきまして、森林がもたら

す生理的リラックス、この効果、今現在、国民の関心、期待が高まっているところでございま

す。この森林が持つ癒し効果を生かして、森林療法、これが森林セラピーといわれていますけ

ども、注目されております。 
 そんなことで、先ほど議員さんがおっしゃいました４部門、観光、それから森林、福祉、教

育、そういった部門に生かせるではないかということがいわれております。 
 その森林セラピー基地の認定を受けるにあたりましては、一定の条件がございます。一定の

距離のウォーキングロードを備えているか。これはおおむね２０分間ほどの歩行距離があるも

の。それから一定の面積の森林があるか。これにつきましては、おおむね３００ヘクタールあ

るかと。それから、森林セラピーをもとにした森林の整備の条件があげられております。これ

らの条件がございますけども、この申請につきましては、以上の条件を満たす自治体、それか

ら民間企業、団体および、これらの共同体が申請できるということになっております。 
 この申請の認定を受けるには、大変な条件がございまして、生理的実験、こういったものを

しなければなりません。フィールド整備実験というものがございます。これは都会と、それか

ら申請地におきましても、人体の影響、こういった実験をしなければならないと。それから、

それには、その実験をする、検査をする人が最低１２名必要となります。 
 こういった都市と、それから申請地との人体的な実験を行いまして、そういった結果がよけ

れば認定が受けられるという事業になります。 
 それらは、先ほどおっしゃいましたように、かなりの費用もかかってきます。これらにつき

ましては、また担当等もありますけども、当面、１年ぐらい調査が必要になってくるというこ

とがいわれております。特に専門の大学の先生、それから国立大学の学生を使っての実験とい

うようなことが考えられますので、これにつきまして、また部署等につきましては、十分、検

討していきたいと、こんなふうに思います。 
 なお、認定をされますと、本当に新しいスタイルの観光システムが構築できるものと思って

おります。継続性も求められてきますので、十分、検討した中で、部署等についても検討した

いと思います。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 小清水教育長。 

〇教育長（小清水淳三君） 
 北杜市の職員がスポーツ少年団、あるいはスポーツ指導者としてという把握でございますが、
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申し訳ございません、残念ながら全体の把握はしてございません。また、のちほど全職員を対

象にそれぞれの関係者の調査をしてみたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
 ２０番議員、まだ質問はございますか。 
 内田俊彦君。 
 内田俊彦君に申し添えます。 
 質問の残り時間は４９秒ですので、ご承知おき願いたいと思います。 

〇２０番議員（内田俊彦君） 
 その４９秒間を、精一杯使わせていただきますが、教育長にすみません、もう一度、お伺い

いたします。 
 今、これから職員の皆さん、調べていただけるということでございます。 
 職員の皆さん、本当に仕事をしながら頑張っているということで、ぜひとも職員間で、いろ

んな調整ができるように、私は望むわけですが、そういったことが、この調査後、検討できる

かどうか。１点、お伺いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 小清水教育長。 
〇教育長（小清水淳三君） 

 現在、先ほども答弁させてもらったように、１１種目、４５団というスポーツ少年団を持っ

ております。そうしたところに関わっている職員は、相当数いるという部分については、私も

ある程度の、アバウトですけども、把握はしているわけなんです。そうした中で、その職員が、

また競技者でもある場合があります。そうした人たちが。そうしたところでもって、当然、限

られた職員数の中ではございますけども、できるだけ、有給休暇、あるいは年次休暇、そうし

たものも利用しながら、ボランティアで活動しているわけですから、できるだけそうしたとこ

ろの配慮をしながら、職員の応援については検討していきたいと思っております。それぞれの

横の連携も図りたいと思います。ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２０番、内田俊彦議員の一般質問を終わります。 
 続きまして、２４番議員、坂本治年君。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 ２項目、４点について、市長にお伺いします。 
 まず、１つ目としまして、人間マップによる観光振興をであります。 
 私が言うまでもなく、北杜市は北は八ヶ岳連峰、西側一帯は甲斐駒ヶ岳から鳳凰山地につな

がる南アルプス、東は瑞牆山、金峰山、南は日本一の富士山を遠望できるなど、日本を代表す

る美しい山々の景観を有しているところでございます。 
 しかし、ここ近年、この景観を生かすことのできる観光地と、生かせない観光地の差が出て

いるのが、現状だと考えます。いかに滞在型観光地にするかが課題だと思うわけであります。

市でも清里駅前開発に取り組み、また市と小淵沢町は観光地づくりモデル事業の一環として、
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県から指定を受けた観光振興計画懇話会が設置されました。観光が活性化し、宿泊客が増える

ことが市の発展と、それに連動した農業振興の地産地消につながると確信するものであります。

この観光振興計画懇話会に大いに期待するものであります。 
 そこで私は、ソフト面の充実を強化し、人間マップを作成し、観光振興計画懇話会に反映す

ることを提言し、この考えに対し、市長の考えを伺います。 
 ２つ目であります。 
 北杜市の交通安全対策はについて、お伺いします。 
 北杜市には国道２０号、１４１号という大きな幹線道路があり、市道と農道が交差し、われ

われ市民の生活道路として使用しています。しかし、国道においては北は北海道から南は九州

の車が通過する現状であり、これらの県外の車は２つの幹線道路の状況等が分からず、事故が

起きやすく交差点での人身事故や出会い頭の車両事故等が多く、沿線住民が常に危険を強いら

れておる現状であります。 
 ちなみに北巨摩全体の車の所有台数は、大型・普通・軽自動車合わせて５万４，２１０台で

あります。北杜市・小淵沢町の人口は、５万３４０人。おおよそ１人１．１台等の所有をして

いるわけであります。この車社会において、交通安全に対する施策の重要さは、私の言うまで

もないわけであります。そこで市長に伺います。 
 市の交通安全に対する考えと、２つ目、市における５年間、年度別の車両事故の人身事故の

件数は。３つ目、人身事故の起きた危険に対する対策について、お伺いします。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 坂本治年議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に人間マップによる観光振興についてであります。 
 北杜市には素晴らしい観光資源がたくさんありますが、この観光資源をいかに活用し、観光

客をいかに惹きつけるかが課題でもあります。 
 ご提言の人間マップは観光資源の価値を理解し、それぞれの分野で専門知識を持った人たち、

例えば郷土史に精通している人、植物に詳しい人などを市が募集し、登録して観光資源の案内

をお願いすることかと思います。このような人間マップ等を作成し、活用していくことも、こ

れからの観光振興を図るため、必要なことと思います。 
 現在、観光振興計画懇話会で魅力ある観光地づくりについて、検討していただいているとこ

ろでありますので、これらのことも、この懇話会にご相談申し上げたいと思います。 
 次に北杜市の交通安全対策についてであります。 
 まず、市内の国道、主要幹線道路や市道などの生活路線が整備されていることで、市民の交

通の利便性は向上する反面、交通環境の変化は、交通事故を誘発させることにもつながってい

ます。交通事故を未然に防ぐには市民の一人ひとりが、車社会の一員として自覚と責任を持ち、

日常的に交通安全を実施していくことが大切であると思います。 
 このため、市では１年間を通じて、県下一斉に実施される交通安全運動の期間中において、

警察署、交通安全協会との連携を密にしながら、広報活動や街頭啓発により、交通安全思想の
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啓蒙、普及に努めております。また、日ごろ、専門交通指導員が保育園、学校および高齢者学

級などで交通安全教室を開催し、積極的に幼児、児童、高齢者の交通事故抑制に取り組んでお

ります。 
 今後も家庭、地域、学校ぐるみによる創意と工夫を凝らした交通安全運動の展開により、市

民の交通安全意識とモラルの高揚を図ってまいりたいと考えております。 
 次に過去５年間における市内での人身事故発生状況は、平成１２年は１６２件、平成１３年

は１６４件、平成１４年は１８２件、平成１５年は２１４件、平成１６年は２４５件となって

おり、年々増加しております。 
 なお、市内の交通事故多発地点や危険個所については、各総合支所が窓口になっての地域の

要望や意見をふまえて、その対策を講じております。また、市が管理する道路へのカーブミラー、

ガードレール、警戒標識の設置は市が直接整備しておりますが、国道・県道については、それ

ぞれの管理者に施設整備の要望書を提出して、措置が講じられるよう、働きかけております。 
 また、道路交通規制表示や信号機の設置については、県公安委員会に設置権限があるため、

所管の警察署と協議を行った上で、警察署長宛てに要望書を提出する対応をとっております。 
 いずれにしましても、市単独では交通安全対策を推進することはできませんので、警察、県、

安協などとの連携をとりながら、市民一丸となって、交通安全対策に取り組み、安全で安心な

北杜市の実現を目指してまいる所存であります。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ２４番議員、再質問はございませんか。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 再質問を市長にします。 
 まず、最初の人間マップの件ですが、実はこの件は旧高根町の時代におきましても、この問

題はいろいろ行いました。しかし、観光業者がなかなか、動かなかったというようなことも聞

いております。しかし、私が、ここでなぜ、このようなことを言うかというと、ハードの面は

もうほとんど必要ないと。ソフトの面で、例えば高根町、長坂町、明野町に例えば今、言いま

したように、そばづくりの名人とか、蜂追いの名人とか、きのこ採りの名人というような方が

おります。その人を登録して、その人を中心に明野町、高根町、その人を中心に執行で、その

人を支援しながらサミットをして、例えば関東、関西、東北にインターネットとかパンフレッ

ト等を送って、そういうサミットを開いて、北杜市へ人を集めるということを、私は提案して

おるわけでありまして、なおかつ懇話会の皆さんも、そういうことを念頭に置きながら、ソフ

トの面において、観光振興を図っていただいたらという提案をして、市長にぜひ、その面に協

力していただきたいと思うわけであります。 
 次に交通安全の問題ですが、今、事故の件数を見たら１２年から１６年におきますと、ちょっ

と倍の計数の事故が起きているというようなことでございます。特に、私たちが住んでおりま

す箕輪地区におきますバイパスでは、５年間で５人の尊い命が失われておるわけでありまして、

先般も私たちが区長、班長、交通安協の方たちとバイパスの交差点等で、いかに見通しが悪い

かいいかということを検討しました。その時点におきまして、街路樹で見通しが悪いというよ
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うなことで、数を数えたところ、およそ３００本の街路樹が邪魔になるというような数字が出

ました。しかし、その件を、あのバイパスは国道ということで、県の土木事務所のほうへも、

一応話はしました。しかし、街路樹を、私たちは切ってくれといいましたら、街路樹は移植を

すると。移植をするんだから、非常に莫大な金がかかるから、いっぺんに３００本ということ

はできないというようなことを申されました。 
 例えば、街路樹を植えるときに小さくても、５年、１０年経って大きくなれば、見通しが悪

くなるということは分かっているわけでありまして、切れなくて移植するといえば、莫大な費

用がかかるわけでありますが、例えば、今後、その木が大きくなって見通しが悪くなったとき

に、今、５人の人命が失われているわけですが、なおかつ、今後も、その重大な事故が起こら

ないということも分かりません。そのようなことで、木を切るか、人の命を守るかということ

になったら、やはり、おのずからどちらがいいということは、私は言えませんが、やはり、こ

れは市で、市長がどうのこうの言っても分からないんですが、やはり県との対応があるわけで

すが、私たちも、今後これを市と県のほうへ陳情するわけですので、その点をやはり、市長も

絶大なるご協力をいただきながら、なおかつ、この安全のために努力していただきたいと思い

ますが、そのへんのところをちょっと伺いたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 まず人間マップの再質問でありますけども、確かにサービスとは何かということを考える時

代でもあります。ハード、ソフト、ある面で言うならばソフトの面が大切な時代だと、これも

よく理解できるところであります。 
 今、へぼ追いの話が出ましたけども、数年前でしたか、清里で全国のへぼサミットも開かれ

たことがあります。小淵沢町ではご承知のとおり、馬の町でホースサミットもあります。北杜

市になりまして、清流を守るサミットもありまして、私もこの夏、犬山市に行ったことがあり

ます。ある面で、そんなこんなが求められる時代なのかもしれません。 
 また、北杜市内には大変、皆さんご承知のとおり、芸能家といいましょうか、芸術家といい

ましょうか、著名人がたくさん、いらっしゃいます。今、各支所で、適当な言葉であるかどう

か分かりませんが、プライバシーの問題もありますから、分かる範囲で、それら在住している

人たちの名簿といいましょうか、整理もいたしているところであります。その暁には、単にそ

ういった芸能だとか文化だけでなくて、広く、人間マップですか、私たち北杜市でいろいろな

意味で、またその人たちとタイアップできないかというようなことも考えているところであり

まして、ご理解をいただきたいと思います。 
 今、坂本議員から交通安全の問題の再質問で、とりわけ１４１号線のお話が出ました。私も、

あそこは通勤道路でありますので、そのへんのことは事故があるたびに、痛く感じるところで

あります。確かにグリーンベルト、街路樹の問題は交通安全上、課題として感じるところであ

ります。 
 あそこは確かに、ドウダンツツジがちょっと高すぎないかという思いは、私も感じるところ

でありますので、交通安全上、県が管理している国道でありますので、県のほうに、なんとか

そのへんのドウダンツツジの、もう１メートルぐらいになっていますね。あれをなんとか、ど

のくらいがいいかは、専門家に任せるとして、下げてもらうように働きかけてみたいと思いま
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す。そのようなケースは１４１号線沿いだけでなくて、市内の道路にあるかもしれません。そ

のへんは、またご指摘をいただきながら、関係機関と協議してまいりたいと思いますので、ご

理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁が終わりました。 
 ２４番議員、再々質問ございますか。 
 坂本治年君。 

〇２４番議員（坂本治年君） 
 人間マップの件ですが、やはり市長もそのへんのところを、心得ておっていただいて、あり

がたいわけで、この件はやはり旧高根町の中の、やはり観光業者も、そのように目覚めており

まして、「坂本さん、こうだぞ」というようなご指摘も受けておりますので、ぜひそのへんは北

杜市全体のソフトの面で観光振興を、ぜひ協力に進めていきたいと思うわけであります。 
 また、交通安全の件ですが、やはりこれは国道の問題はやはり市では直接、意見ができない

わけでありますが、やはり県、国の問題でありますが、やはり住民がそこに生活している関係

で、やはりそのへんの交差点の問題、住民の安全の問題は、これからも非常に重要な問題であ

ります。このへんを、気を配っていただいて、やはり住民の安全、地域の安全という面に、ぜ

ひ行政のほうでも、やはり聞く耳を傾けていただきたいと思うところであります。 
 以上で、私の質問を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 ご意見・要望ということでよろしいですか。 
 （はい。の声） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで２４番議員、坂本治年議員の一般質問を終わります。 
 暫時休憩します。 
 １１時１０分に再開いたします。 

休憩 午前１０時５９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１０分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 
 １１番議員、小尾直知君。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 それでは、一般質問をさせていただきます。 
 行政改革についてと、住宅事情についての２件の質問をさせていただきます。 
 はじめに行政改革についてですが、現在、開催されている行政改革推進委員会では、多くの

議論を重ね、来年３月までに基本理念や推進事項などを盛り込んだ行政改革大綱と実施計画と

なる行財政改革アクションプランを作成するとありますが、国・地方を取り巻く行財政状況は

ますます厳しくなり、市民の目線で先の見える改革プランでなければ、意味をなさないと考え、
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以下の２点についての質問をいたします。 
 現在の委員会での検討内容を公開する考えがあるか。 
 ２点目は、市長の改革の方針は決まっているのか。それらを短期、中期、長期に分けて示し

ていただきたいと思います。 
 もう１つの住宅事情についてですが、現在、市内の市営住宅について、１つは入居待機者の

数、これをお知らせ願いたいと思います。全体と旧町ごとの数。 
 それから、もう１つは古い住宅があると思うんですが、それらの耐震化と耐用年数の過ぎた

住宅の措置とどのように考えているか、お示しいただきたいと思います。 
 もう１つは、新たな市営住宅の建設をお考えがあるかどうか、この３点について、以上５点、

質問をいたします。 
 終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小尾直知議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に行財政改革についてであります。 
 社会経済情勢の変化に対応した、簡素にして効率的な市政を実現するため、８月に行政改革

推進委員会を設置し、今月８日に第４回目の委員会を開催したところであります。 
 現在、委員会においては、改革の実施事項および具体的な取り組みなどについて、委員の皆

さんから、多くのご意見をいただき、審議を重ねているところであります。 
 改革の基本目標は、３本の柱で構成しております。 
 第１の柱が財政の健全化であります。財政の健全化についての具体的な取り組みは、２４項

目でおおむね審議は終了しております。 
 第２の柱は、（仮称）施策の再構築と市民との協働でありますが、具体的な取り組みについて

は、２４項目を審議中であります。 
 第３の柱は、（仮称）市役所の構造改革とスリム化でありますが、これについては、今後の審

議となります。 
 次に検討内容の公開についてでありますが、委員会で検討している事項等については、公開

することはできるものと思います。 
 また、審議内容につきましては、委員会に諮って委員会の同意があれば、会議録等の公開が

できるものと考えております。現在、北杜市には審議会等の会議の公開に関する条例等が制定

されておりません。今後、数多くある審議会等の会議の公開につきましては、条例の制定等を

視野に入れ、検討をしたいと思います。 
 次に改革の方針についてでありますが、将来が見える計画を基本として、市民と行政の役割

分担の明確化を基本理念に、行政計画に取り組みます。また、行政改革大綱および実施計画に

ついては、平成１８年度から平成２２年度までの５年計画としております。改革の迅速性や実

効性を考慮し、平成１８年度から３年間を集中推進期間を考えておりますが、実施に移行する

までに時間を費やす項目もあるものと考えています。 
 今後、継続して委員会を開催し、委員会の答申を受け、来年３月には行政改革大綱および行
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財政改革アクションプランを策定する考えであります。 
 次に住宅事情についてであります。 
 住宅に困窮する低額所得者のため、市営住宅を建設・管理しており、現在３９団地、９２５世

帯分の市営住宅があります。市営住宅の入居待機者は１１月３０日現在、北杜市全体では１２世

帯で、その内訳は明野町が１世帯、須玉町が２世帯、高根町が３世帯、長坂町が３世帯、大泉

町で３世帯であります。 
 次に古い住宅の耐震化についてですが、躯体の安全性を高めるため、昭和５６年に建設基準

法が改正されましたので、法改正以降に設計・建築された鉄筋コンクリートづくりの住宅は耐

震設計の基準が大きく強化され、耐震性が確保されているものと判断しております。 
 昭和５５年以前に造られた住宅につきましては、現在、策定中の北杜市公営住宅改善事業計

画に基づき、建て替え、または取り壊しをしていきたいと考えております。 
 次に耐用年数の経過した住宅の措置ですが、順次、用途廃止をし、取り壊ししていきたいと

考えております。 
 次に市営住宅の建設についてですが、現在、高根町村山西割の西原団地の建て替えのため、

鉄筋コンクリート造り３階建て、３棟、４８戸の基本設計を行っているところであります。今

後の建設につきましては、公営住宅改善事業計画に基づきながら、順次、整備を進めてまいり

たいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １１番議員、再質問はございませんか。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 行財政改革の件ですけども、来年３月に小淵沢が北杜市に編入されるということで、特に人

の件についてお伺いしたいんですが、小淵沢町が入って、職員の数がおよそ１千人と記憶して

いるんですが、それらをどのようにしていくのか。また、それらのお考えと、また、３年後に

ついては、われわれ議員については、もうすでに２６名、半分ぐらいということで決まってい

るものですから、それらも含めて、市長のお考えをお伺いしたいのが１点。 
 それから、住宅の待機者の件ですけれども、この待機者が全体で１２世帯、少ないというの

は、要するに３人以上待っていると入れない、だからよそへいってしまうと、こういうことが

実情ではないかなと思われるので、もう少し、そのへんのところの実際の問い合わせとか、そ

ういうものがあると思いますので、そこらへんの実情も、もう少し詳しく調査をしていくとこ

ろが必要ではないかと思いますので、この２点についてお願いしたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 実際の入居待機者は、この数ではないではないかというようなご指摘でありますけども、確

かに、その感は私もします。いうまでもなく、公営住宅の場合は、所得制限という問題もあり

ます。等々でありますので、これは法律の中でクリアできないものでありますけども、その問
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題があることも承知しながら、住宅政策を進めたいと思います。 
 これも露骨な表現になるかもしれませんが、甲府はご承知のとおり、マンション計画が１０ぐ

らいあります。そうすると、これが完成の暁には、また違う意味で、そちらのほうへと吸収さ

れる可能性があって、住宅政策で負けたでは癪だなと思っているのが、実際の気持ちでありま

す。 
 したがいまして、民間の皆さんにもご理解いただきながら、誘致企業も１つ、２つと、おか

げさまで見えてきて、あと手を挙げそうなのが３つ、４つとありますので、そのへんの企業の

受け入れ体制も、市政としては考えなければいけないと思いますので、民間とも相談をしなが

ら、住宅政策を進めていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 
 あと小淵沢町の合併に伴う人事の問題については、総務部長のほうから答弁させます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 総務部長。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 小淵沢町の方々の人事がどうなるかというお尋ねでございます。 
 現在、小淵沢町、保育士を含めまして６７名の職員がいるわけでございます。そうした中で、

３月１５日に合併されるわけでございますが、小淵沢町にも総合支所を設けるわけでございま

す。現在、北杜市におきまして、総合支所に配置されている人数が２０名から２４名くらいが

されております。その方々は、小淵沢町のほうへ残っていただきまして、また保育園の方も小

淵沢町の保育園に残っていただく、それ以外の方につきましては、本庁のほうへ来て勤務して

いただくということでございます。 
 その場所につきましては、今後、事務量等々も考慮する中で配置してまいりたいと、こんな

考え方でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 建設部長。 

〇建設部長（真壁一永君） 
 申し込みの入居の流れといいますか、人数的なものですけども、１６年度につきましては、

申し込みの受け付けが３７名、それから入居が２３名、それから退去が３４名でございます。

これは１１月から３月までということで、それから１７年度は４月から１１月までの流れでご

ざいますけども、申し込み受け付けが７５名、入居が６０名、それから退去が４４名というふ

うな状況でございます。いずれにしましても、こんなふうな状況で進んでおります。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 １１番議員、まだ質問ございますか。 
 小尾直知君。 

〇１１番議員（小尾直知君） 
 最後に、人口５万人の規模で職員の数が、今の北杜市で７００人ちょっとだと思うんですが、

約８００名になるわけですが、これらの規模が適正かどうかという部分を含めて、そういうも

のをどういうふうに考えているか。市長のお考えを最後にお聞きしたいと思います。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 総務部長。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 現在、小淵沢町を含めますと、全体の職員数９２５名ほどになります。これにつきましては、

病院が２施設等、それから高等学校の関係も入ってまいります。合併当時、北杜市におかれま

しては、６００人という職員がいたわけでございます。そうした中で、人口４万４千人の規模

に対して類似団体と比較したところ、１２４名多いと、こういうお話の中で、現在、北杜市の

定員の条例の中に１２４名、１０年間で削減していくという考え方で、条例をつくったところ

でございます。 
 今回、また小淵沢町が加入してまいるわけでございますけども、５万人の人口に対して、適

正化ということでございますが、類似団体等も調査する中で、今後、また検討してまいりたい

と思いますし、定員管理の関係でも、今後策定してまいりたいと、こんなふうな考え方を持っ

ております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で質問を打ち切ります。 
 これで１１番、小尾直知議員の一般質問を終わります。 
 次に３６番議員、古屋富藏君。 
 古屋富藏君。 

〇３６番議員（古屋富藏君） 
 議長から発言の許可をいただきましたので、地震による災害を最小限に食い止めるためにを

基本に、市長に質問をいたします。 
 市の将来構想実現の施策の柱の１つに、安全で快適な暮らしづくりがあります。 
 北杜市は広大な面積を有しているばかりでなく、地形も複雑であること。山間地にも集落が

多くあることから、自然災害に強いまちづくりを進める必要があります。昨年は日本各地で度

重なる台風や集中豪雨による災害に見舞われ、１０月２３日には新潟県中越地震が発生し、大

きな被害が発生しました。東海地震についても、安政の東海地震から１５０年が経過し、地震

を起こすエネルギーが駿河湾沖を中心とした震源域に相当、蓄積していると考えられ、地震は

いつ起きてもおかしくないとされています。 
 北杜市合併以前、平成１４年４月２４日に中央防災員会議から、旧須玉町、高根町、長坂町、

大泉村が東海地震防災対策強化地域に指定され、北杜市全域が指定地域となりました。災害は

いつ、どこで起こるか分かりません。山梨県では、本年５月９日に山梨県東海地震被害想定調

査報告書を公表しました。この調査は国の防災会議、東海地震に関する専門調査会において検

討された新たな東海地震を想定し、震源域などをふまえたものです。 
 この調査から想定される被害を最小限に食い止めるためには、まず自分が自分を助けるとい

う自助、それから家族、あるいは近所の人を助ける、あるいは助かる共助、そして公の公助の

順序で助け合うことが必要であるわけでありますが、今回の場合におきましては、公助につい

て、以下３点について市長に質問をいたします。 
 第１点目、北杜市地域防災計画の作成見通しについて。 
 北杜市防災会議条例第２条１項に、北杜市地域防災計画を作成し、およびその実施を推進す
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るとあります。そこで北杜市民の生命、身体および財産を災害から保護するために、一日も早

い北杜市防災計画の作成を希望するが、作成作業の進捗状況について、市長にお伺いをいたし

ます。 
 第２点目、住宅耐震診断と補強指導について。 
 山梨県東海地震被害想定報告書によると、北杜市の１９５０年、昭和２５年でありますが、

以前の建物が６，９７６棟あり、建物の３１％にのぼるわけであります。そこで地震による災

害を減らす対策として、建物耐震診断と補強について、今後どう指導していくかについて、伺

います。 
 第３点目、食料その他物品の備蓄状況について、非常食、毛布、その他ライフラインが普及

するまでの機材を含め、備蓄状況について伺い、質問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 古屋富藏議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に北杜市地域防災計画の作成見通しについてであります。 
 災害から市民の生命、身体および財産を守るためには、市をはじめ各防災関係機関の防災対

策のみではなく、市民一人ひとりが自分の生命、自分の身体、自分の財産はまず自分で守ると

いうことを認識し、行動することが被害を少なくする原点であります。 
 防災計画の整備状況については、現在、計画案の作成を終え、今後、山梨県地域防災計画お

よび関係法令等との整合性の確認作業を県と行い、年度末までには策定することとしておりま

す。今後も防災に対する啓蒙と各行政区の自主防災組織活動の推進に努めてまいりたいと考え

ております。 
 次に住宅耐震診断と補強指導についてであります。 
 県が５月２０日に発表した東海地震被害想定では、北杜市は全壊１８棟、半壊１，２２９棟、

死者２人とされております。市では地震による木造個人住宅の倒壊を防ぐため、木造住宅耐震

診断事業を実施することとし、広報誌等で周知するとともに、希望者を募集しているところで

あります。 
 なお、耐震補強につきましては、耐震診断事業の結果を見て検討したいと思います。今後も

耐震診断については、広報誌等で周知してまいりたいと考えております。 
 次に食料その他の物品の備蓄状況についてであります。 
 地震が発生した場合、発生後、２日から３日間は電気、水道等のライフラインをはじめ、食

料の流通が途絶える可能性がありますので、市民の皆さんにも常日頃から防災に関心をお持ち

いただき、食料、水、常備薬など、各家庭においても備蓄を行うよう、日ごろから広報をして

いるところであります。現在、市における備蓄として、非常食約１，３００食、毛布４００枚、

防水シート１００枚、浄水器１４台、発電機４６台、投光機２７台、緊急医療セット、担架、

テントなどを備えてありますが、今後も計画的に整備をしてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
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 ３６番議員、再質問はございませんか。 
 古屋富藏君。 

〇３６番議員（古屋富藏君） 
 まず北杜市地域防災計画の作成でございますが、年度末までにはということでございます。

大変、早くていいんではないかと思いますけども、そこで心配されることが１つあるわけであ

りますが、合併協議会だよりの特集号の中に、地域防災計画に関する項目がありまして、その

中に地域防災計画については新市において、速やかに策定するということで、これが年度とい

うことであります。しかし、現在、新計画が作成するまでの間、まだ時間が数カ月ございます

ので、現在のものを踏襲していくためには、現計画となる旧７カ町村の防災計画で運用すると

いうふうになっているわけであります。 
 したがいまして、旧７カ町村の７つの道があったんでは、その命令系統がうまくいかないん

ではないかというふうに思いまして、そのへんがどのようになっているか、伺いたいと思いま

す。 
 第２点目の住宅耐震診断の補強についてでありますが、昭和５６年６月建築基準法が改正さ

れる。それ以前に建てられた木造家屋は、本北杜市には１万２，５９７戸あるというふうにい

われております。建物のうちの約５６％に達すると。先ほども市長から出ましたけども、山梨

県東海地震の被害想定調査報告書によりますと、揺れ、あるいは液状化による全破壊地帯は、

先ほどの数値でいきますと、１８戸。半壊においては１，２９５戸というふうな数字が出され

たわけであります。こういった中でありまして、耐震診断は支援事業で、それぞれあるわけで

あります。専門家による診断もあるわけでありますが、防災意識の高揚という面から、現在に

おきましては、山梨県の土木建築指導課等で出ております。わが家の耐震診断というふうなパ

ンフレットや、その内容があるわけでありますが、何かこういったものを利用しながら、広報

等をとうして、防災意識の高揚ということも含めて、自己診断を呼びかけていったらどうかな

というふうに思うわけでありますが、市長のお考えをお願いいたします。 
 最後に食料その他物品の備蓄状況についてでありますが、本市は地理的に可住地、住むとこ

ろが可能な土地でありますが、標高差があり、河川や谷あい、あるいは山地が多く、斜面崩壊

も想定されるわけであります。 
 先の備蓄数で、このところがしのげるかというと、大変問題もあろうというふうに思うわけ

でありますが、特に本市におきましては、観光地ということがたくさんあるわけであります。

観光地の入り込み客というのは何万人かに達するわけでありますが、この人たち全員というわ

けにはいきませんけども、安全な防災に対して強い観光地であるというイメージをつくるため

にも、何か備蓄について、もう１個、考えていただければ幸いだというふうに思います。 
 以上３点、再質問いたしました。お願いします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 総務部長。 

〇総務部長（小林奎吾君） 
 お答えをしたいと思います。 
 新市において、防災計画を速やかに作成するということであるわけでございますけども、先

ほど市長のほうから回答いたしたとおり、今年３月末に作成していくという考え方でございま
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す。それまでの間に災害が起きたらということでございますけども、当然、旧町村で策定して

おります防災計画、これに基づいて、現在、行っているところでございますが、指示系統につ

きましては、当然、北杜市長が指示していくということでございます。 
 本年の９月３日におきましても、北杜市の防災訓練も行ったところでございますけども、い

ろいろな災害を想定しながら、訓練を行ってきたところでございますが、地域行政区等におき

ましても、訓練を行ってきたところでございます。そうした中で、本年３月末には北杜市の防

災計画が整うわけでございます。こんなことで、それまでの間は旧７町村の防災計画に基づき

まして、市長が命令していくということでご理解をお願いしたいと思います。 
 それから、備蓄の関係でございます。 
 ただいま回答させていただいたわけでございますけども、当然、各支所におきまして、現在、

おのおの備蓄をしております。本庁におきましても、備蓄はされているわけでございますけど

も、当然、現状の数で間に合うわけはないわけでございまして、個人的にも各家庭におきまし

ても、備蓄もしていただきたいということで啓蒙もさせていただいております。 
 それから、観光地の関係でございます。 
 先日の新聞にもありましたように、防火の関係につきましては、基準の適マークというよう

なことで、認証を交付する制度があるわけでございますけども、今回、富士河口湖町、今朝の

ＮＨＫのテレビでもお話があったわけでございますが、防災での基準づくりというのは、富士

河口湖町が全国で始めてということで、２００６年から導入を検討しているということでござ

います。 
 それにつきましては、定期的な訓練、それから宿泊客用の非常食、水の備蓄等々を柱に、今

後、検討していくというような報道もされたわけでございます。 
 北杜市におきましても、ホテル、旅館等もあるわけでございます。関係者とも協議をする中

で、検討を重ねてまいりたいと、こんな考え方を持っております。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 建設部長。 

〇建設部長（真壁一永君） 
 先ほどの再質問の、さらなる啓蒙というふうなことでございますけども、今現在、本年度の

今、ちょっと耐震の状況でございますけども、募集を今、かけているところですけど、今１７戸

の応募がありました。それで、なかなか住民の高齢化とか、改修に高額な費用というようなこ

とで、なかなか減災への備えが進んでいない状況でございますけども、先ほど、申されました

ように、県のほうでもわが家の耐震診断ということで専門的な部分もありますけども、個人で

もある程度、自分の家がどうなっているかと判断できる材料がございますので、これもどうい

う状況で皆さんのところにお知らせするか、また検討させていただきまして、できるだけ皆さ

んに防災意識といいますか、そういう意識を持っていただくように啓蒙をしていきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３６番議員、まだ質問はございますか。 
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 古屋富藏君。 
〇３６番議員（古屋富藏君） 

 防災計画でありますが、県との協議もあろうというふうには思いますけども、ぜひ、安全で

快適な暮らしができるような、防災計画の作成をお願いして、質問を終わります。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３６番議員、古屋富藏議員の一般質問を終わります。 
 続きまして、３番議員、篠原眞清君。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 平成１７年度第４回北杜市議会定例会にあたり、一般質問を行います。 
 市長は去る１２月１日に、山本知事に対し、明野町浅尾地区での処分場建設の受け入れを表

明するとともに、安全対策を中心とする５項目の要望を提出いたしました。 
 処分場の規模がどの程度、縮小されるのか不明であり、また縮小することにより埋め立てる

廃棄物の品目も変わる等の可能性を含めて、処分場計画の主要な部分が未定の段階であるとい

うふうな状況の、この時期に早々と受け入れ表明をすることは、市長がこの問題で従来より主

張し続けた、この計画が地元にとって安心・安全なものなのか否かの確認を、受け入れる地元

首長として自ら判断せず、山梨県ならびに環境整備事業団まかせとするものであると言わざる

を得ません。 
 改めて申し上げるまでもなく、市長はこの処分場が地元にもたらす影響を自ら判断し、明野

住民をはじめ、北杜市民に説明する責任があります。重ねて申し上げますが、今回の市長の行

為は、この責任を自ら放棄するものであり、地元明野町選出の議員として強く抗議をいたしま

す。 
 さて、通告に従い、質問に入ります。 
 私は本定例会において、最終処分場問題、指定管理者問題、北杜市の審議委員会の情報公開

について等、大きく３点について市長にお尋ねをいたします。 
 まず、処分場問題についてでございます。 
 先ほどの内田議員のご質問と一部重なる部分もあるかと思いますが、質問をさせていただき

ます。 
 去る１０月１４日に峡北地区最終処分場整備検討委員会は、地元合意の有無を判断材料とせ

ずに、候補地を明野町浅尾の現計画地に絞り込みました。このことは、委員会の所掌事項であ

る地元の合意形成に反する決定であるが問題はないのか、市長のご見解をお尋ねいたします。 
 次に検討委員会は、地元北杜市長に地元同意の取り付けをまかせる決定を行いました。すで

に予定地の地元である浅尾地区は、建設反対決議を行っておりますが、市長は合意形成にどの

ように取り組むのか、具体的にお示しをいただきたい。 
 次に大きい２点目でございます。 
 指定管理者制度について、お尋ねいたします。 
 今回の地方自治法改正に伴う、指定管理者制度の導入は地方分権、規制緩和の流れの中で大

きな制度改正の１つと位置づけられております。しかし、今回の改正は３年という短い移行期

間の上に法に定められた制約は、個別法の優先と議会の議決ぐらいで、極めて少なく、地方自
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治体の裁量にほとんどまかせられていることが特徴であります。 
 よって、首長方針や財政状況、施設管理状況等、自治体が抱える固有の事情によって、導入

施設の選別、公募条件の設定、出資法人の処遇などで、自治体間で相当な温度差が出ておりま

す。 
 特に指名競争入札ではなく、提案内容を評価する公募式プロポーザルという手続きを踏む自

治体は慌しく導入作業に追われ、対応に苦慮しているというふうに聞いております。そして結

果として、制度導入後のメリットやリスクについて、十分検討ができないまま、見切り発車を

するケースも全国的にはあるといわれております。 
 さて、北杜市においても、事業者選定まで短期間に取り組まれ、担当職員をはじめとして大

変なご苦労があったものと推察をいたします。 
 市民サービスの向上と経費節減を目指すものでありますが、制度導入後の指定管理制度の目

的達成と安定経営を得るためには、導入後の事業評価のあり方が大変重要であるというふうに

考えております。この点について、北杜市として具体的対応のお示しをいただきたいと。 
 次に現在の雇用者の指定後の処遇について、お尋ねいたします。 
 雇用のあり方については、応募事業者の提案を含め、執行の考え方等も具体的にお示しをい

ただきたいと。 
 ３点目でございます。 
 各種審議委員会の審議内容を市民に公開するため、市のホームページに委員会の議事録を公

開すべきと考えておりますかという質問をさせていただくつもりでおりました。先ほどの小尾

議員の行財政改革の質問の中で、市長から答弁がございまして、大筋については公開という前

向きな取り組みという方向が示されました。 
 私はさらに一歩、踏み込んで提案をさせていただきますが、すでに先進の各自治体において

は、ホームページ上に各種委員会の議事録がそのまま公開をされて、いつでも見ることができ

るというふうな取り組みをされているところが、たくさん出てきております。私ども北杜市も

ホームページを持っております。ぜひ、現在進められております、特に行政改革推進委員会、

審議内容、大変前向きな意見が出ているという向きの話も聞いておりますが、せっかくの専門

の方を含め、貴重な意見をいち早く、議論の結論の前にどういう中身の議論がされているかを、

しっかりと市民に知っていただく意味合いからも、ホームページへの議事録の公開をぜひ、お

願いいたします。 
 また、重ねて、来年４月から予定されております国保の保険料改定、大幅な値上げが予想さ

れる厳しい財政状況、これらをふまえて、国保運営協議会等で議論を重ねておりますが、これ

らの内容につきましても、いち早くホームページ上で公開することによって、おそらく実施に

伴い、市民の間から大きな反響を呼ぶ事態が予想されておりますので、現在の北杜市の実情と

いうものを、しっかり知っていただく意味合いからも、その協議の内容をいち早くホームペー

ジ上に、Ｗｅｂ上にのせることが大事ではないかなというふうに考えておりますので、ぜひ前

向きなご検討をお願いしたいと思います。 
 以上、私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 篠原眞清議員のご質問にお答えいたします。 
 明野最終処分場につきまして、いくつかお尋ねをいただいております。 
 最初に、峡北地区最終処分場整備検討委員会の決定についてであります。 
 峡北地区最終処分場整備検討委員会は、県が設置した検討組織であり、設置要綱に規定され

ている事項について、意見を述べるというのが役割であります。 
 なお、公共関与による廃棄物最終処分について、地元合意を形成し、事業を推進していくの

は、県および事業主体である環境整備事業団が基本であります。検討委員会では、県からの要

請に基づき、昨年４月から明野最終処分場問題の解決に向けた検討を開始し、これまでの経緯

をふまえ、浅尾の現計画地も含めた中で、建設候補地の選定を進め、先般、現計画地を建設候

補地とすることを意見集約したところであります。 
 次に明野最終処分場に対する、今後の取り組みについてであります。 
 浅尾の建設地につきましては、すでに地元合意がなされているものと考えておりますが、地

元住民の中に反対の動きがあることも事実であります。 
 こうした中、明野最終処分場の建設を進めるにあたっては、処分場の規模の見直しや安全対

策の向上など、地元住民の理解をさらに深めるよう、取り組みを進めていくことが重要である

と考えています。 
 まず処分場の規模につきましては、埋め立て廃棄物量を減少することは、処分場の安全性の

向上につながることから、見直しを行っていく必要があると考えています。規模縮小は、最大

限勝ち取っていきます。また、処分場の安全対策を向上するため、住民の代表も参加した安全

管理委員会の設置や公害防止協定の締結などを進めていく必要もあると考えています。 
 規模の縮小と安全対策は、私は県議時代、そして市長となっても、終始変わらない、基本的

スタンスであります。これらの推進が図られるよう、過日、県に対し、要望を行いましたこと

は、内田議員の答弁でも申し上げたところでありますが、要望書を提出するにあたり、明野廃

棄物最終処分場問題対策協議会の代表の皆さんと、また市代表の整備検討委員会のメンバーと

市議会全員協議会等において、県への要望事項の理解を求めたところであります。そして１２月

１日、知事へ要望書を提出いたしました。私は、その中でも、地元住民のご理解を、さらに深

めるよう求めました。今後も、地元住民の理解をさらに深めるよう、私としても積極的に対応

していく考えであります。 
 次に指定管理者制度についてであります。 
 まず、導入後の事業評価については、毎年度終了後に指定管理者から提出される業務報告書

等により、市と締結した協定書の内容どおり、管理されているかどうか、実施状況の確認を行

います。 
 確認の結果、業務の実施状況および施設の管理状況についての条件を満たしていない場合は、

条例に基づき、業務管理の改善が勧告できます。改善勧告を受けた指定管理者は、速やかに改

善しなければなりません。応じない場合は、その指定を取り消し、または期間を定めて管理業

務の全部、もしくは一部の停止を命じることもできます。 
 次に現行雇用者の取り扱いについては、引き続き雇用していただけるよう、指定管理者に強

く要望していきたいと考えております。 
 次に市の各種審議委員会の情報公開についてであります。 
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 市政に対し、市民の皆さんのご理解とご協力をいただくためには、行政情報を積極的に提供

していく必要があります。このため広報誌や、ホームページ等を通じて、広く市民の皆さんに

情報を提供するとともに、北杜市情報公開条例により、公文書の公開も行っているところであ

ります。市が設置する審議会や委員会等の議事録、審議内容の公開につきましては、委員の皆

さんの大部分が一般の市民や市外の方でありますので、委員のプライバシーや公開することが

前提になると、忌憚のないご意見が出にくくなるなどの課題もあります。 
 今後、審議会等の会議の公開に関する条例の制定などを考え合わせながら、検討していきた

いと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３番議員、再質問はございませんか。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 再質問させていただきます。 
 処分場の問題についてでございますが、都度、この議会の中で、この同意という問題のやり

とりを市長とさせてきていただいているわけでございますが、まず事実関係ということで、ぜ

ひ、ご理解を賜りたいことがございます。それは、先ほどの内田議員、それから私の質問に対

する答弁の中でありましたが、もう同意がすでに得られているという、特に内田議員の答弁の

中では平成６年という、条件つき賛成というものをもってという、具体的な発言がございまし

たが、時の経過を眺めていただければ、本当にこれが同意を得られているかどうかというもの

の理解は、非常に難しい部分があるというふうに言わざるを得ません。 
 先ほど、内田議員の中で、１２年に地元と賃貸借契約を結んだと、それが１つの例だという

ふうなお話がありました。しかし、私が処分場に白紙撤回を掲げて当選させていただいたのは、

平成１５年でございます。しかも、そのあと、山本知事が私と話し合いをしたいということで、

１年数カ月にわたって話し合いを継続してまいりました。この事実は何を意味するんでしょう

か。平成６年に条件つき賛成が、同意が得られているとするならば、検討委員会を新たに開く

必要もなかったでしょうし、知事も私と話をする必要もなかったんではないでしょうか。少な

からず、自主的に私が村長に選ばれたということをもって、地元の理解の同意が不明確である

ことを自覚したがための対応ではなかったんでしょうか。そのへんの理解をやはり、地元の首

長として、しっかり持っていただくこと、そのことがなければ、地元の反対する人たちの理解

は進まないというふうに思いますので、改めて、その点についての見解を求めます。 
 それから、指定管理者制度に関してでございますが、毎年度の事務報告の中で、実際の運営

の確認をするというご答弁をいただきました。確かに大事なことではございますが、それと同

時に、今後、協定を結ぶ段階で、協定の中身での表現というものが非常に、事後の管理にとっ

ては大事だということを、私が申し上げるまでもないと思います。ぜひ、その協定の中身にお

いて、抽象的な表現ではなく、より具体的に、協定の中身の文言を盛ることが、のちの管理に

とっては大事だというふうに思います。 
 少なからず、この指定管理者事業者に管理をまかせるということは、初めてのことでござい

ますから、市にとってもリスクがありますと同時に、業者にとっても事業のリスクを大きく背
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負っているわけでございますから、そのへんに鑑み、より具体的に協定を結ぶ必要があると、

私は考えております。その点も、ご答弁をいただきたいと思います。 
 それから雇用者に関しては、事業者に要望するということではございますが、現に当然、プ

ロポーザルで提案がなされているわけでございますから、それぞれの施設の運営について、事

業者が雇用に関しても、提言をされている部分がいくつかあるかと思いますので、ぜひ、その

内容をせっかくの機会ですから、１、２、ご紹介を具体的なケースでご紹介をいただきたいと

いうふうに思います。 
 以上、再質問とさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 具体的なお話も述べてみたいと思うわけでありますけども、予想される浅尾の処分場の土地、

言ってみれば財産区の土地でありますけども、これは平成１２年に処分場を造るという、処分

場の用地ということで借地契約を結んでいるわけであります。それ以来、今日まで、この契約

関係は結ばれているという現実を考えてみても、やはり、この浅尾計画地についての、地元の

同意については、一つの大きな参考資料になるとは、私も承知いたしているのは、先ほど、内

田議員の答弁にも答えたところであります。 
 それから、篠原村政が誕生しまして、山本知事と数回、会議をされた等との問題については、

私は内容については承知していないところであり、知事と明野の村長の問題の域だと思ってお

ります。 
 私も平成１６年１１月に北杜市の市長として誕生してからは、私はたびたび、この議会でも

申し上げているとおり、この１０年間の処分場の問題に対するプロセスは大切にしなければな

らないと、ある面で言うならば、尊重しなければならないという基本的スタンスで、今日まで

市政を推進してきました。併せて、先ほどもお話したのでありますけども、この問題は基本的

には県政課題であります。でも私は、終始、先ほどの答弁でもお話ししましたが、この明野の

最終処分場、一言で言えば迷惑施設であります。規模の縮小等、安全性の問題については最大

限、議会あるごとにご説明もしてきました。議会の皆さんもそれぞれ、新潟県といわず長野県

といわず、ご視察もしていただいたわけであります。そういう意味からすれば、数年前の計画

が仮に、私が言いました二重、三重の候補であったとすれば、今、いろいろの戦いを進めなが

ら、この明野の最終処分場が四重に五重に、安全工法でやろうとしていることも高く理解して

ほしいところでもあります。併せて、先ほども私は決意を述べたのでありますけども、規模縮

小についても同じであります。 
 だから、これからどういう形で、事が進むかわかりませんが、基本的には県と事業団と北杜

市が基本協定くらいは結び、あるいはまた公害協定やら、いろいろ具体的話は、さらに具体的

項目として、協定書を結んでいかなくてはならないなというふうにも考えているところであり

ます。 
 せっかくの機会ですから、お話ししてみたいと思うわけであります。市民の皆さんにもご理

解をしていただきたいと思いますけども、いろいろの課題があるときに、私は一人の為政者と

して、時に１００を見ながら市政を推進しなければならないときもあります。でも１も大切に
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しなければならないことも確かであります。ある面で表現を変えるならば、時に森を見たり、

時に１つの木も大切にしなければならないということかもしれません。そのときに、今回それ

で、今言ったのは一般分であります。 
 その市政推進の基本的考え方を持ちながら、今度、明野の最終処分場を見たときに、私もこ

の最終処分場をたびたび言う、早くのど仏にある棘を取りたいという意味からすれば、全力で

規模縮小と安全管理については、当たってきたつもりであります。これから基本協定なり、個々

の協定を結ぶ上においては、そのような考え方をど真ん中に置きながら、県政対応をしていき

たいと思いますので、処分場問題に対処していきたいと思いますので、ご理解をいただきたい

と思います。 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 企画部長。 

〇企画部長（坂本等君） 
 私のほうからは、それ以外にいただきましたことにつきまして、お答えを申し上げます。 
 まず、指定管理者に関わることでございます。 
 事業評価、そういうものにつきまして、篠原議員が申されますように、抽象的な文言だけに

留まらず、協定の中ではということでございます。私どもも、そのように捉えておりまして、

また、これからるる、ご説明を申し上げる機会もあろうかと思いますが、議会の皆さま方のご

意見、ご提言等もいただきながら、より具体的な内容で取り入れたいと思います。 
 １つの、まったくこれは私の私案と申しましょうか、１つの例と申しましょうか、ご参考ま

でに申し上げますが、例えば、その施設を利用している方たちは、市が当初設置いたしました

目的に沿った運営がなされ、地域住民の方、ないしはその施設があることによって、訪れる人

たちに満足を与えているものであるかという、そういう経営がなされるかどうかというふうな

ことの評価をいただくのは、われわれ行政も、また当事者もそうなんでございますが、そこを

訪れる人たちの意見も、また反映する、お聞きしたい、そのためには指定管理者の義務といた

しまして、一定の期のときに例えばアンケート調査というのは、訪れた人の意見を聞くような、

そういうような対応をとるようなことも、協定書の中でも捉えていきたいと。これは本当に些

細な部分でありますが、具体的にはそんなところも捉えながら、より具体的な運営がなされる

ように、何はともあれ、訪れる人たちが喜び、また地域の地産地消、そういうものに発展が求

められていくような指定管理者のもとに、その施設が運営されることを行政としては当然、望

むわけでございます。そんなことが事業効果に対するところでございます。いろんなご意見を、

議会の皆さん方にも、これから賜っていきたいと、申していただければと、こんなように思う

ところでもございます。 
 それから、もう１点につきましては、そこの施設で雇用している人たちが従前の指定管理の

もとに経営がされる場合もありましょうし、またまったく、がらり、違うところに指定がこれ

からなされることもあろうかと思います。そういうときには、もうヒアリング、それからいろ

んな状況をお聞きしたときの中で、相手方にはこれはひとつ、いろんな分野の共通の項目とし

て、指定管理者の選定基準の中にも盛り込んでございます。現在、働いている方たちが、指定

管理者の制度のもとに切り替わったときに、継続して雇用していけることを、ひとつ強く望む

という、それは１つの、行政が望むことの１つであると、最たるところであるということで、
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それの基準、そういうものについては基準点も高く設定も当然しておるわけで、これは共通の

中で、すべての施設について、ヒアリング等の中で申し出をしていると思います。 
 私が関わったのは、観光の部門に関わりましたが、１つの例をとりますと、業者の人たちも

応募した時点で、もうその施設を数回訪れている業者の皆さんが多かったように、私は記憶し

ております。そういう中で感じ得たことを申された業者もおりました。素朴な対応、それから

あとは、その素朴な対応のよさを指摘いただく反面、やはり少し、もう少し、全般的な配慮を

していただけるような、お客さんとのコミュニケーションを保つような接客も必要ではないか

というふうな意見も、ざっくばらんにありました。そういうことを捉える中で、市のほうでは

当然、継続的に雇用をお願いしてありますが、指定管理が決まったときには、さらに、その方

たちが了解をいただければ、継続して雇用していただけるように、協定等の中で申し合わせを

していくわけでございます。 
 ただ、そのときに、やはり業者の考えとしては、営業をしていく上では、ある程度の教育を

受けて、その教育にある程度耐えていただけるような、理解していただけるような方であれば、

もう間違いなく継続雇用いたしますという、そういう考えもお聞きしております。ですから、

そんなこういう時代で指定管理のもとに、厳しさがいろんな、個人的にも行政的にも、いろい

ろ及んでくるわけでございますが、そういうところはお互いに頑張り抜いていきながら、よい

施設の指定管理のもとに運営がなされるようにというのが、現在、行政、私どもが思っている

ところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 答弁が終わりました。 
 ３番議員、再々質問はございますか。 
 篠原眞清君。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 再々質問を行わせていただきます。 
 先ほど来、市長からのお答えの中で、私は常に思っているんですが、確かにこの事業は、こ

の処分場の事業を計画するのが県であり、実施自体は財団法人 環境整備事業団であります。

しかし、受け入れるのは北杜市です。北杜市としての将来にわたって、この事業を評価して、

北杜市の将来構想の中で、この事業がどういう影響があるかということを、あるいは北杜市に

生活する人たちの安心・安全含めて判断をされるのは北杜市、市長であります。ぜひ、その点

はしっかりと押さえていただきながら、対応をしていただくことが大事であるというふうに、

私は考えております。 
 それから１００を見ながら、あるいは１をというふうなお話もありました、まさしくそのと

おりだと思います。心配をする人、反対をする人、納得ができない人、おおぜいいる、それら

をどう対応するかと、この例えをしっかりふまえた中で、ご検討をいただきたいというふうに

思います。 
 それから常日頃、市長がおっしゃられておりますが、棘を抜きたい、私が心配するのは今あ

る棘より、もっと太い棘が新たに刺さるんではないかなと、そういう受け止めもあることを心

配し、質問をさせていただいております。 
 それから指定管理者に関してですが、るる、企画部長から説明いただきましたが・・・。 
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〇議長（清水壽昌君） 
 篠原眞清議員に申し添えます。 
 質問時間が終わりましたので、簡潔にお願いいたします。 

〇３番議員（篠原眞清君） 
 私が申し上げたいのは、当然、雇用に関して、市からお願いをしていただくことは、ごく当

たり前のことだと思うんですが、私が申し上げているのは、提案をしてきていると思うんです、

業者が、事業者が。その中で、事業者が雇用をしますと、現状の人たちを雇用しますというよ

うな提案があったのかどうかを、提案の中身として、そのことを私は知りたくて質問させてい

ただいております。こちらから、お願いするのは、あるいはこれから取り組むのは当然のこと

だと思いますが、提案としてあれば、そのまま、その人たちは確保できるわけです、雇用が。

そういう提案があったのかどうかを知りたいということで、質問させていただきます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 企画部長。 
〇企画部長（坂本等君） 

 業者の提案の中で、はっきりそういうことを謳った業者があるかということでございます。

私、観光部課に所属いたしまして、観光部会の中にございました。また、細部につきましては、

お願いいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 篠原議員の再々質問にお答えしたいと思います。 
 篠原議員のご心配も、私も分かるところであります。これが北杜市になって湧いてきた話で

あるのと、私が言う１０年間のプロセスがあったという現実は、時の為政者として判断が変わ

ることは確かだと思います。私も市長になって１年間、この問題は頭のど真ん中に置きながら、

市民と接してきましたけども、一言で言えば、早く解決してほしいと。それが北杜市のためだ

という、私も認識に立って、今、このような答弁を積み重ねているところであります。 
 そういう意味からすれば、いわゆる理解できない多くの人に向かっての、先ほど来、申し上

げているとおり、地元住民の理解をさらに深められるよう、全力で当たりますので、よろしく

ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（清水壽昌君） 

 以上で質問を打ち切ります。 
 これで３番、篠原眞清議員の一般質問を終わります。 
 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 次の会議は１２月１６日、午前１０時に開会いたしますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後１２時２１分 
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１．議事日程 

 
平成１７年第４回北杜市議会定例会（４日目） 
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午前１０時００分開議 
於 議 場 

 
 

追加日程第１ 指定管理者制度特別委員会設置の件 
追加日程第２ 指定管理者制度特別委員会委員の選任について 
日程第１ 議案第１９５号 北杜市一般職の任期付き職員の採用に関する条例の一部を

改正する条例について 
日程第２ 議案第１９６号 北杜市市長等及び職員の給与の特例に関する条例の制定に

ついて 
日程第３ 議案第１９７号 北杜市農地・農業用施設火災復旧事業分担金徴収条例の制

定について 
日程第４ 議案第１９８号 北杜市学校体育施設等の利用に関する条例の制定について 
日程第５ 議案第２０１号 北杜市立塩川病院介護老人保健施設条例の一部を改正する

条例について 
日程第６ 議案第２１３号 元気な地域づくり交付金長坂町間の原地区土地改良事業計

画の議決を求める件 
日程第７ 議案第２０５号 中央市の設置に並びに中道町及び上九一色村の区域の一部

を甲府市に編入すること並びに上九一色村の区域の一部を

富士河口湖町に編入することに伴う山梨県市町村議会議員

公務災害補償等組合規約の変更について 
日程第８ 議案第２０６号 小淵沢町を北杜市に編入することに伴う山梨県市町村議会

議員公務災害補償等組合規約の変更について 
日程第９ 議案第２０７号 峡北広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び組合規約の変更について 
日程第１０ 議案第２０８号 峡北地域広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減

少及び峡北地域広域水道企業団規約の変更について 
日程第１１ 議案第２１２号 韮崎市１市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共

団体の数の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更

する規約について 
日程第１２ 議案第１９９号 北杜市土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

について 
日程第１３ 議案第２００号 北杜市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する

条例について 
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日程第１４ 議案第２０２号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合を組織する地方公共団体及
び組合規約の変更について 

日程第１５ 議案第２０３号 篠原山恩賜県有財産保護組合の解散について 
日程第１６ 議案第２０４号 大平山恩賜県有財産保護組合の解散について 
日程第１７ 議案第２０９号 北杜市・小淵沢町衛生組合の解散について 
日程第１８ 議案第２１０号 北杜市・小淵沢町病院組合の解散について 
日程第１９ 議案第２１１号 北杜市・小淵沢町学校組合の解散について 
日程第２０ 議案第２１４号 北杜市公告式条例の一部を改正する条例について 
日程第２１ 議案第２１５号 北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例について 
日程第２２ 議案第２１６号 北杜市総合支所設置条例の一部を改正する条例について 
日程第２３ 議案第２１７号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
日程第２４ 議案第２１８号 北杜市営バス設置及び管理条例の一部を改正する条例につ

いて 
日程第２５ 議案第２１９号 北杜市情報公開条例の一部を改正する条例について 
日程第２６ 議案第２２０号 北杜市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 
日程第２７ 議案第２２１号 北杜市行政手続条例の一部を改正する条例について 
日程第２８ 議案第２２２号 北杜市印鑑条例の一部を改正する条例について 
日程第２９ 議案第２２３号 北杜市認可地緑団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一

部を改正する条例について 
日程第３０ 議案第２２４号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例について 
日程第３１ 議案第２２５号 北杜市防災会議条例の一部を改正する条例について 
日程第３２ 議案第２２６号 北杜市防災行政無線通信施設条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第３３ 議案第２２７号 北杜市駐車場条例の一部を改正する条例について 
日程第３４ 議案第２２８号 北杜市生活安全条例の一部を改正する条例について 
日程第３５ 議案第２２９号 北杜市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

について 
日程第３６ 議案第２３０号 北杜市地域委員会設置条例の一部を改正する条例について 
日程第３７ 議案第２３１号 北杜市職員定数条例の一部を改正する条例について 
日程第３８ 議案第２３２号 北杜市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一

部を改正する条例について 
日程第３９ 議案第２３３号 北杜市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第４０ 議案第２３４号 北杜市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第４１ 議案第２３５号 北杜市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改

正する条例について 
日程第４２ 議案第２３６号 公益法人等への北杜市職員の派遣等に関する条例の一部を

改正する条例について 
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日程第４３ 議案第２３７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例について 

日程第４４ 議案第２３８号 北杜市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例について 

日程第４５ 議案第２３９号 北杜市職員給与条例の一部を改正する条例について 
日程第４６ 議案第２４１号 北杜市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第４７ 議案第２４２号 北杜市特別会計設置条例の一部を改正する条例について 
日程第４８ 議案第２４３号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
日程第４９ 議案第２４６号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例について 
日程第５０ 議案第２４７号 北杜市税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関す

る条例の一部を改正する条例について 
日程第５１ 議案第２４８号 北杜市証紙条例の一部を改正する条例について 
日程第５２ 議案第２４９号 北杜市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部

を改正する条例について 
日程第５３ 議案第２５０号 北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条

例の一部を改正する条例について 
日程第５４ 議案第２５１号 北杜市財政調整基金条例の一部を改正する条例について 
日程第５５ 議案第２５２号 北杜市減債基金条例の一部を改正する条例について 
日程第５６ 議案第２５３号 北杜市学校建設等基金条例の一部を改正する条例について 
日程第５７ 議案第２５４号 北杜市地域福祉基金条例の一部を改正する条例について 
日程第５８ 議案第２５５号 北杜市国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条

例について 
日程第５９ 議案第２５６号 北杜市介護保険給付費支払準備基金条例の一部を改正する

条例について 
日程第６０ 議案第２５７号 北杜市簡易水道事業基金条例の一部を改正する条例について 
日程第６１ 議案第２５８号 北杜市中山間地ふるさと・水と土保全対策基金条例の一部

を改正する条例について 
日程第６２ 議案第２５９号 北杜市土地開発基金条例の一部を改正する条例について 
日程第６３ 議案第２６０号 北杜市公共施設整備基金条例の一部を改正する条例について 
日程第６４ 議案第２６４号 北杜市立学校設置条例の一部を改正する条例について 
日程第６５ 議案第２６５号 北杜市立学校給食調理場条例の一部を改正する条例について 
日程第６６ 議案第２６７号 北杜市社会教育委員条例の一部を改正する条例について 
日程第６７ 議案第２６８号 北杜市公民館条例の一部を改正する条例について 
日程第６８ 議案第２６９号 北杜市図書館条例の一部を改正する条例について 
日程第６９ 議案第２７０号 北杜市郷土資料館条例の一部を改正するについて 
日程第７０ 議案第２７２号 北杜市体育指導委員条例の一部を改正する条例について 
日程第７１ 議案第２７３号 北杜市体育施設条例の一部を改正する条例について 
日程第７２ 議案第２７４号 北杜市文化財保護条例の一部を改正する条例について 
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日程第７３ 議案第２７５号 北杜市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例について 

日程第７４ 議案第２７６号 北杜市立保育園条例の一部を改正する条例について 
日程第７５ 議案第２７７号 北杜市保育の実施条例の一部を改正する条例について 
日程第７６ 議案第２７８号 北杜市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について 
日程第７７ 議案第２７９号 北杜市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例について 
日程第７８ 議案第２８０号 北杜市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例

について 
日程第７９ 議案第２８１号 北杜市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第８０ 議案第２８２号 北杜市長坂高齢者体力づくりセンター条例の一部を改正す

る条例について 
日程第８１ 議案第２８３号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第８２ 議案第２８４号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条

例について 
日程第８３ 議案第２８５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 
日程第８４ 議案第２８６号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
日程第８５ 議案第２８７号 北杜市保健センター条例の一部を改正する条例について 
日程第８６ 議案第２８８号 北杜市廃棄物の減量化及び適正処理に関する条例の一部を

改正する条例について 
日程第８７ 議案第２８９号 北杜市犬取締り条例の一部を改正する条例について 
日程第８８ 議案第２９１号 北杜市まちをきれいにする条例の一部を改正する条例につ

いて 
日程第８９ 議案第２９３号 北杜市簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例について 
日程第９０ 議案第２９４号 北杜市簡易水道給水条例の一部を改正する条例について 
日程第９１ 議案第２９５号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
日程第９２ 議案第２９７号 北杜市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する

条例について 
日程第９３ 議案第２９８号 北杜市下水道事業審議会条例の一部を改正する条例について 
日程第９４ 議案第２９９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する

条例について 
日程第９５ 議案第３００号 北杜市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第９６ 議案第３０１号 北杜市たかね有機センター及び明野町高品質堆肥製造施設

条例の一部を改正する条例について 
日程第９７ 議案第３１０号 北杜市火入れに関する条例の一部を改正する条例について 
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日程第９８ 議案第３１５号 北杜市小規模企業者小口資金融資促進条例の一部を改正す
る条例について 

日程第９９ 議案第３１６号 北杜市観光案内所条例の一部を改正する条例について 
日程第１００ 議案第３１９号 北杜市土地開発事業等の適正化に関する条例の一部を改正

する条例について 
日程第１０１ 議案第３２０号 北杜市地下水採取の適正化に関する条例の一部を改正する

条例について 
日程第１０２ 議案第３２１号 北杜市道路法施行条例の一部を改正する条例について 
日程第１０３ 議案第３２２号 北杜市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 
日程第１０４ 議案第３２３号 北杜市営住宅条例の一部を改正する条例について 
日程第１０５ 議案第３２４号 北杜市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について 
日程第１０６ 議案第３２５号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例について 
日程第１０７ 議案第３２６号 北杜市立病院等使用料及び手数料徴収条例の一部を改正す

る条例について 
日程第１０８ 議案第３２７号 北杜市看護学生奨学金貸与条例の一部を改正する条例につ

いて 
日程第１０９ 議案第３２８号 北杜市立塩川病院訪問看護ステーション条例の一部を改正

する条例について 
日程第１１０ 議案第３２９号 北杜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例について 
日程第１１１ 議案第３３０号 北杜市財産区管理会条例の一部を改正する条例について 
日程第１１２ 議案第２４０号 北杜市立甲陵高等学校の教育職員の給与等に関する地区別

措置に関する条例の制定について 
日程第１１３ 議案第２４４号 北杜市農村地域工業等導入促進のための固定資産税の免除

に関する条例の制定について 
日程第１１４ 議案第２４５号 北杜市小淵沢町総合保養地域における固定資産税の不均一

課税に関する条例の制定について 
日程第１１５ 議案第２６１号 北杜市立甲陵高等学校職員退職手当基金条例の制定について 
日程第１１６ 議案第２６２号 北杜市甲陵中・高等学校校舎建設基金条例の制定について 
日程第１１７ 議案第２６３号 北杜市甲陵中・高等学校財政調整基金条例の制定について 
日程第１１８ 議案第２６６号 北杜市甲陵高等学校授業料、入学料及び入学審査料条例の

制定について 
日程第１１９ 議案第２７１号 北杜市小淵沢観音平グリーンロッジ条例の制定について 
日程第１２０ 議案第２９０号 北杜市北部ふるさと公苑条例の制定について 
日程第１２１ 議案第２９２号 北杜市環境基本条例の制定について 
日程第１２２ 議案第２９６号 北杜市下水道処理区域内個別排水処理施設の整備に関する

条例の制定について 
日程第１２３ 議案第３０２号 北杜市小淵沢町特産品開発センター条例の制定について 
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日程第１２４ 議案第３０３号 北杜市小淵沢町生産物直売・食材供給施設条例の制定につ
いて 

日程第１２５ 議案第３０４号 北杜市小淵沢町下笹尾農林水産物処理加工施設条例の制定
について 

日程第１２６ 議案第３０５号 北杜市小淵沢町久保農林水産物処理加工施設条例の制定に
ついて 

日程第１２７ 議案第３０６号 北杜市小淵沢町農林漁業体験実習館条例の制定について 
日程第１２８ 議案第３０７号 北杜市小淵沢町高野高齢者活動促進施設条例の制定について 
日程第１２９ 議案第３０８号 北杜市小淵沢町大滝高齢者活動・生活支援促進機会施設条

例の制定について 
日程第１３０ 議案第３０９号 北杜市小淵沢町岩窪女性・若者等活動促進施設条例の制定

について 
日程第１３１ 議案第３１１号 北杜市小淵沢町子供等自然環境知識習得施設条例の制定に

ついて 
日程第１３２ 議案第３１２号 北杜市小淵沢町高野ふれあい農園温室条例の制定について 
日程第１３３ 議案第３１３号 北杜市小淵沢町地域資源活用総合交流促進施設条例の制定

について 
日程第１３４ 議案第３１４号 北杜市小淵沢町花と緑のうるおい空間整備事業交流ターミ

ナル施設条例の制定について 
日程第１３５ 議案第３１７号 北杜市小淵沢町物産会館条例の制定について 
日程第１３６ 議案第３１８号 北杜市小淵沢町八ヶ岳登山歴史館条例の制定について 
日程第１３７ 議案第３３１号 北杜市小淵沢町生涯学習センターこぶちざわ条例の制定に

ついて 
日程第１３８ 議案第３３２号 北杜市立甲陵中学校・高等学校設置条例の制定について 
日程第１３９ 議案第３３３号 北杜市小淵沢町高齢者健康づくりの家条例の制定について 
日程第１４０ 議案第３３４号 北杜市青年小屋及び権現小屋条例の制定について 
日程第１４１ 議案第３３５号 小淵沢町の編入に伴う国民健康保険税の適用の経過措置に

関する条例の制定について 
日程第１４２ 議案第３３６号 北杜市健康増進施設「健康ランド須玉」の指定管理者の指

定について 
日程第１４３ 議案第３３７号 北杜市デイサービスセンターの指定管理者の指定について 
日程第１４４ 議案第３３８号 高根町デイサービスセンターの指定管理者の指定について 
日程第１４５ 議案第３３９号 北杜市甲斐大泉温泉の指定管理者の指定について 
日程第１４６ 議案第３４０号 北杜市知的障害者通所授産施設の指定管理者の指定について 
日程第１４７ 議案第３４１号 北杜市泉温泉健康センター及び大泉デイサービスセンター

の指定管理者の指定について 
日程第１４８ 議案第３４２号 北杜市白州福祉会館及び白州デイサービスセンターの指定

管理者の指定について 
日程第１４９ 議案第３４３号 武川町デイサービスセンター等の指定管理者の指定について 
 

 １１７



日程第１５０ 議案第３４４号 北杜市明野町農村公園直売所施設の指定管理者の指定につ
いて 

日程第１５１ 議案第３４５号 北杜市育苗施設の指定管理者の指定について 
日程第１５２ 議案第３４６号 北杜市須玉町農産物等活用型総合交流施設の指定管理者の

指定について 
日程第１５３ 議案第３４７号 北杜市高根町林産物展示販売施設及び北杜市高根町花関所

の里・南清里フラワーパークの指定管理者の指定について 
日程第１５４ 議案第３４８号 北杜市高根町花関所の里・南清里フラワーパークの指定管

理者の指定について 
日程第１５５ 議案第３４９号 北杜市高根クラインガルテンの指定管理者の指定について 
日程第１５６ 議案第３５０号 北杜市地域食材提供施設の指定管理者の指定について 
日程第１５７ 議案第３５１号 北杜市大泉町特産品育成施設の指定管理者の指定について 
日程第１５８ 議案第３５２号 北杜市白州町鳥原平活性化施設の指定管理者の指定について 
日程第１５９ 議案第３５３号 アグリーブルむかわ等の指定管理者の指定について 
日程第１６０ 議案第３５４号 北杜市武川町農業機械センター及び北杜市武川町麦類等乾

燥調整施設の指定管理者の指定について 
日程第１６１ 議案第３５５号 北杜市農畜産物処理加工施設等の指定管理者の指定について 
日程第１６２ 議案第３５６号 北杜市須玉町農業体験農園施設の指定管理者の指定について 
日程第１６３ 議案第３５７号 北杜市須玉町農林水産物直売・食材供給施設の指定管理者

の指定について 
日程第１６４ 議案第３５８号 北杜市須玉町森林総合利用施設の指定管理者の指定について 
日程第１６５ 議案第３５９号 北杜市須玉町特産品育成施設の指定管理者の指定について 
日程第１６６ 議案第３６０号 北杜市須玉全国植樹祭会場跡地公園の指定管理者の指定に

ついて 
日程第１６７ 議案第３６１号 北杜市白州町農産物加工施設の指定管理者の指定について 
日程第１６８ 議案第３６２号 北杜市明野ふるさと太陽館及び北杜市明野町滞在型宿泊施

設の指定管理者の指定について 
日程第１６９ 議案第３６３号 北杜市みずがき湖ビジターセンターの指定管理者の指定に

ついて 
日程第１７０ 議案第３６４号 北杜市すたま自然健康村施設の指定管理者の指定について 
日程第１７１ 議案第３６５号 清里駅前観光総合案内所の指定管理者の指定について 
日程第１７２ 議案第３６６号 北杜市三分一湧水館の指定管理者の指定について 
日程第１７３ 議案第３６７号 長坂駅前観光案内所の指定管理者の指定について 
日程第１７４ 議案第３６８号 長坂駅前駐車場等の指定管理者の指定について 
日程第１７５ 議案第３６９号 北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定について 
日程第１７６ 議案第３７０号 美し森観光案内所及び甲斐大泉駅前観光案内所の指定管理

者の指定について 
日程第１７７ 議案第３７１号 北杜市白州町緑地等利用施設の指定管理者の指定について 
日程第１７８ 議案第３７２号 北杜市白州町尾白の森キャンプ場の指定管理者の指定につ

いて 
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日程第１７９ 議案第３７３号 北杜市甲斐駒ケ岳七丈小屋の指定管理者の指定について 
日程第１８０ 議案第３７４号 須玉歴史資料館の指定管理者の指定について 
日程第１８１ 議案第３７５号 北杜市長坂総合スポーツ公園等の指定管理者の指定について 
日程第１８２ 議案第３７６号 北杜市明野テニスコート及び北杜市明野多目的屋内運動場

の指定管理者の指定について 
日程第１８３ 議案第３７７号 北杜市高根体育館及び北杜市高根総合グラウンドの指定管

理者の指定について 
日程第１８４ 議案第３７８号 北杜市大泉体育館等の指定管理者の指定について 
日程第１８５ 議案第３７９号 北杜市白州運動広場施設の指定管理者の指定について 
日程第１８６ 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号） 
日程第１８７ 議案第１８１号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１８８ 議案第１８２号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第２号） 
日程第１８９ 議案第１８３号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１９０ 議案第１８４号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
日程第１９１ 議案第１８５号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号） 
日程第１９２ 議案第１８６号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
日程第１９３ 議案第１８７号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第２号） 
日程第１９４ 議案第１８８号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正

予算（第３号） 
日程第１９５ 議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算

（第２号） 
日程第１９６ 議案第１９０号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 
日程第１９７ 議案第１９１号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１９８ 議案第１９２号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第１９９ 議案第１９３号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第２００ 議案第１９４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第

３号） 
追加日程第３ 同意第１１号 北杜市固定資産評価審査委員会委員の選任について議会の

同意を求める件 
追加日程第４ 発 議 第 ６ 号 議会制度改革の早期実現に関する意見書の提出について 
追加日程第５ 発 議 第 ７ 号 真の「地方分権改革の早期実現」に関する意見書の提出に

ついて 
日程第２０１  継続審査の件 
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２．出席議員は、次のとおりである。（３６名） 

 
 １番 坂 本    ２番 植 松 一 雄 
 ３番 篠 原 眞 清  ４番 千 野 秀 一 
 ５番 五 味 良 一  ６番 利 根 川 昇 
 ７番 渡 邊 陽 一  ８番 鈴木今朝和 
 ９番 浅 川 哲 男 １０番 秋 山 九 一 
１１番 小 尾 直 知 １３番 風 間 利 子 
１４番 田 中 勝 海 １５番 浅川富士夫 
１６番 小 林 元 久 １７番 小 澤  寛 
１８番 篠 原 珍 彦 １９番 保坂多枝子 
２０番 内 田 俊 彦 ２１番 鈴 木 孝 男 
２２番 細 田 哲 郎 ２３番 林  泰  
２４番 坂 本 治 年 ２５番 中 村 隆 一 
２６番 中 村 勝 一 ２７番 岡 野  淳 
２８番 小 林 忠 雄 ２９番 小 澤 宜 夫 
３０番 内 藤  昭 ３１番 秋 山 俊 和 
３２番 小野喜一郎 ３３番 渡 邊 英 子 
３４番 中 嶋  新 ３５番 小 林 保 壽 
３６番 古 屋 富 藏 ３７番 清 水 壽 昌 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２２名） 

 
市 長 白 倉 政 司 助 役 曽 雌 源 興 
収 入 役 小 澤 壯 一 企 画 部 長 坂 本  等 
総 務 部 長 小 林 奎 吾 保健福祉部長 古 屋 克 巳 
生活環境部長 坂 本 伴 和 教 育 長 小清水淳三 
教 育 次 長 小 池 光 和 産業観光部長 植 松 好 義 
建 設 部 長 真 壁 一 永 明野総合支所長 萩 原 武 一 
須玉総合支所長 長 坂 治 男 高根総合支所長 深沢袈裟雄 
長坂総合支所長 小 沢 孝 文 大泉総合支所長 藤 原  宝 
白州総合支所長 植 松 治 雄 武川総合支所長 福 井 俊 克 
秘 書 室 参 事 藤 巻 正 一 農業委員会事務局長 浅 川 清 朗 
監査事務局長 小 澤 功 宜 行革調整室長 小 松 正 壽 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（３名） 
 

議会事務局長 三 枝 基 治 
議 会 書 記 小 澤 永 和 
議 会 書 記 伊 藤 勝 美 

 

 １２１



再開 午前１０時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げまして、あいさ

つといたします。 
 ただいまの出席議員は３６名です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 暫時休憩します。 

休憩  午前１０時０１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時００分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
 お諮りいたします。 
 お手元に配布いたしました議事日程により、日程の変更および追加をいたしたいと思います

が、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、お手元に配布いたしました議事日程のとおり、日程の変更および追加をすることに

決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第１ 指定管理者制度特別委員会設置の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 指定管理者の指定についての案件については、３６人の委員で構成する指定管理者制度特別

委員会を設置し、これに付託して調査することにいたしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、指定管理者の指定の案件については、３６人の委員で構成する指定管理者制度特別

委員会を設置し、これに付託して調査することに決しました。 
 暫時休憩します。 

休憩  午後 １時０１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時０２分 
〇議長（清水壽昌君） 

 再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第２ 指定管理者制度特別委員会委員の選任についてを議題といたします。 
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 お諮りいたします。 
 指定管理者制度特別委員会委員の選任について、および委員長、副委員長の選任については、

委員会条例第８条第１項の規定により、議長により指名いたしたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議長より指名いたします。 
 指定管理者制度特別委員会委員の選任については、３６人の議員全員を指名し、委員長に浅

川哲男君、副委員長に細田哲郎君を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、ただいま指名しました３６人の議員全員を指定管理者制度特別委員会委員に選任し、

委員長に浅川哲男君、副委員長に細田哲郎君を選任することに決しました。 
 続きまして、以降の議案審議に入る前にお諮りをいたします。 
 議案第１８０号から議案第３７９号につきましては、市長の議案説明において提案理由の説

明がなされております。 
 会議規則第３７条第２項の規定により、説明を省略したいと思いますが、ご異議ありません

か。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、提案理由の説明を省略することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１ 議案第１９５号 北杜市一般職の任期付き職員の採用に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第１９５号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第１ 議案第１９５号 北杜市一般職の任期き付職員の採用に関する条例の一

部を改正する条例については、原案どおり可決することに決しました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２ 議案第１９６号 北杜市市長等及び職員の給与の特例に関する条例の制定についてを

議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑を許します。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第１９６号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第２ 議案第１９６号 北杜市市長等及び職員の給与の特例に関する条例の制

定については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第３ 議案第１９７号 北杜市農地・農業用施設災害復旧事業分担金徴収条例の制定につい

てを議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第１９７号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第３ 議案第１９７号 北杜市農地・農業用施設災害復旧事業分担金徴収条例

の制定については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第４ 議案第１９８号 北杜市学校体育施設等の利用に関する条例の制定についてを議題と

いたします。 
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 これより質疑を行います。 
 質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第１９８号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第４ 議案第１９８号 北杜市学校体育施設等の利用に関する条例の制定につ

いては、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第５ 議案第２０１号 北杜市塩川病院介護老人保健施設条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第２０１号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第５ 議案第２０１号 北杜市塩川病院介護老人保健施設条例の一部を改正す

る条例については、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第６ 議案第２１３号 元気な地域づくり交付金長坂町間の原地区土地改良事業計画の議決

を求める件を議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
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 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、議案第２１３号に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第６ 議案第２１３号 元気な地域づくり交付金長坂町間の原地区土地改良事

業計画の議決を求める件は、原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第７ 議案第２０５号 中央市の設置並びに中道町及び上九一色村の区域の一部を甲府

市に編入すること並びに上九一色村の区域の一部を富士河口湖

町に編入することに伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更について 
   日程第８ 議案第２０６号 小淵沢町を北杜市に編入することに伴う山梨県市町村議会議員

公務災害補償等組合規約の変更について 
   日程第９ 議案第２０７号 峡北広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

組合規約の変更について 
   日程第１０ 議案第２０８号 峡北地域広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び

峡北地域広域水道企業団規約の変更について 
   日程第１１ 議案第２１２号 韮崎市外１市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体

の数の減少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約

について 
の５議案を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、５議案を一括議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、５議案に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 議案第２０５号 中央市の設置並びに中道町及び上九一色村の区域の一部を甲府市に編入す

ること並びに上九一色村の区域の一部を富士河口湖町に編入することに

伴う山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 
 議案第２０６号 小淵沢町を北杜市に編入することに伴う山梨県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の変更について 
 議案第２０７号 峡北広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約の

変更について 
 議案第２０８号 峡北地域広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び峡北地域

広域水道企業団規約の変更について 
 議案第２１２号 韮崎市外１市１町１組合の指導主事を共同設置する地方公共団体の数の減

少及び同指導主事共同設置規約の一部を変更する規約について 
の５議案は、原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１２ 議案第１９９号 北杜市土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
   日程第１３ 議案第２００号 北杜市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第１４ 議案第２０２号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合を組織する地方公共団体及び組合

規約の変更について 
   日程第１５ 議案第２０３号 篠原山恩賜県有財産保護組合の解散について 
   日程第１６ 議案第２０４号 大平山恩賜県有財産保護組合の解散について 
   日程第１７ 議案第２０９号 北杜市・小淵沢町衛生組合の解散について 
   日程第１８ 議案第２１０号 北杜市・小淵沢町病院組合の解散について 
   日程第１９ 議案第２１１号 北杜市・小淵沢町学校組合の解散について 

の８案件を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、８議案を一括議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
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 これより、８議案に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、 
 議案第１９９号 北杜市土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
 議案第２００号 北杜市県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
 議案第２０２号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合を組織する地方公共団体及び組合規約の変

更について 
 議案第２０３号 篠原山恩賜県有財産保護組合の解散について 
 議案第２０４号 大平山恩賜県有財産保護組合の解散について 
 議案第２０９号 北杜市・小淵沢町衛生組合の解散について 
 議案第２１０号 北杜市・小淵沢町病院組合の解散について 
 議案第２１１号 北杜市・小淵沢町学校組合の解散について 
の以上、８案件は原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２０ 議案第２１４号 北杜市公告式条例の一部を改正する条例について 
   日程第２１ 議案第２１５号 北杜市議会委員会条例の一部を改正する条例について 
   日程第２２ 議案第２１６号 北杜市総合支所設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第２３ 議案第２１７号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第２４ 議案第２１８号 北杜市営バス設置及び管理条例の一部を改正する条例について 
   日程第２５ 議案第２１９号 北杜市情報公開条例の一部を改正する条例について 
   日程第２６ 議案第２２０号 北杜市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 
   日程第２７ 議案第２２１号 北杜市行政手続条例の一部を改正する条例について 
   日程第２８ 議案第２２２号 北杜市印鑑条例の一部を改正する条例について 
   日程第２９ 議案第２２３号 北杜市認可地緑団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改

正する条例について 
   日程第３０ 議案第２２４号 北杜市ケーブルテレビ情報連絡施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 
   日程第３１ 議案第２２５号 北杜市防災会議条例の一部を改正する条例について 
   日程第３２ 議案第２２６号 北杜市防災行政無線通信施設条例の一部を改正する条例について 
   日程第３３ 議案第２２７号 北杜市駐車場条例の一部を改正する条例について 
   日程第３４ 議案第２２８号 北杜市生活安全条例の一部を改正する条例について 
   日程第３５ 議案第２２９号 北杜市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 
   日程第３６ 議案第２３０号 北杜市地域委員会設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第３７ 議案第２３１号 北杜市職員定数条例の一部を改正する条例について 
   日程第３８ 議案第２３２号 北杜市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改

正する条例について 
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   日程第３９ 議案第２３３号 北杜市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について 
   日程第４０ 議案第２３４号 北杜市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例について 
   日程第４１ 議案第２３５号 北杜市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する

条例について 
   日程第４２ 議案第２３６号 公益法人等への北杜市職員の派遣等に関する条例の一部を改正す

る条例について 
   日程第４３ 議案第２３７号 北杜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例について 
   日程第４４ 議案第２３８号 北杜市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 
   日程第４５ 議案第２３９号 北杜市職員給与条例の一部を改正する条例について 
   日程第４６ 議案第２４１号 北杜市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 
   日程第４７ 議案第２４２号 北杜市特別会計設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第４８ 議案第２４３号 北杜市税条例の一部を改正する条例について 
   日程第４９ 議案第２４６号 北杜市手数料条例の一部を改正する条例について 
   日程第５０ 議案第２４７号 北杜市税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例

の一部を改正する条例について 
   日程第５１ 議案第２４８号 北杜市証紙条例の一部を改正する条例について 
   日程第５２ 議案第２４９号 北杜市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正

する条例について 
   日程第５３ 議案第２５０号 北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一

部を改正する条例について 
   日程第５４ 議案第２５１号 北杜市財政調整基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第５５ 議案第２５２号 北杜市減債基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第５６ 議案第２５３号 北杜市学校建設等基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第５７ 議案第２５４号 北杜市地域福祉基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第５８ 議案第２５５号 北杜市国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例につ

いて 
   日程第５９ 議案第２５６号 北杜市介護保険給付費支払準備基金条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第６０ 議案第２５７号 北杜市簡易水道事業基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第６１ 議案第２５８号 北杜市中山間地ふるさと・水と土保全対策基金条例の一部を改正

する条例について 
   日程第６２ 議案第２５９号 北杜市土地開発基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第６３ 議案第２６０号 北杜市公共施設整備基金条例の一部を改正する条例について 
   日程第６４ 議案第２６４号 北杜市立学校設置条例の一部を改正する条例について 
   日程第６５ 議案第２６５号 北杜市立学校給食調理場条例の一部を改正する条例について 
   日程第６６ 議案第２６７号 北杜市社会教育委員条例の一部を改正する条例について 
   日程第６７ 議案第２６８号 北杜市公民館条例の一部を改正する条例について 
   日程第６８ 議案第２６９号 北杜市図書館条例の一部を改正する条例について 
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   日程第６９ 議案第２７０号 北杜市郷土資料館条例の一部を改正するについて 
   日程第７０ 議案第２７２号 北杜市体育指導委員条例の一部を改正する条例について 
   日程第７１ 議案第２７３号 北杜市体育施設条例の一部を改正する条例について 
   日程第７２ 議案第２７４号 北杜市文化財保護条例の一部を改正する条例について 
   日程第７３ 議案第２７５号 北杜市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第７４ 議案第２７６号 北杜市立保育園条例の一部を改正する条例について 
   日程第７５ 議案第２７７号 北杜市保育の実施条例の一部を改正する条例について 
   日程第７６ 議案第２７８号 北杜市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について 
   日程第７７ 議案第２７９号 北杜市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する

条例について 
   日程第７８ 議案第２８０号 北杜市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例について 
   日程第７９ 議案第２８１号 北杜市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例について 
   日程第８０ 議案第２８２号 北杜市長坂高齢者体力づくりセンター条例の一部を改正する条例

について 
   日程第８１ 議案第２８３号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例について 
   日程第８２ 議案第２８４号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例につ

いて 
   日程第８３ 議案第２８５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 
   日程第８４ 議案第２８６号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
   日程第８５ 議案第２８７号 北杜市保健センター条例の一部を改正する条例について 
   日程第８６ 議案第２８８号 北杜市廃棄物の減量化及び適正処理に関する条例の一部を改正す

る条例について 
   日程第８７ 議案第２８９号 北杜市犬取締り条例の一部を改正する条例について 
   日程第８８ 議案第２９１号 北杜市まちをきれいにする条例の一部を改正する条例について 
   日程第８９ 議案第２９３号 北杜市簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

について 
   日程第９０ 議案第２９４号 北杜市簡易水道給水条例の一部を改正する条例について 
   日程第９１ 議案第２９５号 北杜市下水道条例の一部を改正する条例について 
   日程第９２ 議案第２９７号 北杜市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第９３ 議案第２９８号 北杜市下水道事業審議会条例の一部を改正する条例について 
   日程第９４ 議案第２９９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第９５ 議案第３００号 北杜市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について 
   日程第９６ 議案第３０１号 北杜市たかね有機センター及び明野町高品質堆肥製造施設条例の

一部を改正する条例について 
   日程第９７ 議案第３１０号 北杜市火入れに関する条例の一部を改正する条例について 
   日程第９８ 議案第３１５号 北杜市小規模企業者小口資金融資促進条例の一部を改正する条例

について 
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   日程第９９ 議案第３１６号 北杜市観光案内所条例の一部を改正する条例について 
   日程第１００ 議案第３１９号 北杜市土地開発事業等の適正化に関する条例の一部を改正する条

例について 
   日程第１０１ 議案第３２０号 北杜市地下水採取の適正化に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
   日程第１０２ 議案第３２１号 北杜市道路法施行条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０３ 議案第３２２号 北杜市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０４ 議案第３２３号 北杜市営住宅条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０５ 議案第３２４号 北杜市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０６ 議案第３２５号 北杜市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 
   日程第１０７ 議案第３２６号 北杜市立病院等使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

について 
   日程第１０８ 議案第３２７号 北杜市看護学生奨学金貸与条例の一部を改正する条例について 
   日程第１０９ 議案第３２８号 北杜市立塩川病院訪問看護ステーション条例の一部を改正する条

例について 
   日程第１１０ 議案第３２９号 北杜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部

を改正する条例について 
   日程第１１１ 議案第３３０号 北杜市財産区管理会条例の一部を改正する条例について 

の９２案件を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、９２議案を一括議題といたします。 
 これより質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結します。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、９２案件に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 ただいま、議案となっております、採決いたしました９２案件についての議案の読み上げに

ついては、省略いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 読み上げを省略いたします。 
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 よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１１２ 議案第２４０号 北杜市立甲陵高等学校の教育職員の給与に関する特別措置に関

する条例の制定について 
   日程第１１３ 議案第２４４号 北杜市農村地域工業等導入促進のための固定資産税の免除に関

する条例の制定について 
   日程第１１４ 議案第２４５号 北杜市小淵沢町総合保養地域における固定資産税の不均一課税

に関する条例の制定について 
   日程第１１５ 議案第２６１号 北杜市立甲陵高等学校職員退職手当基金条例の制定について 
   日程第１１６ 議案第２６２号 北杜市甲陵中・高等学校校舎建設基金条例の制定について 
   日程第１１７ 議案第２６３号 北杜市甲陵中・高等学校財政調整基金条例の制定について 
   日程第１１８ 議案第２６６号 北杜市甲陵高等学校授業料、入学料及び入学審査料条例の制定

について 
   日程第１１９ 議案第２７１号 北杜市小淵沢観音平グリーンロッジ条例の制定について 
   日程第１２０ 議案第２９０号 北杜市北部ふるさと公苑条例の制定について 
   日程第１２１ 議案第２９２号 北杜市環境基本条例の制定について 
   日程第１２２ 議案第２９６号 北杜市下水道処理区域内個別排水処理施設の整備に関する条例

の制定について 
   日程第１２３ 議案第３０２号 北杜市小淵沢町特産品開発センター条例の制定について 
   日程第１２４ 議案第３０３号 北杜市小淵沢町生産物直売・食材供給施設条例の制定について 
   日程第１２５ 議案第３０４号 北杜市小淵沢町下笹尾農林水産物処理加工施設条例の制定につ

いて 
   日程第１２６ 議案第３０５号 北杜市小淵沢町久保農林水産物処理加工施設条例の制定について 
   日程第１２７ 議案第３０６号 北杜市小淵沢町農林漁業体験実習館条例の制定について 
   日程第１２８ 議案第３０７号 北杜市小淵沢町高野高齢者活動促進施設条例の制定について 
   日程第１２９ 議案第３０８号 北杜市小淵沢町大滝高齢者活動・生活支援促進機会施設条例の

制定について 
   日程第１３０ 議案第３０９号 北杜市小淵沢町岩窪女性・若者等活動促進施設条例の制定につ

いて 
   日程第１３１ 議案第３１１号 北杜市小淵沢町子供等自然環境知識習得施設条例の制定について 
   日程第１３２ 議案第３１２号 北杜市小淵沢町高野ふれあい農園温室条例の制定について 
   日程第１３３ 議案第３１３号 北杜市小淵沢町地域資源活用総合交流促進施設条例の制定につ

いて 
   日程第１３４ 議案第３１４号 北杜市小淵沢町花と緑のうるおい空間整備事業交流ターミナル

施設条例の制定について 
   日程第１３５ 議案第３１７号 北杜市小淵沢町物産会館条例の制定について 
   日程第１３６ 議案第３１８号 北杜市小淵沢町八ヶ岳登山歴史館条例の制定について 
   日程第１３７ 議案第３３１号 北杜市小淵沢町生涯学習センターこぶちざわ条例の制定について 
   日程第１３８ 議案第３３２号 北杜市立甲陵中学校・高等学校設置条例の制定について 
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   日程第１３９ 議案第３３３号 北杜市小淵沢町高齢者健康づくりの家条例の制定について 
   日程第１４０ 議案第３３４号 北杜市青年小屋及び権現小屋条例の制定について 
   日程第１４１ 議案第３３５号 小淵沢町の編入に伴う国民健康保険税の適用の経過措置に関す

る条例の制定について 
の３０議案を一括議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、３０議案を一括議題といたします。 
 質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終わります。 
 これより、３０議案に対する採決を行います。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 ただいま、採決いたしました３０議案に対する議案の読み上げは、省略いたしたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、３０議案は原案どおり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第１４２ 議案第３３６号から日程第１８５ 議案第３７９号までの４４案件につきまして

は指定管理者制度特別委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第３３６号から議案第３７９号までの４４案件につきましては、指定管理者制

度特別委員会に付託することに決しました。 
 暫時休憩します。 
 ２時１０分に再開いたします。 

休憩  午後 １時４９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時１０分 
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〇議長（清水壽昌君） 
 再開いたします。 
 お諮りいたします。 
 総務常任委員会に付託されました、 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）の総務常任委員会所管分 
 議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第２号） 
の２案件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、２案件を一括議題といたします。 
 ただいま、議題といたしました２案件は審査を総務常任委員会に付託しておりますので、委

員長から審査の経過と結果についての報告を求めます。 
 総務常任委員長、秋山九一君。 

〇総務常任委員長（秋山九一君） 
 平成１７年１２月１６日 
 北杜市議会議長 清水壽昌殿 

北杜市議会総務常任委員会委員長 秋山九一 
 北杜市議会総務常任委員会委員長報告書 

 総務常任委員会は、去る平成１７年１２月８日、平成１７年第４回北杜市議会定例会におい

て付託された案件審査を１２月１２日、午前９時から第１委員会室において慎重審議をいたし

ました。 
 その経過と結果について、報告いたします。 

 １．付託された案件は次のとおりであります。 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）所管分 
 議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第２号）所管

分について 
２案件でありました。 
 ２．出席した委員 

委 員 長 秋山九一 
副委員長 植松一雄 

 ３．委員 
浅川哲夫、小澤 寛、保坂多枝子、細田哲郎、中村隆一 
小林忠雄、小澤宜夫、小野喜一郎、小林保壽、清水壽昌 

 ４．会議案件説明のために出席した者 
総 務 部 長 小林奎吾、総 務 課 長 柴井英記 

地 域創造課長 浅川一紀、税 務 課 長 植松 忠 

企 画 部 長 坂本 等、政策企画課長 松永直樹 

情 報政策課長 小池昭一、財 政 課 長 細川清美 

監査委員事務局長 小澤功宜、行革調整室長 小松正壽 
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白州総合支所長 植松治雄、武川総合支所長 福井俊克 

高根総合支所長 深沢架裟雄、明野総合支所長 萩原武一 
 ５．会議書記 

小澤永和 
 総務常任委員会委員長報告 
 総務常任委員会に付託された議案の議案審査の経過ならびに結果について、ご報告いたしま

す。 
 まず、審査結果から申し上げます。 
 いずれも原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に審査の経過、主なるものについて、その概要を申し上げます。 
 まず議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）所管分についてであ

ります。 
 歳入であります。 
 繰越明許費、道整備交付金事業において、ルートが決まらないのはどうしてか。また、埋蔵

文化財調査により、工事が遅れることは庁舎内における連絡体制が執られていないのではない

かとの質しに対して、武川地内の市道小学校前線３，１００万円の繰越明許費は、橋の位置を

決定するための県との河川協議に日数を要しているため、測量および設計が遅れているので、

年度内完了が困難であるためである。また、埋蔵文化財調査などの諸事業においては、庁舎内

に連絡体制を整え、不備がないよう対応したいとの答弁がありました。 
 次に、北杜市固定資産基礎資料整備事務委託の債務負担行為について詳細にとの質しに対し、

小淵沢町の編入合併と平成２１年の評価替えに向けて、評価システムの統一デジタル化を構築

することで固定資産の課税客体を正確に効率よく把握し、評価業務を公平かつ的確に行うため

の基礎データ整備を目的に債務負担行為を行うとの答弁がありました。 
 次に市税について、税収４億２，４００万円の増額補正理由と今後３月定例会に向けても、

増額補正する見込みはあるかとの質しに対し、今回は法人の３月期連結決算および９月中間期

連結決算が好調だったこと、そして大規模償却資産の総務大臣配分が確定したことなどによる

ものであり、３月定例会に向けての増額補正については、現時点では難しいとの答弁がありま

した。 
 また、差押件数はとの質しに対して、合併後から現在まで５０件の差し押さえ処分を執行し

たとの答弁がありました。 
 次に市営バス使用料２００万円の増額の説明をとの質しに対し、平成１６年度の実績の

８０％で予算計上をしましたが、北杜高校のスクールバスの廃止、コース変更などの状況のも

と、長坂駅経由北杜高校を１便増やしたことで利用率が上がったためであるとの答弁がありま

した。 
 次に歳出であります。 
 総務管理費の文書費の報酬について、顧問弁護士はどこの事務所で何人か。また今、何件の

訴訟を抱えているのかと質したのに対し、甲府の柳町法律事務所の細田弁護士であります。訴

訟件数は８件でありますとの答弁がありました。 
 次に企画費の工事請負費の減額１，３６１万６千円の説明をとの質しに対し、７町のサイン

工事に伴う工事差金でありますとの答弁がありました。 
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 次に公聴広報費についてであります。ケーブルテレビ特別会計繰出金について詳細をとの質

しに対し、清里地内における道路改良工事に伴う電柱移転であります。一部は県の負担で、一

部は市負担になっております。２０１１年に地上デジタル放送に伴い、県が三ツ峠に共同アン

テナを設置し、ＣＡＴＶ連絡協議会員２１社が出資し、管理運営会社を設立するため出資金で

あります。 
 次に、ＣＡＴＶの導入が困難な地域は、どのような対策を考えているかとの質しに対し、可

能な限り努力していくとの答弁でありました。 
 次に議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第２号）

所管分についてでありますが、異議なく可決されました。 
 以上をもちまして、総務常任委員長の報告とさせていただきます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 以上で、総務常任委員長の報告は終わりました。 
 総務常任委員会に付託された２案件につきましては、質疑を省略し、討論を行いたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 
 （異議あり。の声） 
 中村隆一君。 

〇２５番議員（中村隆一君） 
 議案に反対する理由は、私は１１月３０日に開かれた臨時会で、人事院勧告によって所得が

減少する北杜市職員給与条例の一部改正に反対しましたので、今回の補正予算についても、そ

の中に減額が示されていますので、反対をいたします。 
〇議長（清水壽昌君） 

 ほかに討論ございますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結します。 
 採決をいたします。 
 総務常任委員会に付託されました、議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算

（第４号）総務常任委員会所管分についての採決をいたします。 
 本案に対する総務常任委員会の報告は、可決でございます。 
 委員長の報告のとおり可決することに、賛成の方の起立を求めます。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数。 
 よって、議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）総務常任委員会

所管分については、原案どおり可決することに決しました。 
 続きまして、議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第

２号）につきまして、委員長報告は可決であります。 
 委員長報告のとおり可決することに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第１８９号 平成１７年度北杜市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第

２号）は、委員長報告どおり可決することに決しました。 
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 お諮りいたします。 
 続きまして、文教厚生常任委員会に付託されました、 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）のうち文教厚生常任委員

会所管分 
 議案第１８１号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８２号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８３号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８４号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８５号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８６号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１８７号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１９０号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１９１号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号） 
の以上１０案件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、１０案件を一括議題といたします。 
 ただいま、議題といたしました１０案件は審査を文教厚生常任委員会に付託しておりますの

で、委員長から審査の経過と結果についての報告を求めます。 
 文教厚生常任委員長、渡邊陽一君。 

〇文教厚生常任委員長（渡邊陽一君） 
 平成１７年１２月１６日 
 北杜市議会議長 清水壽昌殿 

北杜市議会文教厚生常任委員会委員長 渡邊陽一 
 北杜市議会文教厚生常任委員会委員長報告書 
 文教厚生常任委員会は、去る平成１７年１２月８日の平成１７年第４回北杜市議会定例会に

おいて付託された案件審査を１２月１２日、午前９時に北杜市役所議員協議会室において慎重

審議をいたしましたので、その経過と結果についてご報告いたします。 
 １．付託された案件は、次のとおりです。 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）文教厚生常任委員会所管分 
 議案第１８１号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８２号 平成１７年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８３号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８４号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８５号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１８６号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１８７号 平成１７年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１９０号 平成１７年度北杜市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１９１号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第１号） 
の１０案件でありました。 
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 ２．出席した委員 
委 員 長 渡邊陽一 
副委員長 千野秀一 

 ３．委員 
篠原眞清、鈴木今朝和、風間利子、田中勝海、内田俊彦 
坂本治年、中村勝一、岡野 淳、内藤 昭、古屋富藏 

 ４．会議案件説明のために出席した者 
保健福祉部長 古屋克巳、市 民 福 祉 課 長 藤原良一 

児童家庭課長 輿石みや子、長 寿 福 祉 課 長 名取利之 

障害福祉課長 三井 茂、健 康 増 進 課 長 斉藤功文 

生活環境部長 坂本伴和、環 境 課 長 深沢朝男 

上 水 道 課 長 大柴隆夫、下 水 道 課 長 堀内 誠 

教 育 長 小清水淳三、教育委員会次長 小池光和 
教育総務課長 藤原よしみ、生 涯 学 習 課 長 原 哲也 

 ４．会議書記 
小澤永和 

 ５．審査結果 
 この審議過程においての、主な質疑を申し上げます。 
 まず、議案第１８１号 平成１７年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案

第１８６号 平成１７年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号）、議案第１８７号 平

成１７年度北杜市白州診療所特別会計補正予算（第２号）、議案第１９０号 平成１７年度北杜

市温泉事業特別会計補正予算（第２号）、議案第１９１号 平成１７年度北杜市居宅介護支援事

業特別会計補正予算（第１号）については、主なる質疑はありませんでした。 
 次に議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第４号）所管分であります。 
 スクールガードリーダー事業について、委嘱された２名が週２日、１日４時間程度、地域内

を巡回するとのことであるが、その具体的な状況を聞きたいとの質疑に対し、スクールガード

は県より委嘱された２名が通学路の安全点検やパトロール、児童への安全指導、危機意識の啓

発などを行い、地域との連携を密にしながら実施するとの答弁がありました。 
 次にアスベスト工事について、業者発注ができない状態であると思われるが、いかがかと求

めたのに対し、石綿除却工事が多く、業者が混んでいる状態だが、３月末までには実施したい

との答弁がありました。 
 次に須玉中学校体育館の工事費の減額８，５００万円は予定価格の７８％であるが、審議会

等の審議がなされたのかとの質疑に対し、北杜市は最低価格を示していないので、審議会は開

催されません。また、工事は順調に進捗している状況ですとの回答がありました。 
 次に梅之木遺跡の発掘状況の概要と年代調査、将来的な保存の方向付けはとの質疑に対し、

本年度は環状集落本体に加え、湯沢川に至る斜面、川岸で道の探査等をしております。また理

化学的手法も用いて遺構の年代測定を進めております。調査指導委員会の学術的な価値判断を

尊重し、遺跡の取り扱いについては、今後、文化庁・県教委とも協議してまいりますとの回答

がありました。 
 次に、いずみ保育園の建設年度の見直しをするが、今後の計画はとの質疑があり、総合計画
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策定の中で考えていきますとの答弁がありました。 
 次に給食の調理室の暖房がなく寒い。また、保育園のまわりの草刈作業等について、保護者

でなく、委託でやってもらいたいとの要望があるがとの質疑があり、厨房の暖房はどの施設も

整えてあるが、もう一度調査します。園の草刈りは、保護者の方に年１、２回お願いしている

が、今後検討しますとの回答がありました。 
 次に、歳出の障害者福祉費の心身障害児者支援費の減額についての詳細説明をとの質疑に対

し、障害児タイムケア事業の減額分であります。この事業は国の採択基準に広域での事業実施

を優先するとのことで、韮崎市への協力を依頼する中で検討を重ねてきましたが、協議が合わ

ず今回は断念するが、引き続き検討していきますとの回答がありました。 
 次に議案第１８２号 北杜市介護保険特別会計補正予算（第２号）についてであります。 
 介護認定審査会について、メリットはとの質疑に対し、市としての体制が整ったことにより、

負担金にも関わってくる。人件費も減額ができ、市単独処理により連携体制もよくなるもので、

総合的に判断した結果でありますとの回答がありました。 
 次に議案第１８３号 平成１７年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

てであります。 
 長坂町分の繰入金が約２千万円減額されているが、減額の理由はとの質疑に対し、長坂町の

繰入金は他会計繰入金の関係で、１千万円の減額は別事業関連の補助金であり、上水道の補償

費が下水道会計からの補償費が減額されたもので、基金の関係で８８０万円は、舗装復旧費等

の財源ということであったが、舗装復旧ができなかったということで減額をさせていただいた

ものでありますとの回答がありました。 
 次に上水道の関係で石綿管が使われているのか、健康への影響はどうなのかとの質疑に対し、

石綿管については、各支所のほうに調査を依頼し、調査した数値は北杜市全体で約１２キロメー

トルという状況であり、平成２０年度を目途に、すべての送水管を布設替えしていきます。な

お、健康への被害は関係機関に問い合わせましたが、問題になる数値ではないとの回答があり

ましたとの答弁がありました。 
 次に明野の畑総事業関係で計画に伴う減額があったが、これは変更か。着工遅れに伴う減額

かとの質疑に対し、ルートの変更で、本年度の施工期間については、本年度実施しますとの答

弁がありました。 
 次に議案第１８４号 平成１７年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 
 須玉町の第３処理区は、増富温泉の関係で一般下水ということで処理をされている。下流に

は塩川ダムもあり、法的な問題も絡み、現在、合併浄化槽で対応されているが、市として第３処

理区をいつごろまでに建設するのかとの質疑に対し、国・県の事業認可が下ったが、処理場の

地権者の方々との協議を済ませ、同意が済んだら実施し、平成２２年度までに完了したい。増

富温泉の生活排水については下水道処理の計画だが、温泉水の部分は特殊な成分なので、ご遠

慮をいただきたいとの答弁がありました。 
 次に総務管理費で、小淵沢町と合併の中で篠原地区の小泉南部処理場に接続するのかどうか。

処理能力を計算し、余力ある設備投資や増設をふまえ、対応していただきたいとの質疑に対し、

小荒間の浄化センターに入れる予定で検討します。また処理場がマックスとなるか、順次調査

をし、対応していきたいとの答弁がありました。 
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 次に下水道の工事完成年次はいつか。未着工の工事距離はどのくらいあるのか。また、高根

町下黒沢の和田地区は日野春処理区へつなぐ計画があるのかとの質疑に対し、工事完成は平成

２２年度までで今後、須玉第三処理区、大泉石堂地区、武川眞原地区の整備も行っていく、和

田地区については、１８年５月には使用できる予定ですとの答弁がありました。 
 次に議案第１８５号 平成１７年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 
 農業集落排水事業の予定完了年度はとの質疑に対し、完成のめどは平成２２年度であります

との答弁がありました。 
 以上について、慎重審査の結果、付託された１０案件については原案のとおり可決すべきも

のと全会一致で決定されました。 
 以上、本委員会に付託された案件についての、審査結果の報告を終わります。 

〇議長（清水壽昌君） 
 文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 文教厚生常任委員会に付託されました１０案件につきましては、質疑を省略し討論を行いた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑を省略し討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 これより文教厚生常任委員会に付託されました、１０案件について採決をいたします。 
 本案に対する委員会の報告は可決であります。 
 お諮りいたします。 
 本案は委員長の報告のとおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、文教厚生常任委員会に付託されました１０案件につきましては、委員長の報告のと

おり可決することに決しました。 
 お諮りいたします。 
 次に建設経済常任委員会に付託されました、 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第３号）のうち建設経済常任委員

会所管分 
 議案第１８８号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第３号） 
 議案第１９２号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９３号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第３号） 
の以上５案件を一括議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 よって、５案件を一括議題といたします。 
 ただいま、議題といたしました５案件は、審査を建設経済常任委員会に付託しておりますの

で、委員長から審査の経過と結果についての報告を求めます。 
 建設経済常任委員長、篠原珍彦君。 

〇建設経済常任委員長（篠原珍彦君） 
 平成１７年１２月１６日 
 北杜市議会議長 清水壽昌殿 

北杜市議会建設経済常任委員会委員長 篠原珍彦 
 北杜市議会建設経済常任委員会委員長報告書 
 建設経済常任委員会は、去る平成１７年１２月８日、平成１７年第４回北杜市議会定例会に

おいて付託された案件審査を１２月１２日、午前９時、北杜市役所第３委員会室において慎重

審議をいたしましたので、その経過と結果について報告いたします。 
 １．付託された案件は次のとおりです。 
 議案第１８０号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第３号）建設経済常任委員会所管分 
 議案第１８８号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第３号） 
 議案第１９２号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９３号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第３号） 
の以上、５案件でありました。 
 ２．出席した委員 

委 員 長 篠原珍彦 
副委員長 浅川富士夫 
委  員 秋山俊和、坂本 、利根川昇、渡邊英子、林 泰 

五味良一、中嶋 新、小林元久、小尾直知、鈴木孝男 
 ３．欠席した委員 

な  し 
 ４．会議案件説明のために出席した者 

産 業 観 光 部 長 植松好義、農業委員会事務局長兼農林課長 浅川清朗 
観 光 商 工 課 長 植松 本、農 林 整 備 課 長 矢崎一郎 
農 林 課 長 補 佐 比奈田善彦、農 林 課 農 政 担 当 清水博樹 
建 設 部 長 真壁一永、土 地 政 策 課 長 相吉正一 
建 築 住 宅 課 長 岡田茂雄、道 路 河 川 課 長 浅川和徳 
明野総合支所産業振興課長 小林一大、武川総合支所産業振興課長 長坂栄造 

 ４．会議書記 
議会事務局長 三枝基治 

 ５．審査結果 
 この審議過程においての、主な質疑を申し上げます。 
 議案第９３号 平成１７年度北杜市一般会計補正予算（第３号）建設経済常任委員会所管文

について 
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 分担金について、区による市単独農道整備事業が実施されたことによる区としての分担金は

との質疑があり、担当部長より、土地改良事業には県単独事業、県団体営事業、市単独事業が

あり、小規模の事業については１００万円を限度として、３分の２は市から補助があり、事業

をした区に対して補助金を出す旨の回答があり、また道水路等県団体営事業については１０％

の負担があり、市に分担金として納入する旨の説明がありました。 
 次に、まちづくり交付金事業長坂駅周辺多目的広場整備について質疑があり、担当課長より

まちづくり交付金事業は、地域の特性を活かした個性あるまちづくりを行い、地域住民の生活

の質の向上と地域経済の活性化を図るため、長坂地区は平成１６年６月事業採択され、事業内

容は長坂駅前広場の整備、駅周辺多目的広場の整備、駅前交差点の整備等が、１６年度から

２０年度までの５年間の事業説明があり、歳入において、まちづくり交付金として交付対象事

業費に対して４０％の１，４８０万円の交付決定と、歳出において長坂駅縦貫道路内上下水道

実施設計４００万円の追加補正も加えて答弁がありました。 
 次に水田農業構造改革対策事業、生産調整について、詳細に説明を求める質疑に対し、県単

独事業産地づくり補助金、市単独事業産地づくり補助金、大豆価格補償、そば価格補償、花豆

価格補償、地域内整備補助金について答弁がありました。 
 次に仮称清里吐龍の滝線道路設計委託については、事業効果を考えるとともに、地元と十分

に協議してとの質疑に対し、担当課長より委員会指摘のとおり対応するとともに見直しも含め

地元と協議し、事業効果も含めた中、計画推進にあたる答弁がありました。 
 併せて、まちづくり交付金事業長坂地区、清里駅周辺地区整備について、中間報告がありま

した。 
 次に、アスベスト対策の具体的実施の時期と工事方法について質疑があり、担当課長より日

程調整のもと、今月中に工事完了する旨、答弁がありました。 
 全委員が慎重審査の結果、原案のとおり可決すべきものと全会一致で決定されました。 
 議案第１８８号 平成１７年度北杜市武川ふるさと活性化事業特別会計補正予算（第３号） 
 議案第１９２号 平成１７年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９３号 平成１７年度北杜市高根財産区特別会計補正予算（第１号） 
 議案第１９４号 平成１７年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第３号） 
 以上について全委員が慎重審査の結果、付託された４案件については、質疑がなく原案のと

おり可決すべきものと全会一致で決定されました。 
 以上、建設経済常任委員会に付託されました５案件についての審査付託結果の報告を終わり

ます。 
〇議長（清水壽昌君） 

 建設経済常任委員長の報告が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 建設経済常任委員会に付託されました５案件については、質疑を省略し討論を行いたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑を省略し討論を行います。 
 討論を行います。 
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 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 建設経済常任委員会に付託された、５案件について採決をいたします。 
 本案に対する委員会の報告は可決であります。 
 お諮りいたします。 
 本案は委員長の報告のとおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、建設経済常任委員会に付託されました５案件につきましては、委員長の報告のとお

り可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第３ 同意第１１号 北杜市固定資産評価審査委員会委員の選任について議会の同意を

求める件を議題といたします。 
 事務局より朗読させます。 

〇議会事務書記（伊藤勝美君） 
 朗読いたします。 
 同意第１１号 北杜市固定資産評価審査委員会委員の選任について議会の同意を求める件 
 北杜市固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法（昭和２５年法律

第２２６号）第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求める。 
 住  所 北杜市須玉町江草４９４９番地 
 氏  名 清水文一 
 生年月日 昭和５年９月９日 
 平成１７年１２月１６日 提出 

北杜市長 白倉政司 
 以上です。 

〇議長（清水壽昌君） 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 提案理由について、ご説明申し上げます。 
 同意第１１号の、北杜市固定資産評価審査委員会委員の選任について議会の同意を求める件

については、新たに委員を選任する必要が生じたため、北杜市須玉町江草４９４９番地、清水

文一、昭和５年９月９日生まれについて、議会の同意を求めるものであります。 
 ご審議の上、ご同意いただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は原案どおり同意することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第３ 同意第１１号 北杜市固定資産評価審査委員会委員の選任について

議会の同意を求める件は、原案どおり同意することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第４ 発議第６号 議会制度改革の早期実現に関する意見書の提出についてを議題とい

たします。 
 提出者であります、保坂多枝子君から提案理由の説明を求めます。 
 １９番議員、保坂多枝子君。 

〇１９番議員（保坂多枝子君） 
 発議第６号 
 平成１７年１２月１６日 
 北杜市議会議長 清水壽昌殿 

提出者 北杜市議会議員 保坂多枝子 
賛成者    〃    小野喜一郎 
 〃     〃    中村隆一 
 〃     〃    浅川哲男 
 〃     〃    小澤宜夫 
 〃     〃    植松一雄 

 議会制度改革の早期実現に関する意見書の提出について 
 上記議案を会議規則第１４条の規定により、別案のとおり提出します。 
 提案理由 
 国においては現在、第２８次地方制度調査会において、議会のあり方についての調査・審議

を行っております。住民自治の根幹をなす議会が、その役割と責任を果たすためには、地方議

会制度の改正が必要不可欠であり、調査会への抜本的な制度改正を求めるため、提出するもの

です。 
 議会制度改革の早期実現に関する意見書（案） 
 国においては、現在、第２８次地方制度調査会において、議会のあり方について調査・審議

を行っており、このような状況をふまえ、全国市議会議長会は先に地方議会の充実強化に向け

た自己改革への取り組み強化についての決議を、同調査会に対し表明するとともに、必要な制

度改正要望を提出したところである。 
 しかしながら、同調査会の審議動向を見ると、全国市議会議長会をはじめとした３議長会の

要望が十分反映されていない状況にある。本格的な地方分権時代を迎え、住民自治の根幹をな

す議会が、その期待される役割と責任を果たしていくためには、地方議会制度の改正が必要不

可欠である。 
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 よって、国においては現在、検討されている事項を含め、とりわけ下記の事項について、今

次、地方制度調査会において十分審議の上、根本的な制度改正が行われるよう強く求める。 
記 

 議会の招集権を議長に付与すること。 
 地方自治法第９６条２項の法定受託事務に係る制限を廃止するなど、議決権を拡大すること。 
 専決処分要件を見直すとともに、不承認の場合の首長の対応措置を義務付けること。 
 議会に付属機関の設置を可能にすること。 
 議会の内部機関の設置を自由化すること。 
 調査権・監視権を強化すること。 
 地方自治法第２０３条から議会の議員を除き、別途、公選職という新たな分類項目に位置付

けするとともに、職務遂行の対価についても、これにふさわしい名称に改めること。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

平成１７年１２月１６日 
北杜市議会議長 清水壽昌 

 衆議院議長 河野洋平殿 
 参議院議長 扇 千景殿 
 内閣総理大臣 小泉純一郎殿 
 総 務 大 臣 竹中平蔵殿 
 以上、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件につきましては、質疑・討論を省略し採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略し採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第４ 発議第６号 議会制度改革の早期実現に関する意見書の提出につい

ては、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   追加日程第５ 発議第７号 真の地方分権改革の早期実現に関する意見書の提出についてを議題

といたします。 
 提出者であります、小澤寛君から提案理由の説明を求めます。 
 １７番議員、小澤寛君。 

〇１７番議員（小澤寛君） 
 発議第７号につきまして、提案理由ならびに内容の説明を申し上げます。 
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 まず議案でありますが、 
 発議第７号 
 平成１７年１２月１６日 
 北杜市議会議長 清水壽昌殿 

提出者 北杜市議会議員 小澤 寛 
賛成者    〃    細田哲郎 
 〃     〃    小野喜一郎 
 〃     〃    小林保壽 
 〃     〃    小林忠雄 
 〃     〃    秋山九一 

 真の地方分権改革の早期実現に関する意見書の提出について 
 上記議案を会議規則第１４条の規定により、別案のとおり提出するというものでございます。 
 まず提案理由でございますが、三位一体改革は構造改革の最大の柱であり、効率的な行財政

運営の確立を目指すものであるが、改革実現には国と地方の信頼関係が重要である。国におい

ても地方６団体の要請に対し、真摯に誠意を持って対応すべきであり、真の地方分権改革を早

期に実現するよう、提出するものであります。 
 内容の説明でございますが、各位のお手元にご配布してございます意見書の案を朗読いたし

まして、説明に代えさせていただきます。 
 真の地方分権改革の早期実現に関する意見書（案） 
 三位一体改革は、小泉内閣が進める国から地方への構造改革の最大の柱であり、全国一律・

画一的な施策を展開し、効率的な行財政運営の確立を目指すものであるが、真の改革を実現す

るには、国と地方の信頼関係が極めて重要である。 
 地方６団体は、昨年の３．２兆円の国庫負担金改革案の提出に続き、政府からの再度の要請

により、平成１８年度までに残り６千億円の税源移譲を確実に実現するため、国庫補助負担金

等に関する改革案（２）を取りまとめ、４月２０日に改めて小泉内閣総理大臣に提出したとこ

ろである。 
 現在、政府においては、小泉内閣総理大臣の力強いリーダーシップのもと、残り６千億円の

税源移譲の取り扱いについて、地方６団体代表者を含めた関係協議会において、鋭意検討を重

ねられているが、中央教育審議会では義務教育費国庫負担金制度の堅持が答申され、また生活

保護費および児童扶養手当に関する関係者協議会においては、国庫負担率の引き下げを前提に

するものではなく、生活保護制度や児童扶養手当制度のあり方について、幅広く検討を行うこ

とを再三にわたり確認したにもかかわらず、厚生労働省が地方の負担増加を前提とした生活保

護、および児童扶養手当に関する見直し案を提出したことは、信義に反するばかりか、これま

で築き上げた社会保障制度における、国と地方の役割分担を根底から覆すものである。われわ

れ地方６団体は国からの要請に対し、真摯に責任を果たしており、改革の推進にあたっては、

国側も真摯に誠意を持って対応すべきである。 
 よって、国においては地方改革案を尊重するという、小泉内閣総理大臣の意向に従い、真の

地方分権改革を早期に実現するよう、下記事項の実現を強く求める。 
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記 
 １．生活保護費の国庫補助負担率の引き下げのうち、生活保護費負担金は国の責務として行

うべき事務であり、国庫補助負担率の引き下げは、単なる地方公共団体への負担転嫁であ

ることから絶対に認められないこと。また、国庫補助負担金の交付金化は国に権限と財源

が残り、改革とは認められないこと。 
 ２．３兆円規模の確実な税源移譲 
 ３兆円の税源移譲を確実に実施するとともに、残された６千億円については、政府の要

請を受けて提出した国庫補助負担金に関する改革案（２）に沿って実現すること。また、

税源移譲にあたっては、所得税から個人住民税への１０％比例税率化により実現すること。 
 ３．義務教育費国庫負担金について 
 地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展開するため、地方の改革案に沿った税源移譲を

実現するとともに、最終的な取扱いについて、国と地方の協議の場において協議決定する

こと。 
 ４．施設整備費国庫負担金について 
 廃棄物処理施設等の施設整備費国庫負担金については、臨時的かつ巨額の財政負担とな

ることから、平準的な財政運営が可能となるよう、税源移譲の対象として、地方債と地方

交付税により万全の措置を講ずること。 
 ５．法定率分の引き上げ等に確実な財源措置、税源移譲に伴う地方財源不足に対する補てん

については、地方交付税法の原則に従い、法定率分の引き上げで対応すること。 
 ６．地方財政計画における決算乖離の同時一体的な是正 
 地方財政計画と決算との乖離については、平成１８年度以降についても、引き続き同時

一体的に規模是正を行う。 
 ７．地方分権推進のため第２期改革の実施 
 政府においては、三位一体の改革を平成１８年度まで第１期改革に留めることなく、平

成１９年度以降も第２期改革として位置付け、引き続き強力に推進すること。 
 ８．国と地方の協議の場の制度化 
 三位一体の改革を、その地方分権に資する改革として推進するため、国と地方の協議の

場を定期的に開催し、これを制度化すること。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出するというものでございます。 

平成１７年１２月１６日 
 これが議決をいただいた場合は、北杜市議会議長名をもちまして、衆議院議長、参議院議長、

内閣総理大臣、内閣官房長官、経済財政政策金融担当大臣、総務大臣、財務大臣宛てに提出す

るものでございます。 
 以上でございますが、よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（清水壽昌君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件につきましては、質疑・討論を省略し採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 よって、質疑・討論を省略し採決いたします。 
 本案は原案どおり可決することに、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程第５ 発議第７号 真の地方分権改革の早期実現に関する意見書の提出に

ついては、原案どおり可決することに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（清水壽昌君） 
   日程第２０１ 継続審査の件を議題といたします。 

 議会運営委員会、総務常任委員会、文教厚生常任委員会、建設経済常任委員会、指定管理者

制度特別委員会の各委員長から、会議規則第１０１条の規定により、お手元に配布しました申

し出のとおり、所管事項の審査につき休会中の継続審査の申し出がありました。 
 お諮りいたします。 
 各委員長の申し出のとおり、休会中の継続審査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、日程第２０１ 継続審査の件は各委員長の申し出のとおり継続審査とすることに決

しました。 
 以上をもちまして、本議会に付託されました議案は、すべて議了いたしました。 
 本日をもちまして閉会したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、平成１７年第４回定例会は本日をもちまして閉会といたします。 
 大変ご苦労さまでございました。 

閉会  午後 ３時２０分 
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